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本作品は縦書きでレイアウトされています。





また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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序章　りゅうのえほん









　むかしむかし、あるところに一匹の竜がいました。

　竜は空を飛ぶのが大好きで、いつも大空を飛びまわっていました。

　しかし、竜は人間のことが大嫌いでした。

　他の竜たちが人間と一緒に飛んでいるのを見ても鼻で笑うだけで、竜はいつも一匹で空を飛び回り、地上にいる人間のことを見下していました。

　そして竜がいつものように空を飛ぼうとした時、一人の少年が声を掛けてきました。

「空を飛ぶのって気持ちいいの？」

　そんな言葉を掛けられながらも、竜は少年を無視して大空へと飛び立ちました。

　人間はいつも竜に対して「人間を乗せろ」と言い続けていたため、竜は人間のことが大嫌いになり、人の言葉に耳を貸さなくなっていたのです。

　竜がそんな態度を取ることもあって、人間は背に乗ろうとするのを諦あきらめていきました。

　しかし、少年はそれから毎日、竜のもとに来て喋しやべり掛けてきます。

「空を飛んでるとどんな気分になるの？」

「空から地上を見下ろすのってどんな風なの？」

「空から眺める空はどんな景色なの？」

　いつもいつも、少年は竜が飛び立つ前に瞳を輝かせながら喋しやべり掛けてきます。

　そんな少年の様子に辟へき易えきし、竜は仕方なく少年の質問に答えるようになりました。

「空を飛んでいると、広大な空が自分だけの場所のように感じられる」

「地上を見下ろすと、色々な物を見ることができて心が豊かになる」

「空から眺める空は、他のどの場所で見るより綺き麗れいで、果てのない雄大な光景だ」

　竜の言葉を聞くたびに、少年は楽しそうに瞳を輝かせていました。

　そしてある日、少年は竜に尋たずねます。

「ぼくも……いつか君みたいに、空を駆け回ることができるかな？」

　当然、少年は人間であることから、竜のように空を飛び回ることなど叶かないません。

　だと言うのに、少年は瞳を輝かせながらそんなことを口にします。

　そんな様子を見て……竜は少年の言葉には何も答えず、身体と首を下げました。

　その日から、少年と竜はいつも一緒に空を飛び回るようになりました。

　いつもいつも、陽ひが暮れるまで少年と竜は楽しそうに空を駆け回っていました。

　いつしか、竜も少年と一緒に空を駆けるのが楽しくなっていました。

　孤独に飛ぶのではなく、人間を乗せて飛ぶのも悪くはないと思えるようになりました。

　そんな日々を過ごしていた時、いつもの場所に現れた少年は暗い表情で告げました。

「僕は遠いところに行かなきゃいけない。もう、ここに来ることはできないんだ」

　涙と共に告げてから、少年は走り去り……そして、竜の前に姿を現さなくなりました。

　その日から、竜はあまり空を飛ばなくなりました。

　少年が来る前にも竜は空が大好きで毎日飛んでいたというのに、竜はどうしても空を飛ぶ気分にはなれませんでした。

　広大な空が自分しかいない、虚むなしい場所のように感じるようになりました。

　空から地上を見下ろして、色々な物を見たいとも思わなくなりました。

　空から眺める空は……どこまでも灰色で、全てが色あせて見えるようになりました。

　広大な空を自分の物にするよりも、地上にある様々な物を見るよりも、空から眺める果てのない綺麗な空を眺めるよりも……竜は、少年と空を駆けるのが楽しかったのです。

「空が大好きだ」と言った少年と、共にいられるのが嬉うれしかったのです。

　そんな少年を背に乗せていることが、何よりも誇らしかったのです。

　そのことに気づいた夜、竜は本当の孤独を知り、悲しげに鳴きながら涙を流しました。

　そして……その日から、竜は二度と空を飛ばなくなりました。






一章　新婚旅行の末路









　麗うららかな陽気の下、ガタガタと車輪の揺れる音が森に響ひびき渡る。

　人の手によって均された道を進んでいく箱馬車は、そんな陽気を体現するかのようにゆっくりとした調子で進んでいく。

「今日も穏やかな陽気ですね。まるで私たちの旅行を祝福してくれているようです」

　柔らかな笑みを浮かべながら、フィリーネは対面に座るアルフに言葉を掛ける。しかし、アルフは窓枠に肘ひじをつき、ぼんやりと外を眺めたまま何も答えない。

「竜りゆう翔しよう国家ドラクレア……昔からセンタリアとは親交のある国ですが、こういった形で赴おもむくとは思っていませんでした。……なんだか、少しだけ緊張してきちゃいますね」

　少しだけ照れくさそうに笑いながらフィリーネは言葉を続ける。心なしか、整った眉が何度かヒクヒクと動いてるように思える。

「クライド兄様が新婚旅行に行って来いって言った時は正直耳を疑いましたし、今もまだ戸惑っていますけど……その、私としてはアルフと一緒に楽しみたいって思ってますよ」

　頰ほおを朱に染めながら、フィリーネはアルフの様子を窺うかがうように顔を覗のぞき込んでくる。そんなフィリーネの言動など気にも留めず、アルフは溜ため息いきと共に口を開いた。

「ああ、尻が痛い……もう帰りたい……」

　あらゆることを台無しにする一言だった。その上、アルフは再び重苦しい溜息を吐き、心底面倒そうな表情で言葉を続ける。

「そりゃまぁ護衛やらを引き連れる必要があるし、これだけの人数が移動するなら馬車しかないってのもわかるけどさぁ……。こっちが向こうから呼ばれてる立場でもあるんだし、いっそ竜の送迎とか用意してもらえばよかったじゃないか」

　アルフが散々と愚痴を吐く中、走っていた馬が本能的な恐怖を感じたのか、怯おびえるように小さくいななきを上げる。

　そんなアルフの愚痴を聞きながらも、フィリーネはニコニコと嬉うれしそうな笑みを浮かべており、馬車の振動によって白金色の髪を揺らしている。

「アルフー？　愚痴ばっかりこぼしていたらせっかくの雰囲気が台無しですよー？　今日の昼過ぎにはドラクレアに到着しますから、それまでは馬車の旅を満喫しましょうねー」

「四日も馬車に揺られてたら満喫どころか辟へき易えきするっての。寝る時もテント、簡易ベッドは硬くて枕も無い。着いたらすぐさまベッドに飛びこんで熟睡してぇよ……」

「なるほどー、アルフはすぐにでも寝たいんですねー。……御者さん。ちょっと止まってもらえるように、後ろの馬車へと伝えてもらっていいですか？」

　表情こそ慈じ悲ひ深い聖女とでも言うべきものだが、御者はフィリーネの背後にある怒ど気きを感じ取ったらしく、「しょ、承知しました」と声を震わせて背後の馬車に手信号を送った。

　しばらくして……後続の馬車と共に、アルフたちの馬車も停止した。

　それを確認して満足げに頷うなずいてから、フィリーネはゆっくりと立ち上がり──

「な・ん・で……アルフはさっきから愚痴ばっかりなんですかッ！　もっと他にも話すことがいくらでもあるでしょう!?　景色が綺き麗れいだとか今から行く国はどんなところだとか一緒にどこを見て回ろうかとかっ!!　それがなんですか？　私と一緒にいるのにお尻が痛いとか帰りたいとか眠いとかそればっかりですっ！　私だってお尻は痛いんですからっ!!」




　我慢の限界と言わんばかりにフィリーネが怒りを爆発させ、あまりの剣けん幕まくに外で待機している馬が不安そうに鳴き声を上げる。

「あー……わかったわかった。それじゃ俺は寝るから、着いたら起こしてくれ」

「そういう意味じゃありませんっ！　せっかくの……し、新婚旅行なんですから、楽しい気分で旅をしようと私は言っているんですっ!!」

　フィリーネの頰ほおが微かすかに赤くなったのを見て、アルフは呆あきれながら軽く息を吐く。

「あのなぁ……リーネ、新婚旅行とか言ってて恥ずかしくないか？」

「ちっっとも恥ずかしくないです！　いいじゃないですか、新婚旅行！　今回の旅行はそういう名目なのですから、照れたり恥ずかしがったりする必要はないですっ!!」

　ムキになるフィリーネの顔が真っ赤に染まった。このまま放っておいたら血が昇って倒れそうなので、改めて旅行の目的を口にすることにした。

「元々、クライドさんが今回の話を引き受けたのは竜りゆう翔しよう国家ドラクレアとの親交、それによるセンタリアの情勢好転が目的だ。新婚旅行云うん々ぬんってのはついでって話だっただろ」

　混成国家ディアンタスとの『神闘カンフオル』を終えてから一ヶ月。その後の処理に追われているクライドに代わり、ドラクレアを訪問するのが今回の旅行の目的である。

「それはわかってますけど……なにも、『ついで』って言わなくてもいいじゃないですか」

　フィリーネは不服そうに頰を膨らませながらも、本来の目的を思い出して怒ど気きを治め、しおらしくその身を委縮させる。

　今回の話を受けた理由は、センタリア国内の情勢を鑑かんがみた結果だ。

　元同盟国であるディアンタスが『神闘』を宣告した。その事実はセンタリア国民に不安を与え、人々の表情からは陰いん鬱うつな雰囲気が漂っていた。

　一部ではクライドの政策や外交に問題があったのでは、と疑問の声も上がっている。その声が表立って出ていないのは、クライドに戦後築き上げた数多あまたの実績があるからだ。

　そんな不安定な情勢であるからこそ、友好国であるドラクレアとの関係は強固であると改めて国民に示し、鬱うつ屈くつとした空気を払ふつ拭しよくする必要があった。

　むくれるフィリーネの様子を見てアルフが肩を竦すくめた時、客室のドアがノックされた。フィリーネが慌てて態度を変えたのとほぼ同時、御者が一礼と共にドアを開けた。

「失礼します、フィリーネ様。何か問題が起こりましたか？」

　眉み間けんに深いシワを刻んだ、背の高い男が恭うやうやしく頭を下げながら尋たずねてくる。

「えと……すみません、ヴェインさん。私の声で馬が怯おびえてしまってはいけないと思って止まってもらっただけで、特に問題が起こったわけではないんです」

　背の高い男……ヴェインに対してフィリーネは申し訳なさそうに頭を下げるが、それを見たヴェインはさらに眉間のシワを深くした。

「……フィリーネ様が今回の行程で馬を止めるように命じたのは今回で八回目です。いくらその男がフィリーネ様の友人であっても、一切問題が無いとは考えられません」

「あーはいはい。それじゃ俺が原因ってことで構わないから行こうぜ。こんなことで馬車を止めてたらいつまで経たっても目的地に着かないしよ」

「問題があるというのなら、お前をフィリーネ様とこのまま同席させているわけにはいかないだろう。それよりも……お前はまず、自分の妹の面倒を見てやれ」

　ヴェインはうんざりした表情と共に背後を指し示し、アルフはその背後に視線を向ける。

　そこには……メイド服姿のアンリが青ざめた表情で俯うつむいていた。

「……どうした、アンリ？　体調でも悪くなったのか？」

「うん……ここ最近、馬車移動ばっかりだったから……にーさんと一緒にいる時間が少なくて、禁断症状が出てるの……」

「そうか、つまり体調には問題なくて元気ってことだな。あと少しでドラクレアにも着くだろうし、その後は一緒に動いてもらうからおとなしく待っとけって」

　そう言い聞かせるようにアルフは言葉を掛けるが、珍しくアンリはふるふると頭を横に振って拒否した。その様子を見て、ヴェインは深々と溜ため息いきをつく。

「……ずっとこの調子だから兄としてお前が面倒を見ろ。ハーレック妹はお前の世話だけでなく、フィリーネ様の世話役としても随ずい伴はんしている。世話役の業務に支障が出る可能性もあるし……それと、いいかげんハーレック妹から愚痴を聞くのに飽きてきた」

「そりゃ愚痴だって吐きたくなるよ！　にーさんと初めて外の国に行くのに、休憩時間以外は一緒にいられないんだよ!?　おまけに一緒にいるこの人は無駄に背が高くて仏頂面で威圧してくるし、私が話し掛けても『ああ』とか『そうだな』しか答えないし、にーさんのことについて聞いたら『お前の兄は本当にダメ人間だな』とか言うし！」

「……これは外交という仕事なのだから厳粛な態度を崩すべきではないと判断しただけで、威圧していたつもりはない。反応が薄いのは……口を開いたかと思えば毎回兄貴がどうのと同じことを言ってくるから、段々と言葉を返すのが億おつ劫くうになってきただけだ」

　鬱うつ憤ぷんを爆発させたアンリがヴェインを威い嚇かくするように睨にらみ、睨まれている当人は付き合いきれないと言わんばかりに肩を竦すくめる。

　真面目なヴェインの性格からして、最初はアンリの愚痴に対してちゃんと言葉を返していたのだろうが、この数日間ずっと同じ内容の愚痴を聞かされ続けて限界が来たのだろう。

　そんな二人の様子を見かねてか、フィリーネはおずおずと手を上げて発言する。

「アンリちゃん、それでしたらガイストさんのいる馬車に移りますか？　ガイストさんは見知った仲ですし、他の近衛このえ魔ま騎き士しの方々もいるので退屈はしないと思いますけど」

「んー……でも、ガイストさんはドラクレアに敷く警備の準備とかで他の人に指示を出してるし、忙しい中で私が邪魔しちゃうのも悪い気がして……」

「……まるで俺が暇ひまそうで、邪魔しても構わないとでも言いたげだな、ハーレック妹」

　アンリの言葉に対してヴェインが心外だと言わんばかりに視線を向けるが、アンリは気にした様子もなく、「そんなこと言ってませーん」と言いながらぷいと顔を逸そらした。どうやら車内での会話もあってか、アンリはとことんヴェインのことを嫌っているらしい。

　今回のドラクレア訪問にはアルフとフィリーネ、二人の世話役としてアンリ、そしてガイストが護衛の近衛魔騎士たちを統率している。ガイストは他にも旅程管理などを任されているため、アルフたち以上に多忙と言えるだろう。

「んじゃ、俺がアンリとノッポくんのいる馬車に移るか。一緒にいればアンリはとりあえず満足するだろうし、ノッポくんも俺の監視ができて万事解決だ」

「え……アルフ、行っちゃうんですか？」

　そんなアルフの提案に対して、今度はフィリーネが不安そうな表情を作った。

「まぁ、俺の態度が悪かったって自覚はあるし。それなら俺が移るってのが妥当だろ」

「でも……せっかくの楽しい旅行なのに、馬車の中で私一人というのは寂しいです」

　言いながら、フィリーネは蒼あおの瞳を揺らしながらアルフの服を引っ張る。めったに国外へ出ることのないフィリーネは今回の旅行を純粋に楽しもうとしているし、一人で寂しく過ごすというのは愚痴を言われるよりも嫌なのだろう。

　それならアルフとヴェインが交代すればいいのだろうが、真面目が服を着て歩いているようなヴェインでは、ただ質問に言葉を返すだけで会話にならないだろう。

「……もう面倒だから、二人とも俺らと同じ馬車に乗れ。いつまでもこうして馬車を止めておくわけにもいかないし、このままじゃ到着が昼過ぎどころか夕方になる」

　二人の返事を待たずに、アルフは御者に向かって出発するように伝えた。





　◇






　四人に増えて客室は手狭になったものの、馬車は問題なくドラクレアへと向かって行く。

　というよりも、手狭になったのはアルフだけだった。

「……なんだろうな、この状況」

「……お前が提案したことだろう、ハーレック」

　アルフの膝ひざの上で恍こう惚こつとした表情を浮かべているアンリを見て、対面に座っているヴェインは渋じゆう面めんを作り、フィリーネもアルフの隣で苦笑している。

「はふぅ……にーさんの膝上、幸せ……生き返るぅ」

「生き返るどころか昇天しそうだからほどほどにしろよー」

　ぽんぽんとアンリの頭を叩たたいてみるが、既に別世界へと飛び立ってしまったのか反応がなかった。たまにそんな妹の様子が心配になってくる。

　アンリがおとなしくなったこともあり、なんとなくアルフはヴェインに話し掛ける。

「そういやとっつぁんがドラクレアに行くならお前を案内役として連れて行けって言ってたけど、なんか理由とかあるのか？」

「とっつぁんって……もしかして、ガイスト・クルムロフ元騎士総長のことか？」

「そうそう。いつもとっつぁんって呼んでるから、名前よく忘れちまうんだよなぁ」

「若手育成のために近衛このえ魔ま騎き士し総長の座を退いたとはいえ、英雄と共に十国戦争を戦い抜いた『赤しやく銅どうの右腕』だぞ。魔騎士でなくとも、その名を忘れるなど──」

「あーはいはい。今はそれよりお前の話だ、ノッポくんよ」

「……そういえばお前は人の名前を覚えられない奴やつだったな。それとノッポくんはやめろ」

　何度名前を言っても覚えないアルフに呆あきれながら、ヴェインは先ほどの問いに答える。

「俺は元々センタリアではなく、竜りゆう翔しよう国家ドラクレアの出身だ。だからクルムロフ元総長は今回ドラクレアを訪れるにあたって、俺の名前を挙げたんだろう」

「出身がドラクレアということは……ヴェインさんは、元々竜りゆう騎き士しだったのですか？」

　ヴェインの出身を聞いたフィリーネが少しだけ驚いたように言う。

　竜翔国家ドラクレアとは、その名の通り竜と生活を共にしている国である。

　ドラクレアの国土は三割が山岳で、山々には魔獣である竜が数多く生息している。そしてドラクレアの人々は竜を友と呼び、互いに尊重して共存してきた。

　そんな人と竜の関係があったからこそ、戦いくさの絶えないエトルリア大陸で人間と竜は互いの居場所を守るために結束し、ドラクレアという国を古くから守り続けてきた。

　魔騎士としての修練を積み、竜を駆って大空を翔る竜騎士。

　馬以上に乗りこなすのが難しく、また戦闘訓練の施ほどこされた竜の個体数が少ないこともあって他国の魔騎士と比べて竜騎士の数は少ない。しかし空中からの一撃離脱が行える有利な特徴、そして魔術と竜による連携攻撃は少人数であっても脅威とされ、過去の戦について記した書物には「竜騎士には最低でも十人の魔騎士を当てろ」とまで書かれている。

　だが、ヴェインは竜騎士ではなくセンタリアの魔騎士としてこの場にいる。おそらくフィリーネの言葉には「そんな竜騎士がなぜ」という意味合いも含んでいたのだろう。

　その意味を汲くみ取ってか、ヴェインは珍しく歯切れの悪い言葉を返した。

「……私は幼少の頃から竜りゆう騎き士しとしての訓練を受けてきましたが、叙任前に家の事情でセンタリアへと移ることになったもので」

「家の事情……というと、ラフロイグ家で何か問題があったのですか？」

　そう尋たずねるフィリーネだったが、ヴェインは首を横に振った。

「問題というほどではありません。十国戦争の後、本来の後継ぎであった姉が戻ってきたことで私は跡目から外されました。そして遠縁であるラフロイグ家は十国戦争によって子し息そくを失っていたため、跡目を外れた私が養子になった……それだけの話です」

　俯うつむきがちに語るヴェインの姿は、普段とは違い弱々しい印象を受ける。

「ラフロイグの養父母は、養子である私を温かく迎えてくれました。そんな養父母のために、今の私はセンタリアの魔ま騎き士しとして尽じん力りよくする所存であります」

　ヴェインはそんな言葉と共にフィリーネへと頭こうべを垂たれるが、その雰囲気は普段以上に堅く、これ以上は踏み込まないで欲しいという明確な拒絶の意が込められている。

　客室が重苦しい空気に包まれ、その原因が自分の発言にあると感じたらしいフィリーネはおろおろと視線を彷徨さまよわせてから、最終的にアルフへ助け舟を求めてくる。アルフはその様子を見て軽く溜ため息いきをついてから、別の話について尋ねることにした。

「ドラクレア出身ってことは、俺たちが呼ばれた『翔竜演武ドラグフエヒト』ってのにも詳しいのか？」

「当然だ。国を挙げて行うという意味ではセンタリアの『騎士祭典ヘクサフエステイバル』に近いが、『翔竜演武』は堅苦しい式典などではなく、興行的な意味合いが強い行事だ」

　そう淀よどみなく答えたヴェインに、先ほど垣かい間ま見みせた翳かげりのようなものは見られない。その様子を見てフィリーネはほっと胸を撫なで下ろしていた。

「『翔竜演武』は戦闘訓練を積んだ竜……騎き竜りゆうとそれに騎乗する竜騎士たちによって行う。そして演武者は竜を駆って大空を飛びながら複数の相手役が繰り出す攻撃を受け流し、騎乗の腕だけでなく槍そう術じゆつと魔術を観客たちに披ひ露ろうするというものだ」

「へぇ……そいつは確かに見み応ごたえがありそうだな」

「見応えがある、なんて言葉で済ませないでくれ。大空で竜を縦横無尽に走らせるだけでなく、空中で交差する刹せつ那なに行われる攻防は遠目でも息を吞のむ。演武の大まかな流れが決まっているとはいえ、相手役の攻撃を全て避けて受け流す演武者というのは並大抵の人間には務つとまるものではない。魔術も他国の魔騎士以上に洗練され、竜の特性に合わせて独自の戦い方を──とまぁ、そんなところだ」

　語る口調に熱が入ってしまったのを自覚したのか、ヴェインは咳せき払ばらいを一つしてから話をそこで切り上げた。必要な事以外喋しやべらないヴェインには珍しく、なんとも饒じよう舌ぜつであった。

「外交目的とはいえ、正直面倒だし眠いしだるかったけど、そんなもんが見れるなら遠路遥はる々ばるドラクレアに来た甲か斐いがあるってもんだ」

　センタリアの王族を『翔竜演武』の来賓として招きたいという申し出。

『翔竜演武ドラグフエヒト』とは古来から続く由緒ある儀式であり、今まではドラクレアの民のみで行われきた祭事である。開催期間中は商人も含めて他国の人間が立ち入ることを禁じられていたが……今回、ドラクレアはセンタリアに開示することを選んだ。

　竜はドラクレアにとって戦いくさの象しよう徴ちようでもあり、由緒ある『翔竜演武』を他国に公開することによって、ドラクレアは他国に開放的で平和を重んじていると改めて示したい。友好国であるセンタリアならばその相手に相応ふさわしく、今まで以上に強固な関係性を築くことで、両国民による交流を活発に行いたい……と、手紙には記されていた。

　だが、アルフの言葉を聞いたヴェインが何とも言えない表情を作る。

「……招かれたのはセンタリアの王族であるフィリーネ様だ。お前は必要ない」

「わざわざ食って掛からなくてもいいだろうよ。そんなにこれが気に食わないか？」

　ヴェインを挑発するかのように、アルフは自身の右腕にある腕章を見せつける。

　センタリア近衛このえ魔ま騎き士しを示す剣と人馬を象かたどった紋。しかし、ヴェインの腕章が蒼あおい布地であるのに対し、アルフの腕章は深紅色を基調としている。

「……フィリーネ様に失礼だと重々承知で、はっきりと答えてやる。お前が近衛魔騎士の部隊長の一人になったなど、気に食わないどころの話ではない」

　センタリア近衛魔騎士団はジェラルド・マクベインを総長とし、魔獣や盗賊などの対処を行う《伐ばつ剣けん》、城内外で要人や大商隊の警備を行う《剛ごう盾じゆん》、魔術を戦闘ではなく医療行為に特化させた《天てん療りよう》という三つの部隊に分かれている。しかし、ディアンタスとの『神闘カンフオル』を終えた後、近衛魔騎士団に新たな部隊が設置される運びとなった。

「えっと、たしか『神闘』を専門とする部隊……《神しん明めい》でしたっけ？」

「正確には『神闘』に備えて他国の調査と情報収集を行う部隊な。それと……リーネ、ここはもう国外だから、『神闘』云うん々ぬんの話は無しだ」

「あ……すみません。表向きは外交部隊ということになっていましたね」

　アルフに指摘されて、フィリーネは申し訳なさそうに軽く頭を下げる。

　表向きは他国との外交や調査を主とする部隊ではあるが……実態は先ほどフィリーネが口にしたように、他国との『神闘』に備えて情報収集を行って対策を講じ、そして『神闘』に参加してその対処を行う部隊である。そしてアルフはディアンタスとの『神闘』で勝利した功績として、クライド直々の推薦によって新部隊の長として就任することになった。

　こうしてアルフがフィリーネに随ずい伴はんしているのも、外交という表向きの任をこなすのと同時、ドラクレアの実地調査を行うのが目的である。

　しかし、ヴェインはアルフの様子を見ながら面白くなさそうに鼻を鳴らした。

「部隊と言っても、お前一人しかいない名ばかりの部隊だ。権限は他の部隊長と同じとはいえ、下につく者がいないのなら部隊とは呼べないだろう」

　ヴェインの言葉通り、設立されてまだ間もないということもあって現在所属しているのはアルフ一人のみ。名ばかりの部隊と呼ばれても仕方ないところはある。

　しかも、部隊の人間を無む闇やみに増やすこともできない。部隊の特性上、『神闘カンフオル』の戦闘に参加して相手を下すことができる実力だけでなく、情報収集や隠おん密みつ行動、もしくはそれに準ずる何かしらの能力を持っている必要がある。当然ながらそんな人材が簡単に転がっているはずもなく、仮にいたとしても既に他の部隊で重要な役割を担っていることだろう。

「『神闘』を見ていた人間なら、なおさらお前の部隊を敬遠するだろう。平和な世界で、自分の命を懸かけて闘いたいと願い出る人間がいるはずもない。……それは、有事の際に民を守る魔ま騎き士しだって例外ではない」

「それが当然ってもんだろう。余計なことに首を突っ込まなければ平穏無事に暮らせるってのに、死ぬ可能性が高い部隊に入ろうとする奴やつなんかいないだろうよ」

　ディアンタスとの『神闘』を見て、近衛このえ魔騎士は恐怖を抱いた。

　アルフは命懸けで『神闘』を闘い抜いて勝利した。だが、法術を使いながらもその勝利は紙一重で、一命は取り留めたものの、その際に受けた傷はまだ完全には癒えていない。

　表向きは平和なこの世界で、命を懸けて闘いたい人間など存在しない。

「ならば死なないように自分の腕を磨けばいいだけの話だ。戦いの前に怯おびえて逃げ出しながら、自分は魔騎士だと言う輩やからなど厚こう顔がん無む恥ちも甚はなはだしい──」

　ヴェインが他の近衛魔騎士たちに対してそんな言葉を口にした時、フィリーネの前であるということを思い出したのか、渋じゆう面めんを作りながら頭こうべを垂たれる。

「……申し訳ありません。フィリーネ様の前で口にする言葉ではありませんでした」

「い、いえいえっ！　騎士の流れを汲くむ魔騎士であるならばヴェインさんの言葉も正しいですし……それに、命を大事にするというのも間違ってはいません」

　フィリーネから視線を感じて、アルフは反射的に明後日あさつての方向へ顔を向ける。一ヶ月前に死に掛けていた身としてはなんとも耳が痛い話だ。

「別に戦いに怯えたり、死ぬのが怖いってのは人間なら当然だ。俺もそんな奴らを無理やり引き入れるつもりもないし、酔狂な奴が志願してくるのを待つさ」

「志願制とは……ますます絶望的だな。隊長は『騎士祭典ヘクサフエステイバル』で手段を選ばず卑ひ怯きような手で優勝した男で、普段の素行も勤勉で真面目とは言い難がたい。そんな隊長の下に配属されるなど、魔騎士でなくても願い下げだろう」

　ヴェインが肩を竦すくめながらそんな言葉を口にした時……アルフの膝ひざの上でおとなしくしていたアンリの瞳がカッと見開かれた。

「ふんっ！　むしろそんな人はこっちから願い下げだもん！　部隊なんて私とにーさんがいればそれだけで十分だし！」

「……いや、お前はメイドなんだから頭数には入らないだろう」

「ぶっぶー、ただのメイドじゃないですー！　にーさんが昇進したんだから部隊長付きのメイドですー！　無駄に大きいだけの近衛このえ魔ま騎き士しなんかより私の方が偉いですー！」

「……ほう、なかなか言ってくれるじゃないか。今までは小娘の戯ざれ言ごと程度と思って聞き流していたが、魔騎士どころかメイド以下と言われては話が別だ……ッ!!」

　さすがに堪忍袋の緒が切れたのか、ヴェインは額に青筋を浮かべながら腰を上げて威圧する。しかし、アンリもアルフに抱きついたまま睨にらむのを止やめない。

　そんな二人の剣けん吞のんな空気を感じ取り、フィリーネが慌てて仲裁へと入った。

「ちょ、ちょっとなんでいきなり喧けん嘩かになってるんですか!?　ほら、アンリちゃんもそんな喧けん嘩か腰ごしにならなくてもいいでしょう？」

「止めないでリーネさん！　私は……私より背が高くて、それでいて見下してくるような態度を取る男の人は敵だと思ってるから!!　ただしにーさんは除くけどっ！」

「アンリちゃんの身長百四十ちょっとだから世の中の男性ほとんどが敵になりますよ!?」

「男の人が全員敵って響ひびきってなんかロマンチックでいいね！　にーさん、このまま私と一緒にドラクレアまで愛の逃避行だよ！」

「ちゃんと『兄妹きようだい愛』って言わないと色々と誤解を生みますからっ！　あとドラクレアまでは私たちがいるので逃避行にもなりませんからねっ!?」

　フィリーネがアンリを押おし止とどめている最中、ヴェインは置いてけぼりを食らって怒りの矛ほこ先さきを見失い、その場に立ち尽くしていた。

「あー……俺が言うのもなんだけど、あんま気を悪くしないでくれ。アンリは俺のことを悪く言われると見境なくなるもんだからよ」

「……兄想おもいも度が過ぎればただの迷惑だと、ちゃんと妹に教えておけ」

「教えたところで実行しないからなぁ。まぁ覚えてたら伝えとくよ、ノッポくん」

「兄妹揃そろって人を煽あおりたいようだな……！　俺の名前はヴェインだと、あれほど──」

「何度言われても、中身のよくわからない奴やつの名前なんて覚えられねぇんだって」

　どこか薄ら寒い笑みを浮かべるアルフを見て、思わずヴェインは言葉を止める。

「お前は魔騎士を引き合いに出したり、なぜか自分と同じ魔騎士を小馬鹿にする時があった。それで合点がいったよ。『ああ、こいつ本当は竜りゆう騎き士しになりたかったんだ』ってな」

　図星をつかれて、ヴェインは何も言わずにアルフを睨みつける。

「竜騎士になれなかったのを後悔しながらも、魔騎士として在あり続ける……なんとも中途半端でどちらでもない、宙ぶらりんでよくわからない奴ってな」

　笑いながらも、アルフはどこか突き放すような言葉をヴェインに浴びせる。

　そんなアルフを睨みつけながらも……ヴェインは、何も言わずに押し黙っていた。

「ちょっと待ってくださいなんで今度はアルフとヴェインさんが睨み合ってるんですか!?　こっちはもうアンリちゃんで手一杯で──ああほらアンリちゃん！　鼻血、鼻血が出てますから落ち着いてくださいっ!!」

　片や静かに睨にらみ合い、片や興奮状態のアンリを押さえながら叫び、馬車の客室内は先ほど以上に騒がしくなっていく。

　そんな中、前方の馬車から聞こえてくる声を聞いていたガイストが深い溜ため息いきをつく。

「…………あいつらは一体何をやっているんだ」

　そんな呟つぶやきと共に、ガイストは一人頭を抱えていた。





　◇






　騒がしい道中を過ごしながらも、センタリア一行は無事ドラクレアへと入国した。

　ドラクレアの城内にある謁えつ見けんの間。玉座に座っていた老齢の王は枝のように細い足を地につけて立ち上がってから、眼下にいるフィリーネ、そしてその両脇で膝ひざをついているアルフとガイストに向かって軽く礼をする。

「……此こ度たびはこの竜りゆう翔しよう国家ドラクレアによくぞ参られた、フィリーネ・ヴィルシュタイン姫。ドラクレアを統すべる者として、民を代表して改めて礼を述べさせてもらいたい」

「身に余るお言葉感謝いたします、ヴラディス公。こちらこそ、今回は貴国の『翔竜演武ドラグフエヒト』にお招きいただき至極光栄です。……本来ならば国王クライドがこの場に赴おもむくはずでしたが、不肖ながら私フィリーネが『翔竜演武』の来賓を務つとめさせていただきます」

　フィリーネはドレスの裾をつまんで恭うやうやしく頭こうべを垂たれ、ドラクレアの公主……ヴラディスに華やいだ笑みを向ける。その様子を見たヴラディスも表情のシワを深くしてから、柔にゆう和わな表情と共に頷うなずいた。

「いやはや……これはまた、子供の頃の比べて見違えるほどお美しくなられましたな、フィリーネ姫。お父上のゲオルグ翁おう、そして兄上のクライド王はご壮健かね？」

「はい。父の病は相変わらずと言えますが、兄は健やかな毎日を送っております。ヴラディス公も以前お会いした時とお変わりなく、お健やかで安心いたしました」

「ほっほっ。健やかではあるが、どうにも寄る年波には勝てんもので。本来ならば此度の請願のために私自身が竜を駆ってセンタリアに赴くはずが、老いさらばえて腰も足も悪くなって竜の背に乗ることもできなくなりましたわい」

　そんな言葉と共に笑って見せるヴラディスに合わせて、フィリーネもくすくすと控え目な笑みを返した。ヴラディスは老いたと口にしてはいるものの、ドラクレアの公主、そして以前竜りゆう騎き士し団を率いていた身としての貫録は衰えていないように見える。

「いやはや……クライド王には無理を言ってしまった。初めて『神闘カンフオル』が行こう使しされたことで、センタリアの情勢が不安定になっているのはドラクレアにも伝わっていたというのに」

「国を治める者としては、何とも恥じ入る話でございます。ですが、兄はそんな情勢を立て直すため、今後の処遇決めのためにディアンタスへと赴いています」

「……ほう。差し支えなければ、賢王クライドの考えをお聞きしてもよろしいかな？」

　フィリーネは静かに頷うなずいてから、クライドの施策について語る。

「ディアンタスは多国からの移民が半数以上を占める国家です。来る者を拒まずに受け入れるという志は称賛すべきものですが……それ故に、今回の事態へと至ってしまいました」

「……就労難による貧困。それはディアンタスだからこそ、顕けん著ちよに表れたのでしょうな」

　十国戦争後に職を失った人間は決して少なくはない。そして自国で職を見つけられなかった者は流浪の身となり、職を求めて他国へと赴おもむいた。

　しかし当然ながら、どの国も他国の移民を受け入れる余裕はない。そして、移民たちは藁わらにもすがる思いで、他国の者でも受け入れるディアンタスの下へと集った。

　その結果……ディアンタスには大量の移民が押し寄せ、国として移民たちを放ほう逐ちくするわけにもいかず、致し方なく自国で受け入れを行い……そして破綻へと至った。

　人によっては、国王エドガルドの采さい配はいを愚行と称する人間もいるだろう。

　だが……エドガルドは移民を受け入れ、あらゆる存在を受け入れる混成国家ディアンタスとしての矜きよう持じを守り抜いた。その決断は国を治める者として間違っていたとしても、国の象しよう徴ちようである『王』として相応ふさわしいと言える。

　そんなエドガルドの心中を思いながら、フィリーネは顔を上げる。

「ディアンタスの就労難を改善するため、クライド王はディアンタスへの職業斡あつ旋せんを決定致しました。正式にセンタリア保有となったバロック鉱山の炭鉱夫、新たな海商ルート拡大の際に必要となる水夫、海賊対策のための護衛……主にそれらの職を予定しています」

「ほぉ……職業斡旋の提案をクライド王が自ら提言することでディアンタスとの関係を修復し、ディアンタスの抱えている問題を改善するだけでなく、労働力を得たことによってさらなる自国の発展へと繫つなげる……その思慮深さには素直に感服しますわい」

　感かん嘆たんの声を上げるヴラディスに、フィリーネは柔らかな笑みを向けて見せる。

「職業斡旋が執とり行われ、ディアンタスとの国交を重ねていけば……徐々にではありますが、我が国センタリアにも活気が舞い戻ることでしょう」

「いやはや、両国の関係が上う手まくいくことを願っております。我が国ドラクレアにもできることがあれば力添えを──と、忙しい中で呼び付けた私が言うのはおかしな話だがね」

「そんなことはありません。由緒正しきドラクレアの『翔竜演武ドラグフエヒト』、それを初めて他国へと公開するにあたって我がセンタリアを選んでいただいたのですから。クライドもドラクレアに赴くことができず、大変心を痛めておりました」

「そう言っていただけるのなら幸いですとも。クライド王については残念だが、こうして見目麗しく成長されたフィリーネ姫、十国戦争にて奮戦したクルムロフ元騎士総長、そして……英雄アーロン・ハーレックの息子と会うことが叶かないましたしな」

　その言葉を聞き、アルフは一礼と共に立ち上がる。

「……えー、身に余る御お言こと葉ば、まことに恐きよう悦えつ至し極ごくでございます。ヴラディス公」

「ほっほっ。そう硬くならんで構わんよ。誇り高き盟友であるアーロンの息子ということは、私にとっても息子同然。慣れぬ言葉ではなく、普段通りに接してくれたまえ」

「ああ、そりゃなんともありがたい。どうにも堅苦しいのは苦手で──」

　ヴラディスの許しが出た途端に口調を崩したアルフに対して、フィリーネが笑顔を崩さぬまま後頭部を叩たたき、ガイストが握り拳こぶしでアルフの脛すねを勢いよく殴った。

「……失礼しました、ヴラディス公。彼は英雄の息子ではありますが、上流階級との交流や公おおやけの場に出たことがないものでして。後ほど私が直々にしっかり、みっちり、たっぷりと説教をして言い聞かせておきますので！」

「ほっほっほっ。別に構わんよ、フィリーネ姫。アーロンも相手が誰であろうと態度を変えない男であったし……だからこそ、多くの人間が彼に惹ひかれたのだから」

　亡き盟友の姿を重ねるように、ヴラディスはアルフの姿をまじまじと見つめる。

「体つきこそ父親とは遠いが、その眼を見るとアーロンの息子というのがよくわかる。こちらからその眼を覗のぞき込もうとも深しん奥おうを垣かい間ま見みることができず、しかしその眼は我々が知らぬ遥はるか先まで見み据すえている……時に恐ろしいとすら感じる眼だ」

　ヴラディスの言葉を聞き、アルフが微かすかに目を細める。そんなアルフの様子に気づいたのか定かではないが、ヴラディスは軽く頭を振ってから謝罪する。

「……いや、英雄に対して恐ろしいという言葉は相応ふさわしくない。すまないが忘れてくれ」

「いえ、むしろ親父おやじに相応しい評価じゃないですかね。親父は戦時中に『黒の悪魔』と恐れられ、その名を聞いただけで降こう伏ふくする陣営もいました。平和のためとはいえ、命を奪うことを良しとしていなかった親父としては、恐怖の象しよう徴ちようってのは本望だったでしょう」

「……たしかに、そうかもしれんな。アーロンという人間は誰よりも強かっただけでなく、誰よりも優しすぎたからこそ、英雄として死を遂とげたのだから」

　故人を悼いたむように目を伏せてから、ヴラディスは顔を上げた。

「さて……祭りが近づいているというのに湿っぽくなって申し訳ない。『翔竜演武ドラグフエヒト』が開かれるまでの間、諸君らは国賓としてもてなそう。此こ度たびの件はそこに控えているフィオナ・マルボルク竜りゆう騎き士し団長に一任しておるので、些さ事じであろうとも遠慮なく頼るといい」

　ヴラディスのすぐ傍かたわらに控えていた女性……フィオナはその言葉を聞き、後ろで一つにまとめている赤毛を揺らして一礼し、アルフたちの前へと歩み出る。

　まだ二十代に差し掛かって間もないといった年頃、しかしその表情は騎士らしく凛りんとしており、その佇たたずまいは女性でありながら、威風堂々とした風格も感じさせる。

「ドラクレア竜騎士団、団長を務つとめるフィオナ・マルボルクであります。『白金の剣姫』の名は我が国にも届いておりますゆえ、騎士としてお会いできて光栄です。フィリーネ王女殿下」

「あ、はは……ありがとうございます。『翔竜演武ドラグフエヒト』が終わるまでの短い間となりますが、よろしくお願いしますね。マルボルク団長」

　フィリーネは少しだけ恥らうように頰ほおを赤くしてから、フィオナの握手に応じる。

　そんな二人の様子をアルフがぼんやりと眺めていた時……ふと、隣に立つガイストがなぜか渋じゆう面めんを作っていることに気がついた。フィオナもそんなガイストに一度だけ視線を向けたが、特に気にした様子もなく再びフィリーネへと向き直る。

「さて、本来なら長旅でお疲れの皆様には休息を……と言いたいところですが、『翔竜演武』について少々説明がありますので、場所を移しても構いませんか？」

「はい、もちろんです。えっと……説明とは式の流れや警備などのことでしょうか？」

「そういった事も含めて諸もろ々もろ、といったところです。クルムロフ様、並びにハーレック様にもご同席していただきますので、軍議室へとご案内致します」

「わかりました。それではヴラディス公、我々は一度失礼いたしますね」

　フィオナが外へと続く扉へと向かうのを見て、フィリーネは再びヴラディスへと向き直って軽く頭を下げてから、フィオナの後を追うように続いて行く。

「────フィオナ」

　アルフたちも謁えつ見けんの間を後にしようとした時、ヴラディスはフィオナを呼び止めた。

「私は……お前を心より信頼しておる。だからこそ、全てはお前に任せるぞ」

「ええ、仰せのままに。マルボルクの名において必ずやその信頼に応こたえてみせます」

　ヴラディスの言葉にフィオナは凛りんとした声で応えてから……謁見の間を後にした。
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　ヴラディスとの謁見を終えて、アルフたちは竜りゆう騎き士し団の軍議室へと通された。誰もいないことを改めて確認し、フィオナは取手に使用中の札を掛けてから扉を閉じる。

「さて、何もないところですが、とりあえずお掛けになってください」

　フィオナに促されて三人が革張りの椅子に腰掛けたところで……ガイストはフィオナに苦々しい表情を向けながら口を開いた。

「……お前は、いつまでその口調のままでいる気だ」

「はて、私の口調がおかしいと仰おつしやりますか。クルムロフ様」

「……口調どころか、何もかもがおかしいから止やめろと言っているのだ」

　フィオナに鋭い眼光を向けるガイストを見て、フィリーネは慌てた様子で口を挟む。

「あ、あのっ！　ガイストさん、さすがに他国の騎士に対してそのような言動は──」

「いえ、フィリーネ様。他の竜騎士ならばともかく……フィオナには必要ありません」

　ガイストの言っている意味が理解できず、フィリーネは睨にらみ合う二人の様子を静かに眺めていたが……やがて、フィオナが我慢の限界と言わんばかりに噴き出した。

「まーったくさぁ！　久々だから昔とは違うってところを見せてやろうと思ったのに、何もかもおかしいってのはさすがに酷ひどいんじゃないの？」

　一瞬、アルフとフィリーネにはその声の主が誰かわからなかった。ついでに、先ほどまで凛りんとした表情を浮かべ、眉一つ動かさなかった人物の姿もなかった。

　両手を首の後ろに回し、歯を見せながら快活な笑みを浮かべているフィオナの姿。

「クライドの奴やつに妹がいるってのは前々から聞いてたけど、まさかこんなにかわいいお姫様だったなんてねぇ！　あーぁ、ほんとあたしも弟じゃなくて妹が欲しかったなー」

　フィリーネが呆あつ気けに取られているのをいいことに、フィオナはまじまじとフィリーネの姿を眺めたり、滑らかな白金の髪の感触を楽しむかのように頭を撫なで始める。

「え、っと……マルボルクさん？」

「うん？　なに？　あ、その前にリーネちゃんって呼んでいい？　あたしのこともフィオナって呼んでくれて構わないし、というかぶっちゃけマルボルクなんて家名嫌いだからむしろ名前で呼んでもらえると嬉うれしいかなー。まったく形式やら礼節ってのは無駄に堅っ苦しくて疲れるだけだから、この世から消えてくれないかしらねー」

　まくし立てるフィオナに頭を撫でられているという状況。フィリーネは理解が追いついていないのか、ぎこちない動作でアルフに顔を向けて助けを求めてくる。フィオナの正体についてある程度予想していたので、アルフは溜ため息いきをつきながらガイストに話を振る。

「とっつぁん、元仲間として止めなくていいのか？」

「……お前が止めろ、アルフレッド。いいかげん、バカに説教をするのは不毛なんでな」

「そこの説教バカ！　今あたしのことをバカって言ったわね!?　あたしよりアーロンの方が説教回数多いんだから、あたしはちょいバカくらいでしょッ!!」

「……どうだ、言動からバカさが滲にじみ出ているだろう」

　ガイストが腕を組みながら重々しい溜息をつく。その様子を見て、ようやくフィリーネは二人の関係を察した。

「フィオナさんって……もしかしてアーロン先生と共に戦った『紅こう天てんの竜りゆう槍そう』ですか!?」

　十国戦争の最中、炎竜に跨またがって戦場の空を欲しいままにし、一撃必殺とも言える魔術と卓越した槍そう術じゆつによって圧倒的な力を誇った竜りゆう騎き士し。

「あー、そういやそんな呼ばれ方もしてたわねー。この四年間は団長団長って無駄に敬礼されながら呼ばれてたから、すっかり忘れかけてたわ」

　そんな『紅天の竜槍』は、カラカラと笑い声をあげる。

「んで……そっちがアーロンの息子ね。なんか細くてアーロンと全然似てないわねぇ」

「フィオナさんは親父おやじから聞いてた通りの人って感じだな。『フィオナは無駄に元気でテンション高くて、俺より頭悪そう』って親父がよく言ってたよ」

「……こいつ間違いなくアーロンの息子ね。思ったことをそのまま口にするところに血筋ってやつを感じるわ」

「親父おやじと一緒にするんじゃねぇよ。俺はさらに屁へ理り屈くつをこねる浅知恵があるからよ」

「あははっ！　なにそれ最高に面倒くさそう！　ガイストが眉み間けんにシワ寄せてあんたに説教してる姿が簡単に想像できるわねー!!」

　快活な笑みと共にフィオナはアルフの肩をばしばしと叩たたく。たしかに無駄に元気だ。

　相も変わらずといったフィオナに対して、ガイストは口端を微かすかに吊つり上あげる。

「……まったく、お前は本当に変わっていないな」

「そりゃたった四年で変わるわけないでしょーよ。いくらお堅い立場になったって言っても、あたしがやってるのはいつも通り竜に乗って飛ぶだけ。昔と何にも変わらないもの」

　どこか昔を懐かしむ表情を浮かべてから、フィオナはふとガイストへと尋たずねる。

「そういや……ウィンはこっちに来たりしてないの？」

「……来れるわけがないだろう。あいつは秘ひ匿とくされる存在で、他国はおろかセンタリア内ですら無む闇やみに出歩かないようにクライドから言われている」

「ふぅん……なんともまぁ、『法の魔女』だから仕方ないことだし、昔と比べたらマシかもしれないけどさ。戦争が終わったんだから、もう少し自由にしてやればいいのに」

　そんな愚痴のような言葉をこぼしてから、フィオナはフィリーネへと向き直る。

「っとと、昔話はまた別の機会にするとして……まずは『翔竜演武ドラグフエヒト』のことでリーネちゃんにちょっと提案があるんだけど、いいかしら？」

「提案……ですか？」

「ええ。その前に『翔竜演武』の流れについて、軽く説明するわね」

　言いながら、フィオナは小型の黒板へと向かい、白はく墨ぼくによって説明を始める。

「『翔竜演武』はドラクレアの首都から少し離れた平原を出発地点として、そこから半径十キロの範囲を演武の主役……《駆かり手て》が自由に飛び回る。相手は飛び回る《駆り手》を追いかけて攻撃を行い、《駆り手》はそれを受け切って見せる。ここまではいいかしら？」

「はい。えっと、《駆り手》というのは竜りゆう騎き士しとして熟達した方なんですよね？」

「あー……そうねぇ。竜の騎乗技術と上空での戦況把握、槍そう術じゆつの技量……それらが一定水準以上で、その中で《駆り手》に相応ふさわしい実力者が選ばれるってことになってるわね」

「わぁ……！　そんな素晴らしい方の戦闘が見れるだなんて！　私も武芸を嗜たしなむ身ですし、竜騎士の槍術というものに興味があるのでとても楽しみですっ！」

　嬉うれしそうに瞳を輝かせているフィリーネを見て、フィオナは口元に笑みを浮かべた。

「ええ、本来ならリーネちゃんには来賓として眺めてもらうはずだったけど……提案っていうのはリーネちゃんにその主役、《駆り手》をやってもらえないかっていう話でね」

「へ？　《駆り手》って……つまり、私が竜に乗って空を飛び回るってことですか!?」

　フィオナの言葉を聞き、フィリーネは身を乗り出して声を上げる。しかし、それは竜に乗ることができるという興奮ではなく、どこか余裕のない逼ひつ迫ぱくした表情だった。

「む、むむむ無理ですッ！　不慣れな竜に乗って、しかもドラクレアの優秀な竜りゆう騎き士したちを相手にしながら攻撃を全て受け切るなんて!!」

「普通の人なら無理だろうけど、『白金の剣姫』って言われてるリーネちゃんなら腕前も申し分ないと思うし。うちの竜騎士たちなら本気で当てる時とわざと外す時の区別がちゃんと付けられるだろうから、たぶん問題ないでしょ」

「で、ですが……主役である《駆かり手て》として選ばれるのは、竜騎士として名誉あることでしょう？　それを他国の人間である私が行うなんて恐れ多いですっ!!」

「ああ、それなら心配ないわよ？　その《駆り手》ってあたしだから。別にあたしは竜騎士としての名誉とか興味ないし、ぶっちゃけドラクレアに戻ってからずっとやらされてもう飽きてきたし。だからこそ、この話をしてるわけだしね」

　フィリーネの断る口実を、フィオナはことごとく潰つぶしていく。段々とフィリーネも口実が浮かばなくなってきたのか、口ごもることが多くなってきた。

「受ければいいじゃないか。フィオナさんの言う通り、リーネなら問題なくこなせる。《蒼海の聖鎧ブラウミア》もあるから安全面はバッチリ。事故が起こってセンタリアの王族を傷つけたなんてことにもならないわけだしな」

「ア、アルフまでそんな……馬ならともかく竜に乗った経験はありませんし、竜を操あやつりながら戦闘を行うなんてできません!!」

　アルフの後押しも通じずフィリーネが断固拒否した時、フィオナは名案を思いついたと言わんばかりに手を叩たたいた。

「それじゃアルフに竜の操り手をやらせればいいんじゃない？　そうすればリーネちゃんは戦闘だけに集中できるし、一人でやるのが不安ってこともないでしょ？」

「悪かったな、リーネ。お前の言う通り《駆り手》なんて無理だから絶対に断れよ」

「あなた自分に飛び火した瞬間即座に保身へ走りましたね!?」

「だって明らかに面倒そうじゃないか。俺は『翔竜演武ドラグフエヒト』の最中は出店を楽しんで、名物のパラチンタを片手に竜が飛んでるところを眺める予定なんだよ」

「外交としての職務があるのに、ずいぶんと優雅な予定を立てていたんですね……！　そんなに暇ひまなら、アルフにも『翔竜演武』に出てもらって大丈夫そうですねっ!!」

「いやいやちょっと待て。そんな八つ当たり気味に俺まで巻き込むんじゃねぇよ」

　わいわいと言い合いを始めて騒ぐ二人を眺めながら、フィオナは「若いわねー」と笑みを浮かべながら頷うなずき、ガイストは机に突っ伏して頭を抱え始める。

「そもそも、俺だって竜に乗った経験なんてないんだから無理に決まってんだろ？」

「いや、そうでもないわよ？　空中だから多少の慣れは必要だけど、基本は馬を繰るのと変わらないしね。ただ……リーネちゃん一人で騎乗と戦闘ってなると負担が大きいのよ」

「だったらなんでそんな無む茶ちやな提案してきたんだよ……」

「そりゃもちろん、そっちの方が面白いし盛り上がるに決まってるからよ!!」

　どうだと言わんばかりに、フィオナは親指を立てて見せる。なるほど、たしかに父親のと同じくらいバカな人らしい。

「まぁ、無理言ってることくらいあたしもわかってるけどさ。今回の目的ってセンタリアとドラクレアの友好を示すって意味があるじゃない？　だからこそ、センタリアのお姫様であるリーネちゃんにその役をやってもらいたいのよ」

　微笑を浮かべながら、フィオナはフィリーネを真まっ直すぐに見つめる。

「戦争が終わって四年経たっても、鬱うつ屈くつした空気ってのは簡単には拭ぬぐえない。だけど、リーネちゃんが出てくれたら例年以上に『翔竜演武ドラグフエヒト』が盛り上がって、そんな空気すら吹っ飛ばしてくれるんじゃないかと思ってね」

　そして、一度アルフにも視線を向けてから、フィオナは頭を下げる。

「ドラクレア竜りゆう騎き士し団長、フィオナ・マルボルクとして願い申し立てます。どうか、両国のためにお力を貸していただけないでしょうか」

　先ほどまでの軽い調子ではなく、『翔竜演武』を任された者としてフィオナは懇こん願がんする。

　そんなフィオナの様子を見ていたフィリーネは、笑みと共にゆっくりと答えを告げる。

「……わかりました。センタリア王女、フィリーネ・ヴィルシュタインは此こ度たびの件を受け、『翔竜演武』の主役を務つとめさせてもらいます」

　ただし、と妙に迫力のある笑顔をアルフに向けてくる。

「アルフ、あなたにも当然参加してもらいますからね？」

「ああ？　そんなもん俺じゃなくてもいいだろ。むしろもっと適任がいる──」

「い・い・で・す・ね？」

　有無を言わさぬ様子で、フィリーネは机の下でアルフの足をつねりながら迫ってくる。暗に「断ったらどうなるかわかってますね？」と言われているような気がした。

「……ったく、働く気なんてなかったのによ」

「そんなアルフを働かせるのも更生の一環ですっ」

　やるせなく溜ため息いきをつくアルフと勝ち誇った笑みを浮かべるフィリーネを見て、フィオナは口元に微笑を浮かべながら再び頭を下げた。

「ありがとね、二人共。『翔竜演武』が始まるまであと十日、訓練に必要な竜や道具は全部こっちで用意するし、何か必要な物とかあったら遠慮なく言っていいから」

「あー……そんじゃ道具の用意に関しては任せる。竜のことや騎乗の立ち回りについては詳しい奴やつがいるから、そいつに頼ってみるよ」

「へぇ、センタリアにも竜騎士に詳しい奴とかいるのねぇ。まぁ、正直に言うとこっちも人手が足りない状況だからありがたいけど、その人もダメだったら頼ってちょうだいね」

　アルフに向けて軽くウインクしてから、フィオナは部屋の隅に配置されている鉄管の蓋を開き「来賓を部屋へとご案内しなさい」と言葉を発した。

「なぁ、その鉄管って伝声管か？」

「そうよ。ドラクレア城内は部署ごとに階層分けされているから、部署間の連絡を円滑にするために一か月前から導入したのよ」

「……なるほどな。そいつは便利そうだし、センタリアでも参考にさせてもらうよ」

　アルフが口元に笑みを浮かべたことに気づかないまま、フィオナは伝声管の蓋を閉じる。

「さってと……あたしとガイストは警備とかそこらへんの話をするから、二人は先に部屋で休んでちょうだい。長旅で疲れてるだろうしね」

「そいつはどーも。今日は柔らかいベッドで寝れるってだけでも嬉うれしい限りだ」

「んっふふー、それはどうかしらねぇ？　もしかしたら寝られないか、案外寝かせてもらえないかもしれないわよ？」

　含みのある笑みを浮かべながらそんなことを言うフィオナにアルフが怪け訝げんそうな表情を浮かべた時……軍議室のドアがノックされ、ドラクレアの竜りゆう騎き士しが一礼と共に入室する。

「それじゃお二人さん、お幸せにねー」

　ひらひらと手を振るフィオナに見送られながら、アルフとフィリーネは頭に疑問符を浮かべながら、案内の竜騎士に連れられて軍議室を出て行った。

　軍議室にはガイストとフィオナだけが残り、しばらくの間静せい寂じやくが生まれる。そして、ガイストの重苦しい溜ため息いきによってそれは破られた。

「……お前は本当に無む茶ちやなことを思いついてくれたな」

「突発的に話すのは卑ひ怯きようかもって私も思ったけど、なにせ思いついたのも急だったしね」

「……構わん。フィリーネ様が決めたのであれば、何も起こらぬよう万全を期すだけだ」

　そう答えたガイストに対して……フィオナは珍しく、困ったように苦笑を浮かべた。

「それにしても……盗賊団によって村を占領された時、『あんたら全員ブッ殺してやるッ!!』と叫んでいた小娘が、まさか竜騎士団の団長になるとはな」

「あー、あんたらと初めて会った時ねー。あたしが殺されそうになった時にアーロンが助けてくれたから良かったけど、あれは正直死んだと思ったわ」

「……お前が後先考えずに行動するのが悪い。『その話、俺も乗ったぜ!!』と言いながら一帯の盗賊団を壊滅させたバカも大概だがな」

「ま、そんなバカが面白すぎてあたしは付いて行ったんだけどね。まさか『六連星ゼクスシユテル』相手と戦うことになるとは思ってなかったけど」

「意い気き揚よう々ようと『六連星』の軍勢に立ち向かって『やーい、落とせるものなら落としてみなさいよバーカッ!!』と頭の悪いことを叫んでいた奴やつが何を言う。しかも、周囲の村に被害を出さないように戦うという離れ業までやりおって」

「説教バカに説教されるのが嫌だから、自然とそういう動きになっただけよ。あたしは細かいことなんて一々考えてないし、そういうのはクライドたちの領分だしね」

　フィオナの以前と変わらない笑みを見て、ガイストも思わず口元に笑みを浮かべる。

「さーて、そんなフィオナさんにも立場があるわけだし、さっさと話を進めましょうか」

「ああ。だがその前に……先ほど二人に『お幸せに』と言ったのはどういう意味だ？」

「へ？　だってあの二人って結婚するんでしょ？　あたし個人宛にクライドからそういう内容の手紙がきたし。二人のために色々頼むって書いてあったわよ？」

　不思議そうに聞き返したフィオナに対し、ガイストは眉み間けんに深いシワを寄せる。

「……待て、結婚とやらの話については誤解だったとクライドから聞いているぞ？」

「…………え、それってマジ？」

　一瞬慌てた表情を見せたフィオナだったが、すぐさま普段通りに戻る。

「ま、あの二人が仲良いってのはさっき見ててわかったし、たぶん大丈夫でしょ」

「……お前、何をしたんだ？」

「んー、あー……まぁ部屋割りとかお祝いについてちょこちょこっとね？　さーて、とりあえずあたしたちは警備についての話をしましょうかー」

「……そうだな。その前に部屋割云うん々ぬんについて洗いざらい吐いてもらってからだ……!!」

　立ち上る怒ど気きと共に、ガイストは旧友に対して四年振りの説教を行うことにした。
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「こちらがマルボルク団長から指定されたお部屋となっております」

　案内役の竜りゆう騎き士しが客室の扉を開けて二人を中へと通す。

　良質な革が使われたソファ、職人の粋が各所に見られる椅子と机、絢けん爛らん豪華な装飾品と竜の描かれた絵画……そして、窓からはドラクレアの首都が一望できる絶景。他国の王族に対する配慮として最上級の部屋が用意されており、世話役のメイドにも配慮してか、簡素ながらもキッチンが用意されている。

　そんな部屋の中に、荷物を運びこんでいるアンリの姿があった。

「……にーさんたち、やっと来たね」

　しかし、アンリはアルフたちの姿を見た途端、物言いたげな視線を向けてきた。

「どうしたアンリ、やけに機嫌悪そうだな？」

「どうしたもこうしたもないよ！」

　軽く涙目になりながらも、アンリはビシィと天蓋付きのベッドを勢いよく指差す。しかし、アルフとフィリーネは意味がわからず首を傾かしげた。

「……ベッドがどうかしたのか？」

「だから、どうしたもこうしたもないよ！　さっき、そこの人に言われたんだもんっ!!」

　怒りが収まらない様子のまま、アンリは案内をしてきた竜りゆう騎き士しを指差す。しかし、その竜騎士もまさか自分に矛ほこ先さきが来るとは思っていなかったのか、慌てて首を横に振った。

「わ、私は先ほどメイドの方にフィリーネ様とアルフレッド様の荷物を置きたいから部屋に案内してくれ、と言われて案内したのですが……」

「それで案内されたのがこの部屋だったのっ!!」

　そうアンリは言うが、客室に変わった様子は見られない。そもそもアンリの怒りは客室や案内役の竜騎士ではなく、アルフとフィリーネに向けられている気がする。

　とりあえずアンリに怒っている理由について問おうとした時……アルフの目に、アンリが運んできたと思おぼしき荷物たちが目に入った。

　アルフとフィリーネが旅行のために用意した荷物。その二つがこの部屋に置かれている。

　嫌な予感がして、アルフは改めて竜騎士に確認を取ることにした。

「……なぁ、この客室って誰にあてがわれた部屋だ？」

「は、はい……フィリーネ様とアルフレッド様に、と。マルボルク団長からお二方をこの部屋へ案内するように厳命されておりますので、間違いはございません」

「私とアルフって……え？」

　竜騎士の言葉の意味を理解したのか、フィリーネの顔が瞬またたく間に赤くなっていく。

　この客室は一人用ではなく、アルフとフィリーネの二人に与えられた部屋。

　そして、部屋にあるのは……天蓋とレースカーテンの付いた二人用のベッドが一つ。

　頭を抱えるのも面倒に思い、アルフは無表情のまましばらく固まっていた。

「此こ度たびの祝い事について、我々も心から祝福しております。そのためささやかではありますが、お二方のために晩ばん餐さん会かいを行う予定となっております。我が国で名高い楽団による演奏、腕うで利ききの中から選抜した一流シェフによる食事をお楽しみいただければと──」

「……ああ、うん、ありがとう。もう行って構わないから」

「……えっと、申し訳ありません。我々に何か不手際が？」

「大丈夫だ、あんたは何も悪くない。悪いのはあんたのところの団長さんだ。とりあえず俺たちはこれから話し合いをしなくちゃいけないから、もう行ってくれ……」

「は、はぁ……それでは、私は失礼させていただきます。何か不都合などがありましたら、警備の者か我が国のメイドにお声掛けください」

　困惑した表情を作りながら竜騎士は恭うやうやしく頭を下げ、客室を後にした。

「こ、こここれ、も、もしかして……わた、私とアルフが同室で、一緒のベッドで寝──」

「落ち着けリーネ、早まるな。その結論を口にしたら現実になりそうで怖い」

「落ち着いてらんないよ！　にーさんとリーネさんが同室ってだけならまだしも、一緒のベッドで寝るってなにッ!?　二人して私の知らないところで大人の階段登ってたのッ!?」

　フィリーネは赤面したまま口をあわあわと何度も開閉し、アルフは現実逃避するかのように呆ぼう然ぜんと天井を見上げ、アンリは腰に手を当ててむくれている。なんだろうこの状況。

「なぁリーネ、これってたぶんあの話のせいだよな……？」

「ぅ……そういえばクライド兄様はすっごい乗り気でしたし、ドラクレア側にそう伝えていてもおかしくないですね……」

　理由に思い当たって二人して溜ため息いきをついたが、アンリは怪け訝げんそうな表情を浮かべている。

「……どういうこと？　こうなった理由があるの？」

「ああ、そういやアンリにはまだ話してなかったか……」

　アルフは改めてアンリにここまでの経緯について説明する。話を聞いている最中、アンリは終始何とも言えないような渋じゆう面めんを作っていた。

「むぅー……リーネさんと、にーさんが結婚……」

「まぁ、そこについては流れたものだから置いておくとしよう。……今どうにかしなきゃいけないのは部屋をどうするかだ」

「えっと、ちゃんと説明して新しい部屋を用意してもらえばいいのでは？」

「……話がドラクレアに伝わっているとしたら、この部屋は向こうの厚こう意いで用意されたものだ。部屋を替えてくれって言ったらその厚意を無む碍げにしたって取られるかもしれないし、誤解だったと伝えたら向こうが気に病む可能性もあるし……」

　頭をかきながらアルフは必死に考えを巡らせる。まさかこんな事で外交云うん々ぬんに気を使うとは思ってもいなかった。

　が、途中で馬鹿らしくなって考えるのをやめた。

「……まぁ、このままでいいか。俺はベッドで寝られるなら何でもいいし」

「ほ、本気で言ってるんですか!?　アルフはそれでいいんですかっ!?」

「なんだ、リーネは俺と寝るのが嫌なのか？」

「い、いい嫌じゃないですけどっ！　むしろ……その、嬉うれしいですけど」

　頰ほおを赤らめて指先を突きながらフィリーネは承しよう諾だくする。しかし、いまだ事情を把握していないアンリは依然として不服そうな表情をしていた。

「ちょぉっと待って！　この状況の理由があるっていうのはわかったけど……それでも、私は二人が一緒に寝るってのはダメっ!!」

「ああ、だから三人で寝ようって話だ」

「「…………へ？」」

　声を重ねた二人を他よ所そに、アルフは一つ欠伸あくびをしてから告げる。

「俺とリーネ、その間にアンリが寝れば万事解決。幸いベッドは大きいし、三人で寝ても余裕がある。ほれ、アンリも自分の荷物を取ってこい」

　そんなアルフの言葉によってフィリーネは「ええ、わかってましたよ……」と呟つぶやきながら膝ひざをつき、アンリは嬉き々きとした表情で足早に自分の荷物を取りに走って行く。

「新婚旅行って……なんだったんでしょうね」

「それじゃ、まずは新婚旅行の定義について話すか？」

「違いますそうじゃありませんもういいです……」

　その後、夕食の席までフィリーネが落胆していたのは言うまでもない。
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　夕食を終えた後、フィリーネたちはドラクレアの大浴場を訪れていた。

　大理石によって造られた浴場はセンタリア城内にもあるので珍しくはないが、細かい所にドラクレア独特の様式が見られる。石柱などの模様、竜の彫像、そして飛翔する竜と竜りゆう騎き士しを描いた壁画は思わず感かん嘆たんの息を漏らしそうになるほどだ。

「…………はぁ」

　しかし、フィリーネがこぼしたのは溜ため息いきであった。

「どうしたの、リーネさん？　もしかして痛かった？」

「いえ、大丈夫です……。気分的な問題なので、気にしないでください……」

　背中を流してくれているアンリにそう答えてから、フィリーネは再び溜息をつく。

　そもそも結婚はフィリーネの早とちりで、新婚旅行でなくなるのは目に見えていた。

　しかし、たとえドラクレアとの親交が主目的だったとしても、アルフと一緒に外の国へ行けるのが楽しみで、フィリーネは嬉うれしさのあまり出発前夜に寝付けないほどだった。

　だが、その旅行は思っていたものとはかけ離れていた。馬車での移動でアルフは愚痴ばかりで、フィリーネもそれを見み咎とがめる事が多かった。

　ならばドラクレアに着いてから楽しもうと思った矢先、『翔竜演武ドラグフエヒト』の《駆かり手て》となることが決まり、のんびりとドラクレアを見て回る余裕も無くなってしまった。

「アンリちゃん……人生って、ままならないものですね……」

「えっと、リーネさんもしかしてスイッチ入ってる？　人生とは何かっていう哲学的な話をしたいなら、私がにーさんを呼んで来るけど」

「なんだー俺がどうかしたかー？」

　反響するアンリの言葉が聞こえたのか、壁の向こうからアルフの声が聞こえてくる。

「なんでもありませんからっ！　だから絶対来ないでくださいよ!?」

「壁よじ登ってまで行かないっての。ったく、呼ばれたから反応したってのに……」

　不ふ貞て腐くされるような声と共に、アルフが湯に身体を沈める音が聞こえてくる。いくらアルフでも壁を超えるとは思わないが、温泉での一件を考えると油断はできない。

「やっほー、リーネちゃん。ドラクレアのお風呂はどう？」

　そんな声を聞いてフィリーネが振り返ると、ぺたぺたと足音を響ひびかせながらフィオナがこちらに歩いてくるのが見えた。

「はい、とても気持ちいいですが……えっと、フィオナさんはお疲れみたいですね？」

「ああ、うん……さっきまでガイストに説教されてたからね……。まったく、あいつの説教好きには困ったものよ」

　やれやれと言わんばかりにフィオナは肩を竦すくめて見せるが、反省の色は見られない。なぜ説教をされたのかはさておき、その様子だけでガイストの苦労が窺うかがえるというものだ。

「っと、もしかしてリーネちゃんの後ろにいるのがアンリちゃん？」

「はい、私がアルフレッドの妹、アンリエットで──」

「別に畏かしこまらなくていいわよー。あたしはフィオナ、アーロンやガイストと一緒にいたバカ軍団の一人だからよろしくねー」

　アンリの緊張を解すように笑い掛けてから、フィオナはフィリーネの時と同様にアンリの頭を撫なで回す。どうやら頭を撫でるのはフィオナなりの挨拶らしい。

「いやー……それにしても、リーネちゃんの胸って改めて見ると本当に大きいわね」

「フィオナさん、挨拶の次にはその話題ってどうなんですか……」

「や、だって女同士で風呂入ったらまずその話じゃない？　それとちょっと触っていい？」

「今さらっとおかしなことを言いましたよね!?　わざわざ私の胸を触らなくても、フィオナさんは自分の胸があるじゃないですかっ！」

　フィオナの身体は同性のフィリーネでも見み惚ほれるものだ。手足や腰回りは適度な筋肉によって細く締まっており、しかし胸元はタオルの上からでも大きさがよくわかる。

「いやー、さすがにリーネちゃんには負けるわよ。それにほら、自分の胸を触ったところでなんとも思わないけど、若い子の胸を揉もむのは反応諸もろ々もろ含めて楽しいじゃない？」

「いや、同意を求められても──ってなんで少しずつ寄ってきてるんですか!?」

　にじり寄ってきたフィオナに気づき、フィリーネは慌てて自分の胸を隠した。もしも気づくのが遅れたら揉まれていたかもしれない。

「チッ、惜しかったわね……。ねぇちょっとアルフー！　あんたもこっち来てリーネちゃんに胸を触らせてくれるように頼んでよーッ!!」

「ちょっと自由すぎませんかフィオナさんッ!?　アルフ、絶対こっちに来ちゃダメですからね！　言っておきますけどフリとかじゃないですからね!?」

「あー、いくらフィオナさんの頼みでも、女湯に行くってのはなぁ……」

　アルフのためらう言葉を聞いて、フィオナはさらに壁の向こうへと叫ぶ。

「別にあたしらしかいないんだから大丈夫でしょー！　全員タオル巻いてるし！」

「あー、まぁタオル巻いてるなら別に行っても大丈夫か」

「だからなんでアルフはタオルに対して絶対的な信頼感を持ってるんですか!?」

「冗談だって。俺も殴られたくないし、リーネから来いって言わない限り行かないぞー」

　アルフの返答が壁の向こうから聞こえて、フィリーネはほっと胸を撫なで下ろす。さすがのアルフにも分別というものがあったらしい。

「それじゃアンリちゃんに聞くけど、リーネちゃんの胸の感触ってどんな感じ？」

「そりゃもう、ふかふかって感じですよっ」

「ああもうこの兄妹きようだいはッ！　フィオナさんも標的を変えないでくださいっ!!」

　フィオナの質問に対してどこまでも素直に答えるアンリを止めるため、そちらに身体を向けた時……フィリーネに一瞬の隙すきが生まれた。

「ふふーん、まさしく隙ありってね!!」

　その言葉に反応した時には既に遅く、背後から伸ばされたフィオナの両腕がフィリーネの胸を鷲わし摑づかみにしていた。

「や……ちょっとフィオナさん、くすぐったいのでやめてください……っ」

「まぁまぁ、ちょっと触るだけだってー。いやぁ……これ本当にふかふかって感じね」

　感心するような声と共に、フィオナはフィリーネの胸を揉もみ回す。しかもフィオナの位置取りが巧妙なせいか、身体に上う手まく力が入らない状況では逃れることもできない。

「お、お願いしますアンリちゃん、フィオナさんを説得してくださいっ！」

「んー……ごめんね、リーネさん。私は揉めるほど胸がないから、それがどれほど苦しいことなのかわからないの」

「アンリちゃんどこを見ながら言ってるんですか!?　アンリちゃんは成長期なんですから、今は胸の大きさなんて気にしないで今後の成長に期待してくださいっ!!」

　そう叫びながらアンリの助力を願うが、当人はどこか遠い目をしながらやり取りを眺めているだけで動こうとしない。もはや頼みの綱は一人しかいない。

「ぅぁ……もう、アルフっ！　あなたも黙ってないで助けてくださいっ!!」

　フィオナの魔の手から逃れるため、壁の向こうにいるアルフに向かって叫ぶ。きっとアルフなら上手い事を言ってフィオナを丸め込んでくれるはずだ。

「いや助けろって……俺がそっちに行けってか？」

「誰も物理的に助けろなんて言ってませんからっ！　いつもみたいに適当なことを言ってフィオナさんを説得してくださいっ!!」

「それをフィオナさんの前で言ったらダメだと思うんだがなぁ……」

　ノンキな返事の後に、唸うなるような声が男湯の方から聞こえてくる。

「おーい、フィオナさん。やめたらリーネの恥ずかしい過去話してやるぞー」

「なにそれッ!?　聞きたい聞きたいっ!!」

　アルフの言葉を聞いた瞬間、フィオナはまるで子供のように目を輝かせながらフィリーネから手を離した。いや、もはやそこはどうでもいい。

「まずは何から話すかー。リーネが夜中トイレに行けなくておねしょした話にするか？」

「ちょ、まっ……だからあなたはなんでそういった方向に走るですかッ!?」

「もちろん、リーネをいじるのが最高に楽しいからだ」

「アーロンの息子だけあっていい性格してるわねー。あたしそういう奴やつ大好きよ！」

「なんでフィオナさんも妙なところで同調してるんですか!?」

　男湯に向かって親指を立てるフィオナの雰囲気を感じ取ったのか、アルフも短く「おう」と返事をした。おそらく向こう側で誇らしげに指を立てていることだろう。

「わ、私は信じてますからね？　アルフはいたずらに人の恥ずかしい過去を──」

「夜中に揺れていたカーテンをお化けと勘違いして、『トイレにおばけがいて、トイレに行けないんです……』って半泣きで寝てる俺を起こそうとしたけど、結局俺が起きなくて俺のベッドに入り込んだ挙あげ句く、そのままおねしょしたってことがあってな」

「──アルフなら当然言いますよね。私なんて他国でもそんな扱いですよね……はは」

　もはや諦あきらめの境地に入り、せめて羞しゆう恥ち心を紛まぎらわすために湯の中へと沈んでいく。

「新婚旅行って……なんだったんでしょう……」

　完全にスイッチの入ったフィリーネの呟つぶやきは、浴場内に反響して消えていった。





　◇






　フィリーネが立ち直ってから、一同は部屋に戻って寝る仕度を整えていた。

「いやー盛り上がった盛り上がった。結局風呂上がった後も話し込んじまったよ」

「それはよかったですねー。フィオナさんはアーロン先生やクライド兄様のお知り合いだからいいですけど……誰彼構わず話したら、次はないですからね？」

　フィリーネが威圧するような笑みを向けるが、アルフは素知らぬ顔で口笛を吹く。

「まぁ、細かい事は気にすんなって。それよりこのベッドだ」

　二人用の大きなベッドに寝転がりながら、アルフは珍しく恍こう惚こつとした表情を浮かべる。

「滑らかな肌触りのシーツに、重さのない羽毛布団、乗っただけで全身を包んでくれるように沈む柔らかなベッド……ああ、ドラクレアって最高だ」

「あなたはドラクレアに何をしにきたんですか……」

　フィリーネはアンリに髪を梳すいてもらいながら、アルフの様子を見て溜ため息いきをつく。アルフが入浴を済ませている間に着替えたのか、フィリーネも既に寝間着姿となっている。

「はい、リーネさん終わったよ！」

「いつもありがとうございます、アンリちゃん」

「いえいえ。リーネさんの髪はさらさらして気持ち好いいから、梳とかしてると楽しいしねっ」

　アンリはメイドとして城内に居住を移してから、頻繁にフィリーネと一緒に寝ていると話に聞いている。一人では眠れないアンリに配慮してフィリーネが言い出したらしい。半ば身内に近いフィリーネならばアンリも安心できることだろう。

　心の内でフィリーネに感謝していた時、用意を済ませたらしいフィリーネが少しだけ顔を赤らめながらベッドに近づいてくる。

「えっと……それじゃ、お邪魔しますね」

　寝間着ということもあってか、普段のドレスと比べて生地が薄く、身体のラインがいつも以上に明確に表れている。それだけでなく、レース部分や生地の薄い箇所は肌色がうっすらと透けて見えているため、幼おさな馴な染じみでなければ何とも言えぬ色気を感じていただろう。

「ほれ、寝るんだから堅くなってないでくつろげよ」

「で、ででできるわけないじゃないですかっ！　アンリちゃんが間にいるとはいえ……アルフも同じベッドで一緒に寝るわけですし」

「子供の頃は一緒に腹出して昼寝してた仲なんだし、今さら気にしても仕方ないだろ？」

「お腹なかを出して寝たことなんてありませんからっ！　まったく、アルフはすぐにそうやって適当な噓うそをつくんですから……」

　ぶつぶつとアルフに対して恨うらみ言を吐きながらも、フィリーネは普段の調子を取り戻してベッドの中へと入り込む。機嫌は損ねたが、寝不足になられるよりマシだろう。

「そして間には私がドーン！」

「おー、ドンと来い。一緒に寝るのが久々だからって興奮するなよー」

「にーさんの匂いだけで興奮するからそれは無理な話だねっ！」

「それじゃ、せめて発情だけはしないでくれよー。さすがにそうなってくると、兄さんもどう対処すればいいかわからなくなるからなー」

「だいじょーぶ！　発情なんて二人きりの時にしかしないから！」

「あなたたち兄妹きようだいはなんて会話をしてるんですか……」

　二人の様子に呆あきれてはいたが、久々に兄妹が一緒に寝るという状況を気き遣づかってか、それ以上フィリーネは何も言わなかった。

「ま、それはさておき、さっさと寝るぞ。ドラクレアに向かう前は調べ物で徹夜続き、そこからすぐに馬車移動をしたせいでまともにベッドで寝るのも久々なんだ」

「調べ物で徹夜続きって……そういえば馬車で移動している時や、休憩中にも本を読んでいましたよね？　まったく……そうやって無理をしていると身体を壊しますよ？」

　窘たしなめるような口調のフィリーネに、アルフは普段通りの調子で答える。

「俺は勤勉な怠け者なんだ。そうやって前もって準備をして、後は楽してグータラ構えてのんびりする。明日の準備についても終わってるしな」

「にーさんたち、明日に何かあるの？」

「おう。ちょっと竜に乗ることになったから、明日は朝から夕方くらいまでずっと訓練場にいると思う。アンリにも手伝ってもらうから、仕事が片付いたら来てくれ」

「はぁーい。それじゃ、明日のためにぐっすりと寝るねー……」

　そう言った矢先、アンリは身体を丸めてそのまま穏やかな寝息を立て始める。普段から寝付きの良いアンリだが、久々にアルフと一緒に寝れるという安心感があるのだろう。

　ぽんぽんとアンリの頭を軽く叩たたいてから、アルフはあることを思い出した。

「悪い、リーネ。まだやり残してたことがあったから、明かりは付けといてくれ」

「それは構いませんけど……やり残したことって？」

「メモの整理をするだけだ。結局、ほとんど無駄になっちまったけど」

　そんな言葉と共にアルフは上着から紙束を取り出し、気になったフィリーネも横から覗のぞき込むようにその中身を見る。

　メモに書かれていたのは全てドラクレアに関する事柄であった。

　名産品や名物料理、そして首都近郊にある景色の好よい山、森、湖……それらが事細かに記載されており、どういった順で巡るかのルートもいくつか書かれている。

「あの、もしかしてアルフが調べてたことって……」

「どうせドラクレアについて調べる必要があったから、そのついで程度だ。誰かさんが出発日の近づく度に笑ってるのを見たら、こっちも何かやろうって思ったんだよ」

　頰ほおをかきながらぶっきらぼうに言葉を返すアルフを見て、フィリーネはメモを眺めながら嬉うれしそうに笑みを浮かべていたが……すぐにその表情が暗くなる。

「でも……アルフは色々と調べてくれていたのに、私が《駆かり手て》をやると決めてしまったせいで、その努力を無駄にしてしまって──」

「それは別に構わない。それより、なんでリーネはずっと暗い顔してるんだ？」

「……私、そんな顔してましたか？」

「というか、フィオナさんから話を聞いた後、ずっとそんな顔してただろ。お前は体調が悪くても我慢して言わないだろうから、無理な時はなるべく早めに言えよ？」

「いえ、その気き遣づかいはありがたいですけど……なんと言いますか、明日のことを考えるとちょっと緊張しているというのがありまして」

「ま、リーネは昔から緊張する方だしな。もうちょっと気軽にいけよ」

「アルフはもう少し気を張るべきですけどね……。ですが、それがアルフらしさとも言えますし、私が羨うらやましく感じる事でもありますけど」

　そんな言葉と共にフィリーネが力無く笑ったのを見て、アルフは怪け訝げんそうな表情を作りながらもフィリーネに向けて手を伸ばす。

「そんなに緊張してるなら適当に手でも握ってろ。親父おやじが家を空けてる時、よくこうやって手を握ってアンリのことを寝かしつけてたんだ」

「……あの、私は子供じゃないですよ？」

「緊張で眠れないんだから子供だろうが。いいから騙だまされたと思ってやってみろって」

　不服そうな表情を浮かべながらも、フィリーネはアルフの手を握る。その力は緊張のせいで少しだけ力が込められていたが、安あん堵どによって徐々に力が抜けていく。

「アルフ……明日のこと、ちゃんと頑張りますからね」

「あいよ。頑張りすぎないように、気軽に気楽に頑張っておけ」

「なんだか、色々と矛盾していますね」

　くすくすと、静かな部屋の中にフィリーネの小さな笑い声が響ひびく。

「私……アルフの努力が無駄にならないように、頑張りますね。一緒に色々なところを見て回れるように、ちゃんと──」

　眠気によって呂ろ律れつの回らない口で、フィリーネは何かを口にしようとしたが……しばらくして、穏やかな寝息が聞こえてくる。

　フィリーネが寝入ったのを確認してから、アルフは手を離して明かりを消そうと──

「…………お？」

　が、フィリーネの手から力が抜ける気配が一切ない。それどころか、徐々に引っ張られているような気がする。

「ん……ぅ……わたし、がんばります」

　頑張るのは今じゃなくて明日だろうなどと言えるはずもなく、アルフはフィリーネの力に耐え切れず、そのままベッドの中へと倒れ込む。

　倒れ込む寸前に身体を捻ひねり、寝ているアンリに覆い被かぶさることは回避できたが……その結果、フィリーネとアンリに挟まれるような位置になってしまった。

「んー……アルフ……」

　寝言でアルフの名を呼びながら、フィリーネはそのままアルフの頭を抱きかかえた。

　柔肌から伝わってくるフィリーネの体温だけではなく、花のような好いい香りと何とも言えぬ柔らかな感触に包まれ、微かすかな心音の音が聞こえてくる。これはさすがにまずい。

「いっぱい、いっぱい……がんばります」

　お前はベッドの上でこの状態から何を頑張るつもりだという抗議の言葉を寸前で飲み込み、アルフはなんとか顔の位置をずらして深呼吸をする。

　左右から聞こえてくる穏やかな寝息と、二人の幸せそうな寝顔。

「……色々と、予定通りにはいかないもんだなぁ」

　そんなアルフの感慨深い呟つぶやきと共に、新婚旅行の初夜は静かに過ぎていった。






二章　諦あきらめない姫と諦めてしまった者の末路









　翌日、フィリーネたちはドラクレア王城に隣接している騎き竜りゆう訓練場を訪れていた。

　訓練場が高台に位置していることもあり、活気に満ちた音が風に乗って聞こえてくる。

　お祭りらしく町中に出店が並び、設営のために金かな槌づちを叩たたく音や、人々の掛け合う声にも嬉き々きとした雰囲気が感じ取れる。

「…………はぁ」

　しかし、フィリーネは浮かない表情を浮かべていた。そんな自分の態度を改めるように軽く頰ほおをぺしぺしと叩いてみる。

「どうした、リーネ。まだ眠いのか？」

「そういうアルフの方が眠そうなんですが……目の下にすごいクマができてますよ？」

「……気にするな。さすがの俺もあの状況じゃ寝れなかったってだけだ……」

　眠そうに欠伸あくびをするアルフを見て、フィリーネは不思議そうに首を傾かしげる。そういえば珍しくアルフは自分より早く起きていたが、上う手まく寝付けなかったのだろうか。

「大丈夫ですから……今は、目の前のことに集中です」

　小さく呟つぶやいて自身を鼓こ舞ぶしてみるが、表情が強こわ張ばっているのがわかってしまう。

　気を紛まぎらわせるように、フィリーネは視線の先にある建物を見つめる。

　ドラクレアが保有する戦闘訓練の施ほどこされた竜たちは、厩きゆう舎しやを数倍大きくした竜りゆう舎しやと呼ばれる建物に繫つなぎ止められている。そんな竜たちも町の活気に当てられているのか、低い唸うなり声ごえや思わず身を竦すくませるような咆ほう哮こうがこちらにまで聞こえてくる。

「そんな不安そうにしなくても大丈夫だって。野生の竜は魔獣として討伐対象にも指定されてるけど、竜は人間と同等の知性があるし、基本的には人に対して友好的だからよ」

「はい……それはたぶん、大丈夫だと思うんですけど……」

　表情を強張らせるフィリーネを見て、アルフがそんな言葉を掛けてくる。しかし、一番の問題は竜ではなく、他のところにある。

　せめて俯うつむかないようにとフィリーネが顔を上げた時、視界の先で巨大な影を捉えた。

　赤黒い鱗うろこに覆われている巨きよ軀く。その大きさは遠目に見ても人間の数倍以上、大地を踏みしめる四肢は丸太のような太さを持ち、その先に生える鋭い爪は鈍にぶい光を放っている。

　頭部から左右に延びる歪いびつに捻ねじ曲がった二対の角、細身の顔立ちと刃のように鋭い牙、黄玉に似た大きな瞳。そして竜を象しよう徴ちようする両翼は今でこそ畳まれているが、広げれば竜自身以上の翼長を誇り、翼膜を大気に打ちつけ大空を滑空する姿が容易に想像できる。

　圧巻とでも言うべき竜の姿にフィリーネが目を奪われていた時、手綱を引きながら近づいてくるヴェインが軽く手を上げた。

「お待たせしました、フィリーネ様。色々と準備に手間取りまして」

「すみません、ヴェインさん。朝早くから付き合わせてしまって……」

「むしろお声掛けいただき、感謝しております。フィリーネ様が『翔竜演武ドラグフエヒト』の《駆かり手て》になったと聞いてから、微力ながら協力できないかと考えておりましたので」

　そんな言葉と共に、ヴェインはフィリーネに対して深々と頭を下げる。

《駆り手》となった二人を指導するため、ヴェインには『翔竜演武』の当日まで補佐役を担ってもらうことになった。

　本来ならばドラクレアの竜りゆう騎き士しから指導を受けるべきなのだろうが、やはりと言うべきか人員に余裕が無かったようで、フィオナに何度も頭を下げられてしまった。

「竜騎士団長のフィオナさんからも、『助力に感謝します』との言葉をいただいていて、訓練が終わった頃合いに改めてお礼の挨拶をしたいとのことです」

「……それは、なんとも嬉うれしいお言葉です」

　誉れ高き竜騎士団長の言葉ということもあり、元竜騎士であるヴェインにとっては喜ばしいことだと思って告げたが……意外なことに、その反応は淡白であった。

「少々お聞きしたいのですが、竜騎士団長殿に私の名前について告げましたか？」

「あ……すみません。竜や竜騎士に詳しい方がいる、としか伝えていませんでした」

　権威ある人間に目を掛けてもらうなら、名前や家名を覚えてもらうことは大切なことだ。フィリーネは名前を覚える側の立場であることが多いため、そのことを失念していた。

「本当にすみません……あとで、フィオナさんにヴェインさんを紹介しますので」

「いえ……伝えていないのならば構いません。どうか私のことはお気になさらず」

　頭を下げるヴェインを見て、また気を遣つかわせてしまったと自己嫌悪に陥りそうになる。

「ま、それはともかく早く竜に乗ろうぜ。時間は限られてるんだからよ」

「お前という奴やつは本当に……竜に乗るには相応の準備がある。『翔竜演武』の際に乗る竜選びは後日として、今日は竜に慣れて基礎知識を身に付けてるのが優先だ」

「へーいへい。それじゃ今日はこの訓練竜に乗って空を楽しむことにしますかね」

　ノンキな様子で竜を眺めているアルフに、ヴェインは怪け訝げんそうな視線を向ける。しかしすぐに表情を正してフィリーネに向き直った。

「それでは……まず、こちらにいるレギンと会話を行いましょう」

「会話って……もしかして、この子とお話ができるんですか？」

　フィリーネの言葉を理解しているのか、レギンと呼ばれた竜は首を軽くもたげて唸うなり声ごえを上げる。しかし、当然ながらそれはただの唸り声にしか聞こえない。

　フィリーネの言葉にヴェインは大きく頷うなずいて見せてから、二人にある物を手渡した。

「こちらは『竜りゆう栓せん』という竜の言語を理解するための道具です。これを耳に付けることで竜の言葉を理解できるようになります」

　小さい耳栓状の道具をまじまじと見つめてから、二人は竜りゆう栓せんを耳に付けて改めて竜へと向き直る。その様子を確認したかのように、竜は軽く首を振り──

『──ほっほ。ワシが若い女おな子ごに「この子」と呼ばれてしまうとはのぅ』

　しゃがれた老人のような声こわ音ねが聞こえてきた瞬間、フィリーネは驚きのあまり目を見開き、思わず竜に向かって言葉を掛ける。

「もしかして……今のはあなたが喋しやべったんですか？」

『いかにも。この年老いた声がワシのものじゃ。この竜りゆう舎しやで最も老齢の竜じゃよ』

「す、すみませんっ！　つい軽々しい口を利きいてしまって……」

『なぁに、竜とは見た目で年齢がわかりにくいものじゃからの。それにワシは無駄に長生きをしているだけの老いぼれじゃから、妙な気を使わんでも構わんよ』

　レギンは目を細め、喉を震わせながら笑う。見た目は他の竜と変わらないように見えるため、老人のような声音で話しかけられると不思議な気分だ。

　フィリーネとレギンが会話しているのを確認し、ヴェインは竜栓について説明を始めた。

「この竜栓には特殊な形状の穴が開けられており、竜が喉を鳴らして発した音がその穴を通ると、人の言葉に変換される道具なのです」

「わぁ……すごい、すごいです！　竜とお話しできるなんて思ってもいませんでしたっ」

『ほっほ、なんとも新鮮な反応が見れてかわいらしいものじゃの』

　フィリーネの片耳からはレギンの言葉が聞こえ、そして竜栓をつけていない耳からは変換されていない唸うなり声ごえが聞こえてくる。

　だが、はしゃぐフィリーネの様子とは対照的に、アルフは怪け訝げんそうに耳を叩たたいている。

「あー……おい、リーネ。お前にはこいつの言葉がちゃんと聞こえてるのか？」

「え？　アルフには聞こえてないんですか？」

「いや、言葉っぽいのは聞こえるけど……上う手まく聞き取れないんだ」

『ふむ……妙じゃの。付ければ老若男女関係なく、竜の言葉が理解できるはずじゃが』

　そんなレギンの言葉もアルフには届いていないようで、竜栓を逆の耳に付け変えたりと試しているが、変換は行われていないらしい。

「……やはりか。魔力が無いハーレックでは使えないだろうとは思っていた」

「もしかして、竜栓って魔力がないと効果が出ないってやつか？」

「ああ。竜栓の素材は使用者の魔力を吸収し、竜の発する音の振動を増幅する性質がある。それによって変換精度を高めているのだが……どうしたものか」

　別の方法を模索するため、ヴェインは顎あごに手を当て思案する。しかし、当のアルフは気にした様子もなく、目の前にいる竜を見上げ……《深血の応剣アンフオート》を抜き放った。

「……よし、たしかレギンだっけか。ちょっと喋ってみてくれ」

『だからのう少年、竜栓が無ければワシの言葉は理解できないんじゃよ』

　レギンが訝いぶかしむ声を上げる中、アルフは何度か耳を叩たたいてから再び短剣を振る。

「これで大丈夫だろうから、もう一回喋しやべってくれ」

『なかなか強情な奴やつじゃのう……。竜りゆう栓せんを使えないのなら無理だと言っておるのに』

「それなら使えるようにすればいいんだよ。無理やりだけど、なんとか聞き取れてるし」

　アルフがレギンの言葉にしっかりと返事をした瞬間、フィリーネやヴェインだけでなく、レギンすらも驚いたように首を軽く持ち上げた。

「ア、アルフ……竜栓無しで竜の言葉が聞き取れているのですか？」

「まぁ、竜だって生物だしな。唸うなり声ごえの高低で感情はある程度わかるし、そこに竜栓から聞こえる雑音混じりの言葉と照らし合わせれば理解できるってわけだ」

「へぇ……そんな方法でも、竜の言葉が理解できるんですねっ」

　フィリーネがアルフの行った手法を見て瞳を輝かせていた時……その様子を見ていたヴェインが呆あきれたように溜ため息いきをついた。

「……ハーレック、適当なことを言ってフィリーネ様をからかうな」

「まぁ、さすがに竜に詳しいだけあってノッポくんにはバレるよなぁ」

「当たり前だ。竜栓無しで竜の言葉を完璧に理解するなど、老練の竜りゆう騎き士しでも無理だしな」

「え？　それじゃ……アルフはどうやってレギンさんの言葉を理解したんですか？」

　不思議そうにフィリーネがそう尋たずねると、アルフは《深血の応剣アンフオート》を軽く掲かかげて見せる。

「要は法術を使って、竜栓自体の性質を変えたってところだ。竜栓そのものに法術を使ったから、俺の身体にも負担はないしな」

「……あの、それじゃさっき言った説明はなんだったんですか？」

「お前をからかうためだけに考えたデタラメだ」

「ッ！　またですか、こんな時でも私のことをからかうんですかっ!?」

　素直に感心した自分が恥ずかしくて、ついアルフの肩をぽかぽかと叩く。アルフが緊張を解すためにやってくれたとわかっているからこそ、なんとも複雑な気分だ。

「さて、これで問題も解決したことだし、改めてよろしくな。爺じいさん」

『……ぬぅ、いきなり爺じじい呼ばわりしてくるあたり、こっちの少年は可愛かわいげがないのぅ……。この際言葉が理解できているのかは置いておくとして、よろしく頼むぞい』

　会話が可能となり、アルフは軽い調子でレギンの身体をばしばしと叩く。何とも怖い物知らずといったところだが、それも意思疎通による恩恵の一つだろう。

「それで、竜に乗るってのはどうやればいいんだ？」

「基本的には馬と変わらない。手綱を握るハーレックが鐙あぶみに足を掛けてから、先に鞍くらへと跨またがってくれ。意思の疎通ができている分、馬ほど気を使う必要もないぞ」

　ヴェインの言葉に従ってアルフは鐙に足を乗せ、軽い身のこなしで鞍に跨って見せる。

「おぉ……やっぱり体格が大きい分、馬以上に目線が高いな」

「そ、そんなに高いんですか？」

「結構高くて見晴らしがいいぞ。まぁ空を飛んだら見晴らしが良いなんて話じゃないだろうけどな。ほら、リーネも早く来いよ」

　鞍くらの上からアルフが手を差し伸べてくるが、一瞬その手を取るのをためらってしまう。

「……どうした？　さっきより顔色が悪いし、やっぱり体調悪いんじゃないか」

「いえ……大丈夫です。大丈夫……昔からずいぶん経たってますし……問題ないはずです」

　そう思い込むことで不安を打ち消し、フィリーネは意を決してアルフの手を取り、鐙あぶみに足を掛けてその背後へと座る。

「た、高いですね……いえ、素晴らしい眺めですけど！」

「なんか鐙がカチャカチャ鳴ったり鞍が揺れてるんだけど。もしかして震えてるのか？」

「震えてないですからっ！　まったく、私のどこを見てそんなことを言ってるんですか！」

「いや、めっちゃ胸が揺れてたから」

「ほんとにどこ見て言ってるんですかッ!?」

　怒りやら羞しゆう恥ち心やらで顔が熱くなるのを感じ、反射的にアルフの首を無理やり前に向けてやる。首から少々嫌な音が聞こえた気がするが、自業自得ということにしておこう。

　落下防止のためにヴェインが二人の足と鐙を固定する音が聞こえ、いよいよ空に飛び立つという実感が生まれてくる。

「……リーネ、さっきから本当におかしいぞ？　何か隠してないか？」

「大丈夫ったら大丈夫です！　これは……両国の友好のためなんですから」

　怪け訝げんそうな表情でアルフはこちらを覗のぞき込んでくるが、ヴェインが鞍に乗ったところで、何も言わずに前へと向き直った。

「さて……ハーレックはレギンに全てを任せて構わない。まずは二人に……大空を駆けるという素晴らしさを存分に体感してもらえれば幸いだ」

　ヴェインの言葉によってレギンは翼を勢いよく広げ、翼膜が空気に触れて鳴動する。

『此こ度たびの飛行はゆっくりと飛ぶ予定での。二人は肩の力を抜いていて構わんよ』

「いや、俺は元から力んでないからいいけど──」

　そんなアルフの言葉は、大気を打ちつける音によってかき消された。

　身体が跳はねるほどの衝撃が起こったかと思った次の瞬間、下へ引っ張られるような感覚に全身が包まれていく。

　巻き起こる風によって思わず顔を覆い、身体が飛んだと感覚的に理解した時……その視界に広がったのは、蒼そう白はくの光景だった。

　自分たち以外、何一つとして存在していない雄大な空。

　海のようにどこまでも続いていると錯覚する空の蒼あお。そしてそんな蒼の中に存在する、風に乗ってゆっくりと流れていく純白の雲たち。

　フィリーネがその景色を眺める中、アルフとレギンの会話が聞こえてくる。

『どうじゃ少年、初めて見た空の景色というものは』

「なんつーか……あれだな。言葉が出ないほどすごいってのはこのことだ」

『ほっほ。それはこの大空で生きている我々にとって、最高の褒ほめ言葉だとも』

　レギンはアルフの感想に気を好よくしたのか、天に向かって小さく一鳴きする。そして翼でバランスを取りながら風を切り、時折翼膜を打ちつけて大空を駆けていた時だった。

「リーネ、ちょっと下見てみろって。人とか建物がめちゃくちゃ小さいぞ」

　アルフにしては珍しく興奮しているらしく、若干声が弾んでいる。しかし、話し掛けられたことで我に返り、フィリーネは自分が今置かれている状況を改めて認識してしまった。

　何もない蒼そう白はくの光景。それと記憶の奥底にある逆さまの光景が重なる。

　身体が風を受ける感触。足が何もない空の上で揺れる感覚。

　ぐるぐると現在と過去の光景が入り混じり、そして思い出してしまった。

　真っ逆さまに落ちてく自分の姿──




「いやああああああああああああああああああああああッッ!!」




　自制心をかなぐり捨てて、フィリーネは絶叫した。

　耳をつんざく叫び声によって、アルフとヴェインが反射的に耳を塞ふさぐ。しかし、状況はそれだけで収まらなかった。

　不意に上昇を止めたレギンの身体が、錐きり揉もみ状に落下していく。

「むり、もう無理です耐えられません、高いです、怖いですよぅ……ッ!!」

「ばっ、わかったから落ち着けリーネッ!!　レギン、悪いが体勢を整えてくれッ!!」

　しかし、レギンはアルフの指示に反応を返さない。その様子を見て、ヴェインはレギンの身に何が起こったかを察した。

「ッ……ハーレック！　レギンの角を思いきり殴れッ！　竜にとっては相当な激痛だろうが、気絶しているレギンを起こさなければ全員地面に叩たたきつけられるぞッ!!」

　返答する間も惜しみ、アルフはヴェインの言葉通りにレギンの角に拳こぶしを叩き込む。その瞬間、沈黙していたレギンが悲痛な叫び声を上げた。

『ぬ、ぅッ！　すまん、まさか気を失うとは……ッ!!』

　呻うめき声ごえと共にレギンが言葉を返すが、状況は依然として変わらない。体勢が崩れた状態で運悪く強風が吹き、体勢を直せないまま巨体は落下を続けている。

　足が鐙あぶみに固定されているだけでなく、命綱を付けていることもあってレギンの身体から落下することはない。しかし、錯さく乱らんしているフィリーネはそのことすらも忘れている。

「うっ、ひっく……このまま落ちて死んじゃうんです。もうやだよぉ……怖いよぉ……」

「落ちない、落ちないから落ち着いて力を抜いてくれッ！　リーネの加護のせいで俺の肋ろつ骨こつとか内臓がこのまま飛び出るというか落ちる前に俺が死ぬッッッ!!」

　アルフの叫び声が上う手まく耳に入らず、フィリーネはただ一心不乱に目の前の存在に助けを求めてしがみつくことしかできない。

　涙で滲にじむ視界の中で、ゆっくりと地面が近づいてくる。それをアルフとヴェインも確認し、ヴェインは状況を見極めてレギンに指示を飛ばす。

「レギン、町から離れて森に向ってくれ、木をクッション代わりにして止まるしかないッ!!」

『なん……じゃと!?　それだと、乗っているお前さんたちの安全は保証できんぞッ!?』

「俺は元竜りゆう騎き士しとして不時着時の姿勢を知っている！　フィリーネ様は《神器》によって身を守られているし……ハーレックは法術か何かで自分の身を適当に守れッ!!」

「俺の扱い雑だな!?　まぁ死に掛けても生き残るしぶとい人間だから、やっちまえッ!!」

『ええい、まったく……どうなっても知らんからのうッ!!』

　レギンが無理やり身体を捻ひねって町から離れた森へと進路を変えた直後、アルフが半身を捻って抱きついているフィリーネに覆い被かぶさる。

　木々にぶつかる衝撃と枝葉や木々が折れる音が生まれ、地面を抉えぐる騒音が響ひびき続ける。

　そして……音が鳴り止やむのと同時に、身体を襲っていた揺れが収まった。

　恐る恐るフィリーネが目を開けると、そこに蒼そう白はくの景色はなく、木々の緑と地面の茶褐色が視界に広がっていた。

「生き、生きて……生きてます……はは」

　アルフの腰にしがいみついたまま、そのままフィリーネは脱力する。しかし、アルフの表情は生還の喜びではなく、どこまでも険しいものであった。

「フィリーネ様、ハーレックも無事か!?」

　ヴェインはすぐさま鞍くらを下りて二人の固定具を外し、ふらついているフィリーネの手を取ってゆっくりと地面に下ろす。

「あ、あぁ……地面です。私はこのまま母なる大地と一体化して、地中に埋まって養分となり大自然と共に生きますね……」

「……おい、ハーレック。フィリーネ様が先のショックでうわ言を呟つぶやいて──」

「あー、ノッポくんは見るのが初めてだったな。とりあえずここは俺に任せろ」

　訝いぶかしむヴェインを他よ所そに……アルフは両手でフィリーネの顔を無理やり起こす。

　フィリーネはアルフの黒い瞳を見つめ、そこに浮かんでいる怒ど気きをはっきりと感じ取る。

「俺は卑ひ怯きような奴やつだから噓うそもつくし、誤ご魔ま化かしたりする。だけどリーネ……お前はそんな人間じゃない。だから、そうやって誤魔化して逃げようとしないでくれよ」

　所々に擦かすり傷のできているアルフの顔を見つめた瞬間……フィリーネの中で張り詰めていた緊張の糸が切れ、瞳から止とめ処どなく涙がぽろぽろと零こぼれていくのを感じた。

「ごめん、なさい……ッ！　また、私はアルフに怪け我がを負わせてしまって──」

「こんなものは掠かすり傷きずだ。それより……リーネは高い所がダメなんだな？」

　アルフの確認に対して、フィリーネはこくりと小さく頷うなずく。

「は、い……昔、私がアルフを連れ出して城の外にある湖へ出かけた時……私が『御神木に登って、高い所から大きな湖を見渡したい』と言い出したことがあったでしょう？」

　センタリア近郊にあるミュリス湖は小さな湖ではあったが、幼い子供にとってその湖はどこまでも広大に見えて、その全体を見てみたいと思ったのがきっかけだった。

　そして、フィリーネはアルフの制止を振り切って木に登り始め……手を滑すべらせて、そのまま真っ逆さまに落下した。

　その時の光景は今でも鮮明に覚えている。

「世界が逆さまになって、身体が宙に浮いて、嫌になるくらいゆっくり光景が流れていって……その感覚が、どうしても忘れられないんです」

「でも……あの時は俺が受け止めたから、リーネに怪我はなかったはずだろ？」

　そんなアルフの言葉に、フィリーネはふるふると首を振って否定する。

「違うんです……私が怪我をしなかったからこそ、そのことが忘れられないんです」

　たしかにアルフは落下するフィリーネを受け止めたが、子供の身ではその身を受け止め切れず、幼いアルフは腕を骨折する大おお怪け我がを負った。

　父であるゲオルグやクライド、そして大臣たちだけでなく、普段はフィリーネに対して優しいアーロンからもきつく叱られた。だが、何よりも堪こたえたことがあった。

　フィリーネの無む茶ちやな行動で怪我をしたというのに、アルフは「上う手まく受け止められなかったけど、リーネに怪我が無くてよかった」と笑い掛けてくれた。

　その優しさがどこまでも痛くて、フィリーネはずっとアルフの傍かたわらで泣きじゃくった。

　申し訳なくて、自分が不ふ甲が斐いなくて……その思い出はいつまでも消えることがなく、発端とも言える落下した時の感覚や光景に恐怖を抱くようになった。

「……だったら、どうしてこの話を受けたんだ。フィオナさんから話を聞かされた時点で断ることだってできたはずだろ？」

「最初は……断ろうと思っていました。ですが、センタリアとドラクレアの友好のためと言われて、私が我慢すれば両国のためになると思って、それで……」

　両国のためだと言われ、どうしても断ることができなかった。

　元より責任感が強い性分で、フィリーネは全てを人並み以上にこなす兄に対して強い劣等感を抱いている。そんな兄の代理としてドラクレアを訪れているのだから、その責務を果たさなければならない……そう思っての行動だった。

　そんな心中を悟ってか、アルフは深い溜ため息いきをつく。

「恐こわいって思いながらも話を受けたリーネの精神は立派だ。だけど、さっき錯さく乱らんした様子を見る限り、どう考えても賢明じゃないってことはわかるな？」

　アルフの言葉に対して、フィリーネは何も言うことができずに押し黙る。

「どうする。今ならフィオナさんに言えばやめることだってできるぞ」

「でも……私は、センタリアの姫なんです。両国のために尽くしたいというのは本心で、一度はやると口にした以上、その言葉を撤てつ回かいするわけにはいかないんです」

　アルフの提案に対して、フィリーネは泣きながらも首を横に振る。

「もしもリーネが残りの期間でトラウマを克服できなかったら、伝統ある『翔竜演武ドラグフエヒト』に泥を塗ったとされるかもしれない。両国の友好どころか、最悪の場合は関係に亀裂が入る可能性もある。十日でトラウマを克服するのは非現実的だし、リーネに無理をさせても失敗するのが目に見えているんだ」

　今回、アルフは外交官としての役目を担っている。だからこそ、フィリーネの行動を諌いさめるために容赦のない指摘を行う。

「だから……『翔竜演武』の《駆かり手て》をやるか、それをリーネの意思で決めろ」

「……だから、私はセンタリアの姫としてやらなければ──」

「『やらなければいけない』って言葉は、自分以外の誰かに責任を押し付ける言葉だ」

　はっきりと、アルフはフィリーネに対して言い放つ。

「ダメでも何でもやらなければいけなかった、だから失敗しても仕方ない、自分は一切悪くない……リーネが口にしてる言葉は覚悟や責任なんて微み塵じんもない、そんな程度のものでしかない。必要に迫られたからやるってだけじゃ、どんなことだって上う手まくいかない」

　俯うつむくフィリーネに対して、アルフは言葉を続ける。

「立場とかを抜きにして、リーネがやりたくないって言うのならそれで構わない。向こうに申し訳ないと思うのなら俺も一緒に頭を下げるし、問題が出たら俺が全部片付けてやる。だから……ちゃんと自分の意思で選ぶんだ」

　自分の意思で決める、それはアルフと出会う前の自分にはできなかったことだった。

　父に怒られるのを恐れて、父の言われた通りのことだけを行って、父の望むような結果を出すことだけを目的にしていた過去の自分。

　そんな『センタリアの姫』であった自分に対して、フィリーネ・ヴィルシュタインという人間を最初に見てくれたのはアルフだった。

　そんなアルフだからこそ、今もこうして自分の意思で決めるのではなく、「やらなければならない」という言葉で逃げようとしていた自分を諌めてくれている。

　そんな友人に対して、フィリーネは応こたえたいと思った。

「……やりたい、です。ここで逃げれば、私はまた昔の自分に戻ってしまいます」

　あの頃に戻りたくない。だからこそ、フィリーネはアルフに対してしっかりと向き合う。

　その答えを聞いて……アルフは嬉うれしそうに笑みを浮かべた。

「なら、俺がやることも決まりだ。高いところが恐こわいのなら俺が手でも何でも握ってやるし、落ちそうになったら今度は怪け我が一つなく受け止めてやる。だから逃げずに頑張れ」

　ぐしゃぐしゃと頭を撫なでられ、ようやく、フィリーネは涙を拭ぬぐって笑みを浮かべる。

「……はい。至らない身ですが、よろしくお願いしますね」

「おう任せとけ。普段の鬱うつ憤ぷん晴らし──じゃなくて、しっかりとトラウマ克服しような」

「あの、本当に大丈夫ですよね？　私怨とか無しにお願いしますね？」

　不安になって思わず確認するが、アルフは「わかってるって」と普段通りの調子で返して来る。やっぱりちょっとだけ不安になってきた。

「ああ、そういや悪かったなレギン。うちの姫様が迷惑掛けてよ」

「本当にすみません……。レギンさんまで危ない目に遭あわせてしまって……」

『なぁに、あの程度の衝撃、竜にとっては掠かすり傷きず程度じゃ。空に不慣れな者なら動転して叫んでも仕方あるまいし、嬢ちゃんは話を聞いた限りワケありのようだしの』

　フィリーネの様子を気き遣づかうように、レギンは首を振って見せる。その優しさが嬉うれしくて、少しだけ元気が出てきた。

「ノッポくんもありがとよ。俺たちだけじゃ確実に地面に落ちていた」

「元よりそのために随ずい伴はんしていたのだから礼は必要ない。だが……本当に、フィリーネ様は『翔竜演武ドラグフエヒト』の《駆かり手て》を務つとめることができるのか？」

　ヴェインの言葉は至極真っ当なものだ。上空での戦闘を行うというのに、高い所がダメだというのではまるで話にならない。

　しかし、ヴェインに対してアルフは笑いながら答える。

「何かを自分の意思で決めた奴やつを、俺は何があっても肯定する。リーネがやるって決めたなら、できるできないなんて話をすっ飛ばして、俺は『やってみせる』だけだ」

　自信に満ちたアルフの表情を見ながら、ヴェインは大きく目を見開き──

「……わかった。それなら俺も継続して可能な限り協力しよう。ドラクレアの人間に何かを聞かれた時はちゃんと言いくるめろよ、ハーレック」

「誰に物言ってんだ。他人を騙だますのが俺の得意分野だって知ってるだろ？」

　アルフの言葉にヴェインが溜ため息いきをついた時、話を聞いていたらしいレギンも首を上げる。

『ふむ……何やら嬢ちゃんのことについて、ドラクレアの者に聞かれるのはマズイと見た。ワシも他言するつもりはないから安心してよいぞ』

「ああ、そうしてもらえると助かる。人間ってのは色々と面倒な生き物だからよ」

『ほっほ、若いくせに知った風な口を利きくもんじゃの。老いぼれのワシは面倒事に向き合わず、さっさと手を引かせてもらうがの』

「そいつは賢い選択ってもんだが……悪いが、それは諦あきらめてもらおうか」

　レギンが首を傾かしげたのを見て、アルフは口端を吊つり上あげながら告げる。

「俺たちが『翔竜演武ドラグフエヒト』で乗る竜はレギン、お前で決まりだ」

　一瞬、場が静まり返った。しかしすぐさまヴェインが口を挟む。

「お前は……無む茶ちやを言うのも大概にしておけ。竜りゆう騎き士しが駆る竜は基本的に速さと体力を重視するが、老体であるレギンは体力が衰えている。しかも長い年月で生え変わりを繰り返した鱗うろこは硬く鈍重で、まともに速度を出すことができないんだぞ」

「ま、だからこその訓練竜なんだろう。重要なのはリーネのトラウマを克服することだし、この際速度なんて捨てちまって構わないだろ」

「……どう考えても無理だ。速度を捨てれば《駆かり手て》は追い付かれて囲まれる。『翔竜演武』は逃げながら一対一の状況を作り、受け流すのが定石で──」

「だから、それじゃつまらないって言ってんだよ」

　不敵な笑みと共にアルフは言葉を続ける。

「俺たちの目的はセンタリアの人間として『翔竜演武』を盛り上げることだ。定石やら例年通りのことをやったところで意味ないだろ」

「……そういったことは状況を見てから言え。フィリーネ様の一件がある中で、さらに問題を抱え込むこと必要性がどこにある」

「イレギュラーが起こったなら、イレギュラーで対応するってだけの話だ。レギンと付きっきりで飛べばトラウマ克服の糸口が摑つかめるかもしれないし、そこから新しい竜を選ぶこともできない。だったらレギンを竜に据える方向で考えた方が建設的だ」

　畳み掛けるようなアルフの言葉に、ヴェインは困惑しながらも言葉を紡ぐ。

「……なら、追いつかれて囲まれた時はどうするつもりだ。レギンの速度では振り切ることはできないし、竜騎士たちによる包囲を抜け出すのは熟練の竜騎士でも困難だぞ」

「リーネには加護の力があるから無理やり切り抜けられる。だけど、レギンくらい頑丈じゃないとリーネが力を込めた時に耐えられない可能性があるし、逆に言えばレギンならリーネは全力が出せる……さて、他に候補となりそうな竜がいるなら教えてくれ」

　アルフの問い掛けに対して、ヴェインは言葉を詰まらせ……そしてレギンに顔を向ける。

「……お前はどうなんだ、レギン。こいつはお前に相当無茶をさせるつもりだぞ」

　最終的な判断を任せることにしたのか、ヴェインはレギンに尋たずねる。レギンもどう答えるべきか迷っているのか、目を伏せて考え込んでいたが……やがて、黄玉の瞳を開いた。

『……ほっほ。戦いくさから身を退いて五十年余り経たったせいか、必要とされることがこれほどまでに嬉うれしいということを忘れておったわい』

　少しだけ声を弾ませながら、レギンはアルフへと首を向ける。

『よかろう、お主らの竜を引き受けた。少々口車に乗せられた感はあるがの』

「おう。良い返事をありがとうよ、レギン。ノッポくんもそれでいいな？」

「……好きにしろ。お前と問答をしたところで、徒労に終わるのが目に見えている」

　呆あきれたように溜ため息いきをつくヴェインに笑みを返してから、アルフはフィリーネに向き直る。

「んじゃ、早速訓練開始といくか。時間も限られてることだしよ」

「あ、ぅ……そうですね、私が一番の問題ですから」

　二人の会話を聞いていた矢先、突然話を振られて思わず身を強こわ張ばらせる。

　竜に乗る、また空に飛ぶ……それを本能的に察して足が震えてくる。しかし、自分でやると決めたからには貫つらぬき通して見せたい。そのために……一時の恥は捨てるべきだろう。

　意を決して、フィリーネはアルフに向かって素直に言う。

「ま、まだ空は怖いので……アルフと手を繫つなぎながらでもいいですかっ！」

　我ながら何とも情けない言葉だと思ったが、今まで幼おさな馴な染じみに情けない姿を見せてきたことだし、いまさら別に構わないだろう。

「あいよ。ちゃんと握っててやるから安心しろ」

　アルフが苦笑と共に了承し、フィリーネは安あん堵どに満ちた華やいだ笑みを浮かべる。

　再びアルフはフィリーネと共にレギンの背に乗るが、ヴェインは一向に動こうとしない。

「おーい、どうしたノッポくん。お前もさっさと乗れよ」

「いや……さすがの俺も無粋な真ま似ねをするつもりはないんでな」

「……ああ？　どういうことだよ？」

「ひとまず俺は必要なさそうだ、というだけだ。俺は一旦竜りゆう舎しやへと戻って二人の所在を報告し、レギンを『翔竜演武ドラグフエヒト』に出場させる旨を伝えてくる」

　踵きびすを返かえしてヴェインが森の中を進もうとした時……ふと、こちらに振り返る。

「一つ、言い忘れたことがあった。竜は唸うなり声ごえや咆ほう哮こうといった低音で会話を行う分、女性の叫び声などに耐性がない。レギンは訓練竜としてそういった高音に慣れているが……それでも、フィリーネ様の加護によって強化された叫び声には耐えられなかった」

　先ほどレギンが気を失った原因について語ってから、ヴェインは忠告する。

「とりあえず叫びそうになったら必ず口を塞ふさげ。言いたいことはそれだけだ」

「あいよ。なんだったらずっとリーネの口を塞いどけば大丈夫だしな」

「……いや、空の上で周囲の目が無いとはいえ、あまりふしだらな行為はするな」

「ふしだらって……なんでだ？　手を使って塞ぐだけだぞ？」

　素で返してきたアルフに対し、ヴェインは顔を隠すように背を向ける。

「…………今のは冗談だ。忘れてくれ」

　そう言って立ち去るヴェインの耳は、どこか羞しゆう恥ちによって赤く染まっている気がした。





　◇






　改めて、フィリーネのトラウマを克服する練習を始める運びとなった。

「うぅ……高いです……怖いです」

　ぎゅっとアルフの手を握り締めながら、ついそんな言葉を口にしてしまう。

　先ほどレギンに乗った時は緊張のあまり周囲を意識していなかったが、こうして見回してみるとその高さがよくわかる。それだけでなく、レギンが歩く度に全身が揺れるため、身体の不安定さがまじまじと感じ取れてしまう。

　乗り手の恐怖を感じ取ったのか、レギンはフィリーネに向けて言葉を掛ける。

『のう、お嬢ちゃん。馬に乗った経験はあるかの？』

「は、はい……馬には多少乗っていましたけど……」

『それじゃ、ワシのことを馬だと思えばええんじゃよ。人間が馬に乗る時も視界が高くなる、それが竜だともう一段階高いという程度じゃ』

「ですが……竜であるレギンさんを馬と一緒だなんて……」

『ほっほ。若い竜なら怒りそうなものじゃが、老いぼれたワシがそんな些さ細さいなことを気になどせんて。何なら馬の鳴き真ま似ねでもしてやろうかの？』

　言いながら、レギンは鼻を鳴らして馬の真似をしてみせる。首の動きまで馬に似ていたので、少しだけ笑ってしまった。

「それでは、レギンさんを馬だと思うことにしますね」

『ああ、構わんとも。馬も竜も、人に乗られるという点では同じ存在じゃ』

「でも……竜は空を飛べます。馬と同じというわけにはいきません」

　訓練場から飛び立った感覚、空中を滑空する感覚、そして……落下していく感覚が蘇よみがえってしまい、思わず俯うつむいてしまう。

「これは……思った以上に時間が掛かりそうだな。レギン、なんか良い方法ないか？」

『そうじゃのぅ……前にお嬢ちゃんのような子を乗せた時は会話で気を紛まぎらわせて、その間に空を飛んで徐々に慣れさせておったかの』

　レギンの言葉を聞いてアルフは何度も頷うなずき、そしてフィリーネへと顔を向ける。

「なぁ、リーネ。今まで聞こうと思ってたことがあるんだ」

「は、はい……なんですか？」

「リーネっていつも胸元が開いた服だけど、それだと揺れた時に色々見えるんじゃね？」

　アルフが言葉を終えた瞬間、フィリーネは容赦なくその頭を叩たたいた。

　穏やかな笑みを浮かべながら、リーネは加護の力を使ってアルフの襟えり首を締め上げる。

「アルフ……？　あなたは時と場合というものを考えましょうね……？」

「お、おう……俺はただ、気になったから訊きこうと思っただけでな？」

「私は胸のことで何か言われるのが嫌なんですっ！　好きで大きくなったわけじゃないですし、動く時だって邪魔で痛いですし、息が苦しくなるから着る服も限られますしっ！」

「リーネがそういった服ばっかり着てるのってちゃんと理由があったんだな……」

「好きで着てるわけないじゃないですかっ！　胸元の開いた服だと視線を感じて恥ずかしいですし、万が一にも見えないように着き虫むしの糸で編んだリボンは絶対必要ですしっ」

　フィリーネが息を巻きながら語る中、アルフが足先でレギンの身体を小突くのが見えた。

「あー、いつもつけてる胸のリボンか。たしか着虫の糸って、魔力に反応して吸着するっていう特性があったよな？」

「ですです。それで服の上から胸とリボンをくっつけるようにして、動いても邪魔にならないように固定しているんです。な・の・で！　絶対に見えませんからっ!!」

「いや見えたら色々と困るし、絶対に見えないって言うなら安心だけど」

「む、困るとはどういう意味ですか。だいたいアルフは女性を──ひっ!?」

　少しだけ頭に血が昇っていたせいか、周囲の変化に気づくのが遅れてしまった。

　目の前に広がっている蒼あおと、少し下に見える森の緑。それを認識した瞬間、思わずアルフの身体にしがみついてしまう。

「おっと……叫ばれると困るから、ちょいと口は塞ふさぐぞ」

『ああ、そいつは助かるわい。あの叫び声はワシでもたまらんからのぅ……』

　アルフとレギンはそんな会話をしているが、フィリーネは正直気が気でない。

　やがて風の感覚が徐々に緩ゆるやかなものへと変わり、大きな反動と共に浮遊感が消失する。

「──ななななんで何も言わずに飛んでるんですか!?　軽く気を失いかけましたよ!?」

　動どう悸きと息切れを抑えながら、フィリーネはアルフとレギンの両者をべしべしと叩たたく。

『ほっほ、すまんすまん。じゃが、お嬢ちゃん。さっきまで乗っただけで怖がっておったのに、今は少し浮いていても問題なかったじゃろう？』

「それは……まぁ、アルフが変なことを言って頭に血に昇って、色々なことを気にしている余裕がなかったから怖くなかったってだけで……」

『うむうむ。つまり、お嬢ちゃんが空を怖がる理由の一つがそれじゃ』

　レギンは首を振りながらそう答えるが、フィリーネとしては今一つわからない。そんな様子を察したらしく、レギンは言葉を付け加える。

『幼少の記憶が強く残りすぎて、平常時は「空が怖い」という気持ちが何よりも先行してしまっておる。だからワシの上に乗っただけでも恐れ、そしてその恐れによって揺れや宙に浮いた感覚を恐れ……負の連鎖によって「空が怖い」という結果に繫つながる』

　フィリーネの心情を推し測るかのように、レギンは静かに語る。なんとなくではあるが、その言葉は的を射ているような気がした。

　昔より好よくなったと言っても、いまだに「自分が悪い」と一度思ってしまうと、負の連鎖に陥ると際限なく落ち込んでしまう。一度思い込むと泥沼にはまる性分で、それによって「空を怖がる自分が悪い」と無意識の内に思っている可能性はある。

『じゃが、恐怖以上に強い感情がある時はそれらを忘れることができる。あとはその状態を意図的に作るか、恐怖を薄めて慣れてしまえば解消できそうじゃの』

「でも……そんなに上う手まくいくものでしょうか。落ち込み癖は多少改善できましたが、高い所がダメというのは今まで何回やっても治りませんでしたし……」

『ふむ。それについては「何がダメなのか」というのを把握した方が良さそうじゃの。ただ高い所にいるだけでもダメなのか、それとも高い所から下を見下ろすのがダメなのか、高い所から飛び降りたりするのがダメなのか……そこらへんはどうじゃ？』

　そう尋たずねられ、フィリーネは恐怖を感じた場面について思い返す。

「えっと……高い所に立つだけなら、儀礼の挨拶などで立ったりするのでたぶん大丈夫ですが、下を見下ろすのは吸い込まれるような気がしてちょっとだけ怖いです。飛び降りたりするのは……試そうという気すら起こらなかったので、無理だと思います」

『ほうほう。お嬢ちゃんの場合は高いところがダメというより、地に足が付いていない状態が怖いというのが正しそうじゃの。固定具をもう一つ増やして、太ももまで固定すれば多少改善されるやもしれんな』

　フィリーネの言葉を聞いてレギンが分析を行い、改善方法を提案してくる。その様子はどこか手慣れたもので、思わず感心してしまった。

「さすが訓練竜ってとこだな。やっぱりお前を選んで正解だったよ」

『ほっほ……それを言うなら、ワシを選んだお主もさすがと言ったところじゃ』

　目を細めながら、レギンは言葉を続ける。

『先ほどの元竜りゆう騎き士しの青年はともかく、お主は最初からワシを訓練竜と言っておった。ちゃんと竜について調べておる証拠じゃ』

「あー……もしかしたら竜に乗るかもしれないし、個人的に興味もあったからな。まさかここまで役に立つとは思ってなかったけど」

　何枚ものメモを取り出しながらアルフは苦笑を浮かべる。それを見て、フィリーネはある物を持ってきていたことを思い出した。

「あ、あのっ！　もしよければ、訓練としてこの場所を回りませんかっ！」

　フィリーネが取り出した紙束。それは昨夜アルフが不要と選より分わけたメモだ。

「せっかくアルフが調べてくれたのに申し訳なくて……だから、竜に乗れるようになって、この場所を見れるように頑張ろうと思って、お守り代わりに持ってきていたんです」

　まるで宝物のようにメモを抱きながら、フィリーネは笑い掛ける。

「えっと、私と一緒に……色々と見て回ってくれますか？」

　少しだけ恥ずかしくて、フィリーネは口元をメモで隠しながらアルフに尋ねる。

「……最初からお前と一緒に回るつもりで調べたんだ。今さら訊きく必要なんてねぇよ」

　苦笑するアルフに頭を軽く叩たたかれ、思わず頰ほおが緩ゆるむのを感じる。

「さて、そんじゃ手近なところから攻めて行くとするか。レギン、ここからザルバス森林に行くとしたらどれくらい掛かる？」

『さほど時間は掛からんと思うが、お嬢ちゃんに配慮したら時間が掛かるかもしれんぞ？』

「それなら大丈夫だ。……リーネ、今からお前にとっておきの魔法をかけてやるから、ちょっとだけ目をつぶってくれるか？」

「へ？　目をつぶってればいいんですか？」

　言われるがまま、フィリーネが目を閉じた時、しゅるりと何かが解ほどける音がした。

　それと同時に、フィリーネの胸元から締め付けるような感覚が消え、妙な解放感が──

「──って、なんで私のリボンを解いてるんですか!?　そのリボンがないと、その……色々と見えちゃったりするんで返してくださいっ!!」

「そっかーそいつは困ったなー。レギン出発するぞー」

『ほっほ……お主、なかなか外げ道どうじゃのぅ』

　フィリーネはアルフの手からリボンを奪おうとするが、それよりも早くレギンが地を飛び立ったことで、その機会を失ってしまった。

「やぁ──ちょ、本当に返してくださいっ！　風が、風のせいで服がめくれるんですっ！」

　風を受けて、服の胸元がぱたぱたと揺らいで音を立てる。これでは本当に、何と言うか絶対に見せてはいけない部分が見えてしまう。

「安心しろって、ちゃんと目的地に着いたら返してやるから」

「目的地に着くまでこのままですか!?　いつ服がめくれるかわからない状況で!?」

「まぁまぁ。俺は後ろ振り向かないようにしておくから」

「それだとあなたからリボンを奪えないでしょう!?」

　片腕で胸元を押さえながら、フィリーネはリボンに手を伸ばす。が、胸が振動で激しく揺れているせいで大きな動きはできない。

　そして何より、胸元がバタつくせいで──

「ぁ……こ、これ以上はダメですっ！　服が擦こすれますから!!」

「あー？　何が擦れるってー？」

「そんなこと言えるわけないでしょうバカッッ!!」

　そんな騒がしいやり取りによって、二人によるドラクレア巡りが始まった。





　◇






　陽ひが傾き始めたところで、アルフたちはドラクレア巡りを切り上げた。

　地上へ降りた瞬間、フィリーネは力尽きるように膝ひざをつく。

「はは……私はもう姫ではありません。空で胸を見せる変態です……」

「まぁ、誰にも見られてないんだからいいんじゃないか？」

「そうですね、今さら言ったところで事実は消えませんからね……はは。あと、次に私のリボンを奪ったら、空の上から蹴けり落とすので覚悟してください」

　恨うらみのこもったフィリーネの言葉を軽く受け流し、アルフはレギンの手綱を握る。

「それじゃ、俺はレギンを竜りゆう舎しやに戻してくる。リーネは部屋で休んでていいぞ」

「はい……それじゃレギンさん、また明日よろしくお願いします……」

『ほっほ。明日もたくさん飛ぶから楽しみにしておくんじゃぞ』

　レギンに力無い笑みを向けてから、フィリーネはとぼとぼと歩いて行く。羞しゆう恥ち心によって空への恐怖感はうち消されていたようだが、その分精神的な疲労が大きかったらしい。

　レギンの手綱を引き、竜舎にいる職員に軽く挨拶をしてからアルフは竜舎の中へ入る。

　そこかしこから聞こえてくる唸うなり声ごえや咆ほう哮こうを聞きながら、アルフは周囲を見回す。構造は厩きゆう舎しやを竜の大きさに合わせた感じだが、壁は竜の転倒などで破砕しないように石材が用いられ、竜に与えられる房の柵は鉄製のものがほとんどだ。

　また、竜の大きさごとに房が割り振られているようで、体格の大きなレギンには一番奥にある巨大な房があてられていた。

「今日はありがとうな。短い付き合いだが、よろしく頼むよ」

『こっちこそ、礼を言わせてもらうわい。思いきり飛べたのは何十年ぶりなんでのう』

　嬉うれしげに首を振るレギンを見て「ほどほどに頼むよ」と苦笑を返し、アルフが竜舎の外へと向かおうとした時……受付のテーブルにいる背の高い人物を見つけた。

「おーい、ノッポくんよ。まだ竜舎にいたのか？」

「……おい、さすがに他人の目がある中でその呼び方はやめろ」

　アルフの声に反応して、ヴェインは額に青筋を浮かべながら振り返る。

「んで、レギンを『翔竜演武ドラグフエヒト』の竜にするって話はどうなった？」

「一応、それで竜舎に申請は通しておいた。職員たちが何度も確認してきたが、何かあれば全てお前に話をするように伝えておいたから覚悟しておけ」

「ま、それが俺の仕事だから構わないさ。それでお前はここで何をしてんだ？」

　分厚い台帳をめくっているヴェインを見て、アルフは何の気なしに尋たずねる。

「台帳から『翔竜演武』に出場する竜を調べていたところだ。高名な竜りゆう騎き士しが駆る竜の名前は覚えているし、記載されている予定表から出場予測が立てられるからな」

「ほぉー、そいつは感心感心。ぜひそのまま勤勉に調べてくれ」

「……言っておくが、俺はフィリーネ様に協力しているだけだ。お前のために調べ物をしているわけじゃない」

「だけど、そういった細かい情報を分析するのは俺の役目だ。お前がどんな理由付けをしても興味ないし、情報が正確なら何でもいいさ」

　アルフのはっきりとした物言いに対し、ヴェインは聞こえよがしに舌打ちする。しかし、ページをめくる手と文字を追う眼の動きは止まることがない。

「なぁ、なんでお前は竜りゆう騎き士しにならなかったんだ？」

「……昨日も言っただろう。実家の跡目を外されて養子となったからだ」

「だったら、養子の話を蹴ければよかっただろ。ドラクレアは貴族階級じゃなくても竜騎士になれるんだし、実家を出て竜騎士を目指すとか色々方法があったはずだろ」

　国が保有している竜の頭数が限られていることから、竜騎士の叙任は階級ではなく訓練の実力によって決まる。個人所有の竜がいる貴族は叙任時に優遇されるとはいえ、実力さえあれば階級や家柄は必要ないはずだ。

　そんなアルフの言葉を聞き、初めてヴェインは手を止めた。

「なら……俺は竜騎士になりたいと熱心に思っていなかったんだろう」

　そう自嘲気味に呟つぶやいてから、再びヴェインは手と眼を動かし始める。

　それ以上は何も語らないことを悟り、アルフは軽く息を吐いてから台帳に視線を移す。

　竜りゆう舎しやに在籍している竜の名前と予定表が並ぶのを眺めていた時……ふと、名前に赤い線が引かれている名前を見つけた。

「おいノッポくん、その赤線が引かれた名前ってなんなんだ？」

「お前はいつまでいるつもりだ……。赤線が引かれているのは、竜舎の外に出ることがない竜だ。過去に人を傷つけた危険な竜や、弱って保護された竜がそれに当たる」

「へぇ……フレイズにシグルズ、グニタとフォルゲルってのがそれか」

　赤線の引かれていた名前を口にした時、突然ヴェインに肩を摑つかまれた。

「今……フォルゲルと言ったなッ!?」

　どこか切迫した雰囲気のヴェインに圧おされながらも、アルフはなんとか言葉を続ける。

「あ、あぁ……後半のページに、その名前があったけど」

　乱雑な手つきでヴェインは台帳を遡さかのぼり、赤線の引かれている名前を確認していく。そして名前と共に房の番号を確認した瞬間、ヴェインは駆け出していた。

「おいッ！　ったく……一体なんだってんだよ」

　竜舎の中を走るヴェインとアルフの姿を見て、竜舎の職員たちが怪け訝げんそうな表情を向けてくる。しかし、今はそれを気にしている場合ではない。

　そして……ヴェインは奥まった房の前で止まった。

「──フォルゲルッ！　本当にフォルゲルなんだなッ!?」

　竜りゆう房ぼうの鉄柵を摑み、ヴェインは叫ぶように竜へと問う。そして、鎧よろいのような漆しつ黒こくの甲殻を身にまとう竜は、真紅色の瞳を開いて横たえていた巨きよ軀くを僅わずかに持ち上げた。

『……私の名を呼んでいるのは誰だ』

　変換されて聞こえてくる低い男の声。その声を耳にして、ヴェインは笑みを浮かべた。

「俺だ、ヴェインだ！　まさか、またフォルゲルに会えるなんて……ッ!!」

　今のヴェインに普段の厳格な様子はなく、その声は僅わずかに湿り気を帯びている。

　そんなヴェインの様子を、漆しつ黒こくの竜……フォルゲルは真紅の瞳で見つめていた。

「最後に会ったのは、俺が竜りゆう騎き士し試験を受ける前だったか？　あの頃は試験練習ばかりで、俺がセンタリアに養子へ出されるのが決まって、慌ただしくて突然別れの挨拶をすることになって……竜騎士になるのを諦あきらめてから、二度と会うことはないと思っていた」

　自身の中に湧いてくる言葉を上う手まく整理できていないようで、ヴェインはただ言葉を漏らすかのように語り掛ける。

「ラフロイグの人間になって魔ま騎き士しとしての仕事をして、今まで忙しくて戻って来ることすらできなかったけど……『翔竜演武ドラグフエヒト』が終わるまで、俺はドラクレアに滞在してるんだ。たった数日だけど、その間は前みたいに……一緒に思い切り空を飛べるんだ」

　嬉き々きとした声でヴェインがそう口にした瞬間、フォルゲルは首を持ち上げ──




『なぜ、貴様がこの場所へと戻ってきた』




　それは親愛なる友人に向けるものではない、突き放すような言葉であった。

　フォルゲルの声こわ音ねには怒ど気きだけでなく、嫌悪に近い感情すらも含まれている。それをヴェインもはっきりと感じ取ったらしく、鉄柵を握り締めたまま言葉を失っていた。

「なんで戻ってきたって……俺は、一緒に空を飛んでいたお前に会いたくて、それで──」

『私の友は既にいなくなった。さっさとここを立ち去れ、ニンゲン』

　それだけを告げ……フォルゲルは再び首を地面に横たえて目を閉じてしまう。それを見たヴェインは鉄柵の向こうへと手を伸ばす。

「待ってくれ……待ってくれよ、フォルゲル！　俺が今まで会いに来なかったからか？　それとも竜騎士になれなかったからそんなことを言うのか!?　答えてくれッ!!」

　フォルゲルの言動が理解できず、ただヴェインは感情のままに叫ぶ。

『答えを求めるのなら、まずは私の質問に答えろ。竜騎士を捨て、空を捨てたはずの貴様がなぜこの場所に戻ってきたのか。それをしかと答えてみせろ』

　フォルゲルの言葉に対して、ヴェインは押し黙る。

　そんなヴェインたちのやり取りの中に、割って入る人間がいた。

「……ま、お前らの事情は知らないけど、これ以上はドラクレアの人間に迷惑が掛かる。お前はさっさとここから出て行け」

　アルフは欠伸あくびをしながら、普段と変わらぬ調子でヴェインに告げる。

「……黙れ。俺の話はまだ終わっていない」

「いいや、終わった話だ。その竜を友人だと思ってたのはお前だけだったっていう、どこまでも単純な話じゃないか」

「これは俺とフォルゲルの問題だッ!!　部外者のお前が口を出すなッ!!」

　アルフの物言いに対して、ヴェインは振り向き様にアルフの胸倉を摑つかみ上あげる。その形相は怒りに満ちており、ヴェインがここまで感情を露あらわにしたのをみるのは初めてだった。

　しかし、アルフは表情を変えず、ただ冷やかな視線を向けている。

「確かに俺は部外者だし、お前とその竜の関係すら知らねぇよ。ただ……その竜が言っていることは正しい、それは俺にもわかることだ」

　激げつ昂こうするヴェインに一歩も退くことなく、アルフは濁にごった瞳でヴェインを見み据すえる。

「どこまでも中途半端な奴やつが、どの面下げてこの場所に来やがった……そこにいる竜が言いたいのは、そういうことだろ？」

　首だけを動かし、アルフは横たわっているフォルゲルに向かって言葉を掛ける。

　二人のやり取りを眺めていたフォルゲルは、首をもたげながら口を開く。

『……黒髪の小僧が言う通りだ。私と共に空を駆けた友人は既にいない』

　フォルゲルがアルフの言葉を肯定した瞬間、摑まれている襟えりから力が抜け落ちる。

「……どうして、俺を名前で呼んでくれないんだ。フォルゲル」

　拳こぶしを震わせながら、消え入りそうな声こわ音ねでヴェインが呟つぶやく。

「お前が……お前だけが、昔から俺の事を『ヴェイン』と呼んでくれていたのに……」

『先に言った通りだ。私の友人は既におらず、私は友の名以外を口にするつもりはない』

　かつての友に冷たくあしらわれながらも、ヴェインは何か思い立ったように顔を上げる。

「俺は……確かに竜りゆう騎き士しになれなかった。だけど、お前の背に乗る資格まで失ったつもりはない。俺の中にはいつだってお前と一緒に飛んだ空が残っていて、お前の背に乗って竜騎士になることが俺の目標だったんだ」

　うわ言のようにそんな言葉を口にしながら、ヴェインはアルフへと向き直る。

「……ハーレック、俺と『翔竜演武ドラグフエヒト』の《駆かり手て》を替わってくれ。手綱を握るだけでもいい。俺の中から……竜騎士としての志が失われていないことを、フォルゲルに『翔竜演武』という公おおやけの場で証明させてくれ」

　ヴェインはアルフに深々と頭を下げて懇こん願がんする。普段ならば決してあり得ないヴェインの態度を見ながらも、アルフはその言葉を聞いて鼻で笑った。

「さっき自分で言ってたじゃないか。この話は俺とフォルゲルの問題だ、ってな」

「……無理は承知だ。だが、俺にはどうしても必要なことなんだ」

「却下だ。俺たちが『翔竜演武』に出るのは、お前のワガママを叶かなえるためじゃない」

「私情だけじゃない。俺は幼少から竜騎士としての訓練を受けている。今まで竜に乗ってこなかったお前より、ずっと上う手まく事をこなすことができる」

「ああ、そうだろうな。少なくとも竜の扱いやらはお前の方が上手いだろうし、いっそのこと任せてやりたいくらいだ。だけど──」

　一度言葉を止めてから、アルフはヴェインを睨にらみつける。

「自分勝手な理由で乗り手を代われだなんて言う奴やつに……うちの大事なお姫様を任せるわけにはいかねぇんだよ」

　互いに譲ることはなく睨み合っていた時、騒ぎを聞きつけたらしいドラクレアの人間が慌ただしい様子で駆けつけてきた。

「ど、どうされましたか!?　何やら言い争う声が聞こえて慌てて駆けつけたのですが……」

「ああ、騒がしくして悪かったな。迷惑になる前に立ち去る……と言いたいところだけど、悪いが今から竜を二頭貸してもらいたい」

　困惑する職員に告げてから、アルフは再びヴェインへと向き直る。

「『翔竜演武ドラグフエヒト』の《駆かり手て》をやりたいって言うなら、どっちが相応ふさわしいか勝負で決めようじゃないか。勝った方が《駆り手》として手綱を握る、単純明快でわかりやすいだろ？」

　アルフの提案を聞いて、ヴェインは怪け訝げんそうに眉を寄せる。明らかにアルフが不利な条件なのだから当然だろう。

「……いいだろう。お前から提案してきた勝負、決して約束を違たがえるなよ」

「へいへい、魔ま騎き士しの名だろうとなんだろうと誓いますよ、っと。いいからさっさと竜を選んでこい。こっちは面倒事からさっさと解放されたいんだからよ」

　そんなアルフの言葉にヴェインは何も返さず、竜を選ぶためにその場から立ち去る。

「あ、あの……たしか、センタリアの部隊長であるアルフレッド様ですよね？　一体何がどうなっているのか、私共にも説明をしていただきたいのですけど……」

　気弱そうな女性職員がおずおずと尋たずねてきたのを見て、アルフは軽い調子で答える。

「ちょっと《駆り手》のことで揉もめてな。勝手に竜を借りるとか言い出して悪かったな」

「い、いえ……フィオナ様からは『翔竜演武』に参加する竜以外は自由に貸し与えていいと言われておりますので、それは構いませんが……竜を私闘に使うとなると、私共としても困るというか、責任問題を問われてしまうので……」

「あー、そうだな。それじゃこれは私闘じゃなくて、『翔竜演武』を行う上で必要なことだ。責任に問われたら全部俺のせいってことにしてフィオナさんに報告していいからよ」

　啞あ然ぜんとしている女性職員に軽い調子で手を振ってから、アルフは房の中で横たわっているフォルゲルに、アルフはゆっくりと近づく。

「自己紹介が遅れたな。俺はアルフレッド・ハーレック、センタリアの魔騎士で、今回の『翔竜演武』で《駆り手》をやる人間だ」

『……話すことなど何もない。早々に立ち去れ、小僧』

　取りつく島もないフォルゲルの態度を見て、アルフは普段通りの腑ふ抜ぬけた笑みを浮かべながら、フォルゲルの目の前にしゃがみ込む。

「ま、そう言うなよ。なんかワケありっぽいから協力しようと思ってんだからさ」

『立ち去れと言ったのが聞こえなかったか、忌々しいニンゲンが』

「なんだ、ずいぶんと苛いら立だってるじゃないか。昔むかし馴な染じみの情けない姿を見たからか？」

　そう口にした瞬間──アルフの目の前で、バヂィッと空気の爆はぜる音が生まれる。

　漆しつ黒こくの身体に青白い光を走らせ、フォルゲルは口を開けて並び立つ鋭い牙を見せつける。

『次に我が友を侮辱してみろ。貴様の身体を塵ちり一つ残さずに燃やしてやる……!!』

　怒ど気きと共に、フォルゲルは明確な殺意をアルフに向ける。それを竜りゆう舎しやの職員たちも感じ取ったのか、短い悲鳴を上げていた。

「ア、アルフレッド様、フォルゲルから離れてくださいッ！　彼は過去に何度も人を傷つけている危険な竜なんです！　ほ、本気であなたを殺すつもりでいますッ!!」

　薄暗い竜りゆう房ぼうの中で青白い小さな稲光がいくつも生まれる中で、先ほど会話を交わした女性職員の叫び声が聞こえてくる。しかし、アルフは笑みを崩さない。

「お前はまだあいつのことを友だと思っている。だからこそあいつの姿を見て苛立つし、あいつを馬鹿にした俺に対して怒りを抱いたんだろ」

　笑いながら、アルフは濁にごりを帯びた眼でフォルゲルの真意を見透かす。

「俺がお前の望んでいることを叶かなえてやるよ。だから取引をしようぜ」

『……くだらん戯ざれ言ごとだ。貴様の言葉を信用する道理などあるはずもない』

「へぇ、つまり道理があれば信用するってか。てっきり聞く耳すら持たないと思ってたけど、お前がまだ自分の望みを捨てていないっていうなら交渉の余地がある」

　アルフが笑いながら指摘した瞬間、フォルゲルは不機嫌そうに首を背そむける。

「俺はこの勝負に負けるわけにはいかない。だけどお前が試合に出てきたら、あいつはきっと動揺してまともに竜を操あやつれなくなる。それなら勝つのは容易たやすいってことでな」

『それが取引……か。気に食わんな、私に近づいてくる人間のほとんどは腹の底が見え透いていたというのに、貴様の内は汚れきっていてまるで見えん』

「そいつは最高の褒ほめ言葉だ。俺は噓うそつきで屁へ理り屈くつこねて相手を騙だます人間なんでな」

　だけど、とアルフは言葉を続ける。

「約束だけは必ず守る。だからこそ、交渉って形で話を持ち掛けてるんだ」

『……なんとも、まるで信用に値しないようなニンゲンだ』

　そんな言葉を口にしながらも、フォルゲルはゆっくりと自身の巨きよ軀くを持ち上げる。

『……私は貴様を信用しない。ただ利用してやるだけだ』

「ああ、それで構わない。交渉ってのは建て前を並べて相手を利用するもんだ」

　立ち上がったフォルゲルを見上げながら、アルフは不敵な笑みを浮かべた。
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　竜りゆう騎き士し訓練場には竜りゆう舎しやの職員だけでなく、ドラクレアの竜騎士たちまで集まっていた。先ほどの騒ぎをどこかから聞き付けたのだろう。

　そんな騒ぎの中心に、アルフとヴェインの二人は立っていた。

「勝負は単純なレース方式だ。この訓練場から出発して、山や森に立てられている飛行訓練用の目印を通過して再び戻ってくる、それだけだ」

「へいへい。単純でわかりやすいことで」

　地べたに横たわるアルフを見て、ヴェインは顔をしかめる。

　今のヴェインは魔ま騎き士しとしての装備ではなく、竜騎士が用いる軽量の板金鎧よろいを身に付けている。今回は戦闘ではなく速さを競うのが主であり、そういった僅わずかな重みの違いで勝敗が分かれることもあるからだろう。

　竜に取り付けられた竜りゆう具ぐの調子を確認してから、ヴェインはアルフへと尋たずねる。

「……お前は準備をしなくていいのか」

「いや、だって俺にできることはないしな。元竜騎士様のお前と違って俺は竜具の付け方とかわからないし、気の弱そうな竜舎の職員を捕まえて丸投げしてきた」

「竜は竜騎士にとって空で一番身近な存在だ。それを適当に──」

「だから俺は竜騎士じゃないって言ってるだろ。俺はセンタリアの魔騎士だ」

　寝そべりながらも、アルフは冷やかな声をヴェインに浴びせる。

　睨にらんでくるヴェインを気に掛けることもなく、アルフが軽く欠伸あくびをしていた時……竜舎から、訓練場へと向かってくる竜の姿があった。

　竜具を身につけ、陽光を浴びて黒光りする竜の姿。

「よう、遅かったじゃないか」

『……ここ数年、竜具を身につける機会がなかったものでな。それと、竜りゆう務む員いんが私に怯おびえて手間取ってしまったようだ』

「そいつはあの女の人に悪い事をしたなぁ。お前が日頃からフレンドリーに接してたらよかったんだし、これが終わったら竜務員の人らと仲良くしてやれよ？」

『それは私の性分ではない。そして、貴様の言葉に従うつもりも毛頭ない』

　フォルゲルの様子を見て苦笑していた時、今まで黙っていたヴェインが口を開いた。

「……なぜ、フォルゲルがここにいるんだ」

「なぜって、そりゃ俺の乗る竜だからここにいるんだよ。こいつだって『演武に参加しない竜』だし、人間を襲う危険が無いなら連れ出したって構わないだろ？」

「お前には聞いていないッ！　フォルゲル、なぜこいつを背に乗せることを許したんだ!?」

　怒声を上げてヴェインはフォルゲルを問とい質ただすが、フォルゲルは何も答えない。そんなヴェインたちのやり取りを他よ所そに、アルフは軽々とフォルゲルの背に跨またがる。

「おら、こっちは貴重な時間を割さいて付き合ってやってるんだ。さっさと始めようぜ」

　アルフの言葉を無視して、ヴェインはフォルゲルを見つめていたが……やがて、傍かたわらにいる自身の竜に跨またがった。

『……なんとも、辛いものだ』

「悪いが今は我慢してくれ。それより、お前には勝負に勝ってもらわないと困るんだ」

　そうアルフが口にした瞬間、フォルゲルは鼻を鳴らして笑った。

『フン……勝敗など既に決まっている。私が他の竜に負けることなどあり得ない』

「そいつは頼もしい限りだ。んで、俺はお前に乗ってる間はどうすればいい？」

『貴様がやるべきことは一つだ。それ以外は何もしなくていい』

　アルフが怪け訝げんそうな表情を浮かべる中、フォルゲルは首を持ち上げ……ただ一点、空へと視線を向けながら答える。

『気絶するな──それだけだッ!!』

　炸さく薬やくの弾はじける音が鳴り響ひびいた瞬間、アルフの全身が見えない手で殴られたかのように、勢いよく後方へと引っ張られた。

　周囲の光景が瞬またたく間に変わり、あっという間に蒼あおと白の世界へと変わる。しかし、急激な変化によってアルフの視界は狭まり、徐々に景色から色が失われていく。

『小僧、全身に力を込めろ。腹に力を込め、短く、そして強く瞬間的に呼吸をしろ』

　もはや言葉を返す余裕すらなく、アルフは震える手で左腕の短剣を抜き放ち、ただ言われた通りに全身へと力を込めて肺の空気を絞り出すように息を吐く。

　ようやく、身体に起こった変調が治まっていき、徐々に視界などが安定していく。

「────ッはぁ！　ちくしょう死ぬかと思ったッ!!」

『ほう、今の一瞬で持ち直したか。引き離すために本気を出したから気絶しても仕方ないと考えていたが、口だけでなく骨のあるニンゲンらしい』

「やるならやるって先に言えよ……ッ」

《深血の応剣アンフオート》で自身の身体を操あやつり、フォルゲルの言葉に従っていなかったら、あのまま呼吸もままならずに背の上で気絶していたことだろう。

『不本意ながら私の背に乗せてやっているのだ。意い趣しゆ返しくらいは許容しろ』

「へいへい……それで、あいつとはどれくらい差を離したんだ？」

『後ろを見てみればわかる。もっとも、見える位置にいればの話だがな』

　風の流れに注意し、アルフは後方へと顔を向ける。しかし、そこにはヴェインの姿はおろか、竜の影すら見当たらない。それほどの速度でフォルゲルは空を駆け抜けたらしい。

『本来ならば風の強さ、流れ、気流の位置などを読み、その竜が動くのに最適な指示を出すのが竜りゆう騎き士しの役目だ。だが、私は自身の経験から指示が無くとも風を読むことができる。指示が必要な若い竜に乗っている分、決して追いつかれることはない』

　フォルゲルがそう断言したのを聞き、アルフは軽く息を吐いて安あん堵どする。万が一負けてしまったらフィリーネになんと言い訳をしようと考えていたが杞き憂ゆうで終わりそうだ。

「さて……こうなっちまうと暇ひまだな。ゴールするまで適当に話でもしてようぜ」

『……貴様に緊張感というものはないのか』

「緊張してるより気楽でいる方がいいだろ。それより、一つ訊きいていいか？」

　フォルゲルが無言のまま首を軽く持ち上げたのを見て、アルフは気になっていたことを尋たずねてみることにした。

「お前、どうして人間が嫌いになったんだ？」

　フォルゲルの態度は人間に友好的とは言えず、むしろ嫌っているかのように見えた。

　竜には性格の差はあれど、基本的に人間に対して友好的であり、人間に危害を加えるのは野生の中で生きる竜が大半であると書物には書かれている。しかし、竜りゆう舎しやにいた職員は「フォルゲルは過去に何度も人を傷つけている危険な竜」と口にしていた。

『……人間は我々のことを同胞と呼ぶ。しかし、我々のことを戦いくさの道具としか見ない人間も少なからずいた。そのような人間ばかりではないと頭では理解していながらも、私が乗せた人間たちはそのような輩やからたちであった』

　苦々しい声こわ音ねで、フォルゲルは自身の過去について語り始める。

『そうしている内に私は人間に嫌気が差し、人を背に乗せることを拒み続けて生きてきた。人間を追い払うように威い嚇かくし、それでも無理やり乗ろうとしてきた人間は雷によってその身を焼いた。その結果が「竜りゆう騎き士し嫌いのフォルゲル」というわけだ』

「でも、昔はあのノッポくんを乗せてたんだろ？」

『……ああ、ヴェインのことか。最後に見た時よりずいぶんと背が伸びたものだ』

　少しだけ口調を和らげ、その声音もどこか柔らかい印象を受ける。

『ヴェインは周囲の人間が止めるのも聞かず、私に声を掛けてきた。さすがに幼子に危害を加えるわけにはいかず、その言葉を無視して冷たくあしらっていたのだが……奴やつは毎日私のところに来て、いつも同じ質問をしてきたのだ』

　嬉うれしそうに、フォルゲルはその言葉を口にする。

『空はどんなところなのか……とな。その言葉から始まり、そこからはずっと空についての質問ばかり投げ掛けてきた。それで私も面倒になって質問に言葉を返すようになり、いつしか説明が面倒になって、実際にヴェインを背に乗せて飛ぶようになったのだ』

　ただ一人、友と呼べる人間と過ごした楽しい日々をフォルゲルは思い返す。

『毎日、毎日……時間が許す限りヴェインを背に乗せて飛び、そしてヴェインもまた憧れを抱いていた空の景色を知り、千変万化する空模様にいつも心を躍らせていた。そんな姿を見ていて……私も、人を背に乗せて飛ぶとことに楽しみを見み出いだした』

　おそらく、今までフォルゲルは戦いに赴おもむくためにしか人間を乗せてこなかった。だからこそ、純粋に人間と一緒に空を飛ぶという機会が一度も無かったのだろう。

『ヴェインが抱いていた空への想おもいに対して、私も応こたえてやりたいと思った。だからこそ、私は背に乗せることを許したが……その想いは年月を経るごとに失われていった』

「……どうしてだ？　話を聞く限りじゃ、バカみたいに空が好きだったんだろ？」

『ヴェイン自身は確かにそうであった。しかし、奴やつの生家は竜りゆう騎き士しとしての名門であり、本来家督を継ぐ姉は自由奔放な性格ゆえ、自分の竜と共に家を飛び出してしまっていた。だからこそヴェインは後継ぎとなるべく、竜騎士としての訓練を幼い頃から叩たたき込まれた』

　貴族や名門といった存在は何よりも家の歴史と血筋を重んじるものだ。家督を継ぐべき存在が家を出てしまった以上、何があろうとも家を存続させるために、弟であるヴェインを後継者として立てることにしたのだろう。

『過酷な訓練と家督という重責の中で、ヴェインは友として私の背に乗るのではなく、「竜騎士になる」ために私の背に乗って空を飛ぶようになった。まるで……私を道具として扱った竜騎士たちと同じようにな』

　共に過ごした友の心情をフォルゲルは語って聞かせる。

『奴は竜騎士になりたかったのではなく、ただ空が好きなだけだった。しかしその境きよう遇ぐうによって竜騎士となる道を強いられ……挙あげ句く、その竜騎士になることも叶かなわなかった』

「それは……養子に出されたからか？」

『その通りだ。十国が争っている最中であるなら、ヴェインも竜騎士になるはずだった。しかしその直前で戦いくさは終わり、軍備の縮小によって当時の竜騎士訓練生たちは竜騎士への就任を見送られた。そして……それに合わせて、家督を継ぐはずであった姉も帰ってきた』

「……なんともまぁ、タイミングの悪い話だ」

『まったくだ。そして訓練生でしかないヴェインは、姉が戻ったことによって他家に養子として出されることになった。所詮は姉の代わりでしかなかったと言わんばかりにな』

　そう語るフォルゲルの声こわ音ねには、微かすかに怒ど気きが含まれている。

『奴が空に抱いていた想いは純粋で尊く、どこまでも綺き麗れいなものであった。それを……ヴェインの境遇が、時代が、そして何より周囲の人間が歪ゆがめ、その想いを奪ったのだ』

　フォルゲルの言葉に対して、アルフはただ何も答えずに耳を傾け続ける。

『ヴェインが他家の養子に行くと告げた時、奴は涙を流しながら私に告げた。「俺はお前の友であるために、お前のもとから去ることにした」とな。ヴェインは友として私の背に乗っていなかったことを自覚し……それを悔いて、他の道に進むことを決めたのだ』

　しかし、ヴェインは新たな道を歩むのではなく、ドラクレアに戻ってフォルゲルとの再会を喜び、昔のように一緒に飛ぼうと口にした。

『数年ぶりに会ったヴェインの眼は……別れた時から何も変わっていない。空を飛ぶのを誰よりも好いていながらも、私の友でいられなかったことを悔い、どこに向かうわけでもなく立ち止まっている。その狭はざ間まで苦しみ続けている友の姿が……私は何よりも辛い』

　別の道に進むこともできず、純粋な気持ちであった過去にも戻れず、ただその場に立ち尽くすことしかできない。そんな中途半端な場所にヴェインはいる。

　そんなヴェインの姿を想像しながらアルフは呟つぶやく。

「……あいつは、色々と諦あきらめちまったんだろうよ」

　かつての幼おさな馴な染じみの姿、そして無力であると自覚してしまった自分の姿を重ねる。そしてフォルゲルの話を聞き、ヴェインに抱いていた感情の正体を知った。

『……さて、つまらない話は終わりだ。私の着地は荒いから、舌を嚙かまないようにしろ。マヌケな奴やつはそれで死ぬこともある』

　地面が近づいているというのに、フォルゲルは減速する様子を見せない。それが過去を語った気恥ずかしさを誤ご魔ま化かすためだと理解し、思わず苦笑した。

「降りる前に……お前の望みを聞かせてくれ。内緒話は今しかできないからよ」

『貴様に叶かなえられる願い云うん々ぬん以前に、私としては既に捨てた願いでもある。だから……私がこのような言葉を口にするのは、これが最初で最後となるだろう』

　自嘲するような声こわ音ねと共に、友人思いの優しい竜は自身の望みを口にする。

『私の願いは……空が大好きだった友とまた一緒に空を飛びたい。ただそれだけだ』

　フォルゲルが胸に抱き続けていた言葉は……地面との衝突音によってかき消された。
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　アルフが着地の衝撃で痛めた身体を伸ばしていた時、大きく遅れてヴェインが訓練場へと戻ってきた。そしてヴェインはすぐさま竜の背から飛び降り、怒りの形相を浮かべてアルフの下へとやってくる。

「……勝負は無効だ。やり直しを要求させてもらう」

「おいおい、そりゃないだろ。勝負は俺の勝ち、『翔竜演武ドラグフエヒト』の《駆かり手て》も俺のままだ」

「今のが勝負だと!?　さっきのは純粋な乗り手の技量ではない。どちらが『翔竜演武』の《駆り手》として相応ふさわしいか決めるのなら、同じ条件下で勝負をしなければ意味などないッ!!」

　怒りのままに叫びながら、ヴェインはフォルゲルを睨にらみつける。

　頭に血が昇って我を忘れているヴェインが、次に何を言うのか想像がつく。

「フォルゲルなら誰であろうと俺に勝つことができるし、俺がフォルゲルに乗っていればお前以上に速く飛ぶことができた。今のは明らかに竜による性能の差が──」

　ヴェインの言葉はそれ以上続かなかった。

　振り抜かれたアルフの拳こぶしを顔面に受け、ヴェインの身体は後方へと軽く飛んだ。

　ヴェインは尻もちをついた状態のまま、呆ぼう然ぜんとしながらアルフの顔を眺めていた。

「『性能の差』とはよく言ったもんだ。相棒だなんだと言っておきながら、今のお前は竜のことをただの『道具』としか見てない。かつての相棒を愚弄しただけじゃなく、お前のワガママに付き合って走ってくれた竜すらも貶おとしめるとはふざけた話じゃないか」

　怒りではなく、どこまでも無表情のままアルフはヴェインを見下ろす。

「そうやって逃げ続けて満足するなら、一生そうやって生きてろ。何もかも諦あきらめてる半端者のお前にはお似合いの生き方だ」

「お前に……何がわかると言うんだ」

「『仕方なく』親の言葉に従って、姉の代わりだと理解しながらも『仕方なく』竜りゆう騎き士しを目指して、自分を許せなくて罪滅ぼしに『仕方なく』他家の養子になった。そうやって何もかも諦めて生きてきた奴やつのことなんか、わかりたいとも思わねぇよ」

　嘲あざけるようなアルフの言葉に、ヴェインは立ち上がって勢いよく拳こぶしを振り上げ──




「二人ともやめなさああああああああああああああああああああいッッ!!」




　突然聞こえてきた声に振り向いたのと同時、アルフとヴェインの間を割るようにして蒼あおの大剣が轟ごう音おんを立てながら地面を抉えぐった。

　誰もがその光景に言葉を失い、そして大剣が飛んできた方向に視線を向ける。

　立ち込める土煙の先に立つ……眉を吊つり上あげているフィリーネの姿。

「アルフの戻りが遅いので、てっきりサボってるんじゃないかと思って様子を見に来てみれば……あなたたち二人は他国の者がいる場で何をしているんですかッ!!」

　腰に手を当てながら、フィリーネは二人を叱しつ責せきする。

「二人の間に何があったのかは知りません。ですが、これ以上センタリアの人間として失態を晒さらすのならば……私も黙っているわけにはいきません」

　フィリーネの怒りを治めるために、アルフが事の次第について弁解しようとした時、再びドラクレアの人々がざわめき出す。

「あーあ、何の騒ぎかと来てみたら……なんとも愉快なことをしてたみたいね」

　赤い髪を揺らしながら、フィオナはゆっくりとアルフたちに近づいていく。

「あちゃー、殴り合い？　あたしとしては別に構わないっていうか、むしろ煽あおりたいところなんだけど、立場的には止めなきゃいけないのよねー」

「……申し訳ありません、フィオナさん。我が国の人間が無む闇やみに騒ぎを起こしてしまったようで……どのような処罰でも甘んじて受けさせてもらいます」

　フィリーネが頭を下げたのを見て、フィオナは軽い調子で手を振って見せる。

「いいのいいの。別に処分を下すようなことでもないし、センタリアの人間に竜を貸し出す許可は出しているから御お咎とがめもなし。ただ……身内の恥は正してやらないとね」

「えっと……身内の恥、というのはどういう意味ですか？」

　フィリーネが首を傾かしげたのを見て、フィオナは溜ため息いきと共に視線を下げる。

　苦々しい表情を作りながら俯うつむくヴェインの姿。

「あんたがセンタリアに来てるってのはガイストから聞いてたけど、一度も挨拶に来ないなんて酷ひどいんじゃない？」

「……挨拶をするような間柄でもないだろう」

「そうっちゃそうだけど、はっきり言われるとお姉ちゃん悲しいわねー」

「え、姉って……ヴェインさんって、フィオナさんの弟さんだったんですか!?」

　肩を竦すくめながら頷うなずくフィオナを見て、フィリーネは驚きよう愕がくを露あらわにする。

　何も答えないヴェインに対してフィオナは最初こそ軽い調子で笑い掛けていたが、途端に表情を改め、凛りんとした雰囲気をまとう。

「あんたたちがなんで揉もめてたのかわからないし、そこを問とい質ただすつもりもない。だけど、ヴェイン。あんたが間違っているってことだけは断言できるわよ？」

「……そんなこと、言われなくてもわかっている」

「でしょうね。竜を道具として扱うのは竜りゆう騎き士しの信念を汚すだけでなく、朋ほう友ゆうである竜の尊そん厳げんを貶おとしめる行為。竜騎士を目指していたのならそれくらい知ってるでしょう？」

「だからわかっていると言っているだろうッ!!」

　苛いら立だちと共に、ヴェインは感情的に叫ぶ。その怒りはフィオナの指摘ではなく、禁句を口にしてしまった自身に向けられているような気がした。

　叫んだことで多少落ち着きを取り戻したのか、ヴェインは大きく息を吐き、先ほどまで自分が乗っていた竜へと向き直る。

「……すまなかった、オッテル。たとえ頭に血が昇っていたとしても、お前に対して言ってはならないことを口にしてしまった」

『なぁに、俺は別に気にしてないから構わねぇさ。むしろ俺を選んでくれたってぇのに、無様な負け方をさせちまって悪かったな兄ちゃん。これを機に俺も励はげむことにするさ』

　オッテルと呼ばれた竜は、そんな言葉と共に薄緑の翼を軽くはためかせる。どうやら懐ふところの深い竜であるらしい。

　そして、ヴェインは一度フォルゲルに目を向けたが……言葉を掛けることなく、フィリーネへと向き直って深々と頭を下げる。

「此こ度たびの件は私が手前勝手に行いました。センタリアの魔ま騎き士しとして、他国の者がいる場で恥ずべき行為をしたと反省させていただきます」

「……くれぐれも、ドラクレアの方々に迷惑を掛けることはしないでくださいね」

「胆に銘じさせていただきます。それでは、私は頭を冷やしてくることにします」

　フィリーネに頭を下げてから、ヴェインはふらつく足取りでその場を去っていく。

「まったく、なんとも可愛かわいげのない弟に育ったもんねぇ」

「えっと、まだ色々と整理ができていないのですが……？」

「んー、そのあたりを話すために、ちょっとお茶でもしましょうか。仕事はガイストの奴やつに全部任せておけばいいし、愚弟の行いは姉としてちゃんと詫わびないとね」

　フィリーネにそう告げてから、フィオナはアルフにも視線を向けてくる。つまりはお前も来いという意味なのだろう。

「はい。それではお供させていただきますが……その前に、少し時間をもらえますか？」

　満面の笑みと共にフィリーネが振り向いた瞬間、嫌な予感がして逃走を図ろうとする。しかしそれを完全に予期していたのか、寸前でフィリーネに襟えりを摑つかまれてしまった。

「ふふふ……アルフ？　あなたは私が目を離すと問題しか起こさないんですか……？」

「いやー俺もこんな騒ぎにするつもりじゃなかったんだけどなぁ」

「これが騒ぎじゃなかったらなんだと言うんですか？　いいから目を逸そらしてないでこっちを向いてちゃんとお話しましょう……ッ!!」

　ギリギリと襟を締め上げられて呼吸が苦しくなっていく。なんとか事情を説明しようとフォルゲルに助けを求めようとしたが、我関せずと言わんばかりに欠伸あくびをしていた。

「さて……楽しいお茶会を気持ちよく行うために、しっかりとお説教しますからね？」

　そう告げた瞬間、フィリーネは表情を一変させて怒りの形相を作りながら説教を始めた。





　◇






　短時間ながら濃密な説教を行われた後、アルフとフィリーネは高位の竜りゆう騎き士しに与えられるというフィオナの私室に案内された。

「いやー、あたしと世話係の子以外入らないような部屋だから散らかってるけど、あんまり気にしないでね。とりあえずコーヒーでいい？」

「……えっと、何かお手伝いした方がいいでしょうか？」

「そんなの気にしなくていいのよ。リーネちゃんはあたしにとってはお客さんなわけだし、適当にくつろいじゃってていいわよー」

　フィオナにそう言われながらも、フィリーネは落ち着かない様子で部屋を見回している。

　部屋の広さは個人に与えられた物とは思えぬほど広く、机や椅子だけでなく、壁紙や床に敷かれた絨じゆう毯たんに至るまで、豪ごう奢しやな部屋に相応ふさわしい物が使われていると一目でわかる。燭しよく台だいや窓枠といった細かな箇所の意匠も緻密で、職人の腕の確かさが窺うかがえる。

　だというのに、それら全てを台無しにするほどフィオナの部屋は散らかっていた。

　机には仕事の書類らしき紙が溢あふれて床に落ち、槍やりの手入れに使ったらしい砥と石いしや羊毛、その他にも様々な物が散乱し、オイルの瓶びんが床に転がって高価な絨毯にシミを作っている。唯一まともなのはベッドとキッチン周りくらいで、それ以外は見るも無む残ざんな酷ひどい有様だ。

　ガチャガチャと床に散乱する物をかき分け、フィオナはキッチンで湯を沸かし始める。

　やがて、コーヒーの芳ほう醇じゆんな香りが部屋中に漂い始めたところでフィオナは口を開いた

「さってとー、まずは何から話そうかしらねぇ」

「……もう一度確認するけど、本当にあのノッポくんはフィオナさんの実弟なのか？」

「ノッポくんって……ああ、ヴェインのことね。あの子は正真正銘、血の繫つながったあたしの弟よ。ドラクレアで知らぬ者なし、竜りゆう騎き士しの中の竜騎士、竜に愛された名家マルボルクの人間……まぁ、今は遠縁のラフロイグ家の人間になってるけどね」

「なるほど。性格が似てないどころか正反対だから、思わず確認しちまったよ」

「あははっ！　そう言われるってことは、あの子は相変わらず真面目で堅物ってわけね。そりゃ大おお雑ざつ把ぱなあたしが姉って言っても信じられないでしょうよ」

　カラカラと笑ってから、フィオナは懐かしむような表情を浮かべる。

「そんな名家ってこともあってか、うちの両親は家柄やら堅苦しい事にこだわってるような人たちでね。それに嫌気が差してあたしは家を出てアーロンに拾われたってわけ。あの頃は本当に好き勝手しまくってたから楽しかったわー」

「親父おやじと一緒に好き勝手してる姿が容易に想像できるってのがな……。だけど、それならなんでドラクレアに戻って竜騎士団長なんてやってるんだ？」

　アルフの疑問に対して、フィオナは一瞬言葉を詰まらせてから……やがて、困ったような笑みを作りながら答える。

「あたし……というより、ガイストや他の奴やつらもだけどさ。みんな理由は違ってもアーロンっていう人間に惹ひかれて、その後ろをずっと歩いてきたのよ。だけどアーロンが死んでから、あたしたちはどうすればいいのかわからなくなった」

　かつてアルフとフィリーネも見ていた、アーロンという人間の背中。

「戦争の無くなった世界で生きていくのか、それとも頑かたくなに目的を貫つらぬくのか、別の目的を見つけるのか……それを見つけるためにあたしたちは解散して、それであたしはなんとなく生まれ故郷のドラクレアに戻ってきたってわけ。そんなつまらない話よ」

　自嘲するように笑って見せてから、フィオナはすぐにその笑みを消す。

「あたしがそんなつまらない理由でドラクレアに帰ってきたせいか、どんどんつまらない事が積み重なっていってさ。ただアーロンに引っ張られていただけで英雄の仲間って担ぎ上げられて、しかもヴラディス公直々にマルボルクの家を継ぐように言われちゃってね」

「えっと……女性とはいえ、実力のあるフィオナさんが家を継ぐのはわかります。ですが、なぜヴェインさんは竜騎士を目指さず、ラフロイグ家の養子となったのですか？」

　ラフロイグ家についての話はアルフも少しだけ覚えがある。センタリアの貴族であり、卓越した槍そう術じゆつを有する近衛このえ魔ま騎き士しを何人も輩出してきた実績を持つ家系である。

　だが、なぜ本家と言えるマルボルク家から、ラフロイグの養子に出されたのか。

「マルボルク家は竜りゆう騎き士しとして優秀だったけど、他の貴族ほど資産や発言力を持っていたわけじゃない。だけど十国戦争が終わった後、マルボルク家は国の復興に率先して力を入れることで民衆の支持を得て、公主ヴラディスに次ぐ確固たる地位を手に入れた」

　その先を語ろうとした時、フィオナの表情があからさまな嫌悪によって歪ゆがむ。

「だけど、その復興資金は明らかにマルボルク家の資産だけじゃ賄いきれない額だった。それで……うちの両親はある条件を持ち掛けてラフロイグ家に資金援助を申し入れた」

　吐き捨てるようなフィオナの言葉を聞き、アルフたちもその理由を察した。

「つまり、あいつはラフロイグ家に売られたってわけか」

「なんで……そんな、親が子を売るような真ま似ねをしたと言うのですか!?」

　義憤によってフィリーネが勢いよく立ち上がり、テーブルが音を立てて揺れる。それを見たフィオナは額に手を当てて軽く頭を振る。

「……ちょっとアルフ、売ったってのは言い方が悪いわよ。ラフロイグ家は十国戦争で子し息そくを失い、せめて家だけは残そうとして跡目になる人間を探していた。それをうちの両親がヴェインを養子にやるのを条件に、資金援助を申し込んだ。貴族ならよくある話よ」

「どう言い繕ったところで、金と引き換えにあいつを渡したんだから同じだろう」

「返す言葉もないわねぇ……。あたしがドラクレアに戻ってきて英雄扱いされてる裏で、そんな話を進めてたなんてね。そのせいで……あの子の居場所は無くなったのよ」

　フィオナが戻ってきたのは両親にとって僥ぎよう倖こうだっただろう。平和をもたらした英雄の仲間という肩書まで付いている。家督を継ぐには十分すぎるほどだ。

「うちの両親は今のマルボルクの地位は不当だとして、隙すきあらば他家よりも優位に立とうって考えてる野心家でね。そのためなら自分たちの子供も道具のように扱う。だから、あたしはそれが嫌で家を飛び出したんだけどねぇ……」

　しかし、十国戦争が終わったことでフィオナはドラクレアに戻り、両親の思惑によってマルボルク家の地位向上のために利用された。

「あたしが『道具扱いするな!!』って言って家を飛び出した時に、自分たちのやり方が間違っているって気づいて欲しかったのに……あの両親たちは言うことを聞かないあたしの代わりに、ヴェインを自分たちの人形にしたんだもの。腹が立つったらありゃしない」

「ま、あんたの両親が養子に出した件については色々あるが……。それより、ラフロイグの奴やつらはそのことについて何とも思わなかったのか？」

「あー……そこがまたなんともね。ラフロイグの人はある程度年齢がいっていたから子供がほとんど望めなくて、本当に養子を探していただけだったのよ。そこにうちの両親が付け込んで後から騙だますように資金援助の話を行った。そしてラフロイグの人たちはヴェインを気に入ったみたいで、感謝の気持ちとしてマルボルクに資金を送ったって感じかしら」

　重い溜ため息いきをつきながらフィオナは複雑そうな表情と共に頭をかく。

「一度はヴェインを連れ戻そうとも考えた。だけど、ヴェインから受け取った手紙にはよくしてもらっているって書いてあるし、ラフロイグの人らからは素晴らしい子をありがとうって感謝の手紙が来るし……そこに余計な手出しをするのもどうかと思ってね」

　幸いにもラフロイグ家の人々は善良で、ヴェインは快く受け入れられた。そこへ今さら口を挟むだけでなく、一番の被害者であるヴェインをこれ以上傷つけないように配慮して、フィオナはラフロイグ家に対して何も言わなかったのだろう。

「あの子はバカみたいに真面目だから、親の言うことには絶対に従う。それがわかってたのに、あたしは自分勝手に家を飛び出して、気の向くままにドラクレアに戻ってきて……それで、あの子を追い出しちゃった。ダメな姉すぎて自分が嫌になっちゃうわよ」

　そこまで語り終えたところで、フィオナは重い空気を払ふつ拭しよくするように身体を伸ばす。

「いやー、ごめんね。こんな重くてつまらない話をしちゃって。だけどあの子の行動にも色々理由があったってことを知ってもらいたかったからさ」

「ああ、それについてはフォルゲルからも聞いているよ。だからこそ殴ったんだけど、そこについては謝あやまらないでおくからな」

「おー怖い怖い。怒ると手が出るあたり、アーロンの息子って感じねぇ」

　フィオナがけらけらと笑っていた時、何かに気づいてフィリーネに視線を向ける。

「リーネちゃん、大丈夫？　ちょっと顔色が悪いみたいだけど」

「……え？　いえ、すみません。少し昔のことを思い出してしまったもので」

　力無く笑ってから、フィリーネは誤ご魔ま化かすようにカップに口をつけ──そして固まった。

　何事かと思って様子を眺めていると、フィリーネは少しだけ身体を震わせている。そして、長い時間を掛けてようやく喉が動き出した。

「ぅ、ぅぁ……に、苦いです……」

　なんとか飲み下して言葉を絞り出したものの、その眼には薄うつすらと涙が滲にじんでいる。

　アルフも自分のカップに口をつけてみるが、よほど濃く入れられたのか、酸味や香り以上に苦味が強く出てしまっている。

「あ、いつも濃いコーヒーを淹いれるから、つい癖で……。ごめんね、飲めないなら残しちゃっても構わないからね？」

「い、いえ……せっかく出された物を飲まないのは、フィオナさんに悪いので……」

　そう言いながらも、フィリーネは思い詰めるような表情でカップを見つめている。どうしてこの幼おさな馴な染じみは無理ばかりしようとするのだろうか。

「フィオナさん、悪いけど砂糖もらえるか？　ミルクもあれば助かるけど」

「砂糖だったらあるだろうけど……あたしが普段ブラックでしか飲まないから、ちょっと探すのに時間掛かるかもしれないわね……」

「だろうな……ウィンの部屋ほどじゃないけど、この中から探すとなると骨が折れそうだ」

　本に溢あふれているウィンの部屋を思い出しながらそんな言葉を口にした時、フィオナは微かすかに眉をひそめながら尋たずねる。

「アルフ、あんたウィンのことを知ってるの？」

「知ってるも何も、ウィンは俺の師匠だよ。子供の頃から法術について教わっていて、今は読書仲間だったり避難所の提供者だったり、そんなところだ」

「へぇ……ガイストのことだから、あんたをウィンに近づけさせないと思ったんだけどね」

「いや、なんでとっつぁんがそんなことをするんだ？」

「なんでって、そりゃ……ウィンはあんたにとって──」

　フィオナは強こわ張ばった表情で何かを口にしようとしたが……言葉を止め、軽く息を吐く。

「アルフ、あんたウィンのことどう思ってるの？」

　フィオナの言葉に茶ちや化かした様子はなく、どこまでも真剣な表情を作っている。だからこそ、アルフも真剣に言葉を返すことにした。

「ウィンには感謝してるよ。あいつがいなかったら俺は一生腐ってただろうし、法術以外にも色々な事を教えてくれた。それと……飯を食ってる姿は見ていて飽きないしな」

「……そう。あたしは今でもあの子を仲間と思ってるから、仲良くしてあげてちょうだい」

　微笑ほほえむフィオナに対してアルフは何も言わず、静かに首を縦に振る。

「さて、そんじゃ次は弟を慰めにでも行きましょうかね。あいつったらあたしのとこに顔すら出してないし、積もる話ついでに説教してやらないと。ああ、カップはそのままで構わないから、二人はゆっくりとしていってね。リーネちゃんも無理しなくていいから」

　普段通りの快活な笑みを浮かべてから、フィオナは忙せわしない様子で部屋の外へと向かって行く。動いてないと死ぬんじゃないかと思うくらい活発な人だ。

　ぬるくなったコーヒーに口をつけてから、アルフはフィリーネを見る。

　俯うつむきながらカップを見つめているフィリーネの姿。しかしそれは残っているコーヒーをどうするべきか悩んでいるわけではないらしく、視線もどこか定まっていない。

「……自分の道を他人に閉ざされた時、ヴェインさんはどんな気持ちだったんでしょうか」

　ヴェインの話を改めて思い返していたのか、フィリーネはそんな言葉を呟つぶやく。

「閉ざされたなら、無理やりこじ開ければいいだけの話だ。立ち止まって悩んでる間も時間は過ぎてくし、俺はそれで後悔したくなかったしよ」

　アルフは魔力も、剣術の才能も、そして体格や腕力にも優れなかった。自分の意思とは関係なくあらゆる道を閉ざされながらも、進むことを諦あきらめずに自分の道を切り開いた。それはフィリーネとの約束があっただけでなく、諦めたことを後悔したくなかったからだ。

　しかし、フィリーネはアルフの言葉に対して首を振る。

「それができるからこそ、アルフは本当の意味で強いんです。ですが……ほとんどの人は弱くて、どうしようもなくなって、そして諦めてしまうんです」

　過去の自分と重ね、俯うつむいているフィリーネを見て……アルフは軽く頭を叩たたいてやる。

「それなら誰かに手を引っ張ってもらえばいいんだよ。昔の俺がやったようによ」

　そんなアルフの言葉を聞き、フィリーネはようやくふわりと笑みを浮かべて見せた。

「……はい。いつか私が立ち止まったら、また昔みたいに引っ張ってくださいね」

「あいよ。それじゃまずは……そのコーヒーを飲むかどうか決めてくれ」

　ぬるくなったコーヒーを指さしたところで、フィリーネが何とも言えない表情をする。

「飲み、ます……ッ！　砂糖なしでも、私は飲み切って見せます!!」

「はいはいその反応だけで十分わかった。たかがコーヒー飲むのに気合い入れんなよ」

　ひょいとフィリーネの目の前にあるカップを手に取り、アルフは一息でその中身を飲み干す。少し冷めたせいで苦味が強くなっているが、飲めないほどではない。

「さて、あんまり長居するのもよくないし、とりあえず部屋を出て──って、おいなんで顔赤くして固まってんだ？」

　アルフがカップを置いて立ち上がろうとした時、なぜかフィリーネは口を呆ぼう然ぜんと開けたまま、こちらを見上げて顔を赤くしていた。

「な、ななな……なんで飲んじゃったんですかっ!?」

「いや、だって飲めないんだろ？　無理に飲ませるわけにもいかないし、だけどリーネは残すわけにはいかないって聞かないと思ったから、俺が代わりに飲んだんだよ」

「そうじゃないですそこじゃありませんっ！　だってこれ……か、間接キスですよ!?」

　自分で口にして余計に恥ずかしかったのか、さらにフィリーネは顔を赤らめる。その言葉によってようやく納得がいったので、アルフは軽く頭をかいてから答えた。

「たかが間接キスくらいで何言ってんだ？」

「たかが間接キスってなんですか!?　そんな不ふ埒らちなことを言うなんて思いませんでした!!」

「不埒って……そもそも、昔は『ニンジンきらいなのでアルフたべてくださいー』とか言って俺の口に無理やりフォークを突っ込んだりしてただろ。それを今さら言われてもなぁ」

「ま、また昔の話を持ち出して……ッ！　だからもう子供じゃないんですから、そういった軽率な行動は慎むべきですっ!!」

「それじゃ最近の話になるけど、訓練後に俺が水を飲んでた時、『私も喉が渇いたので少しもらっていいですか』って同じ水筒に口を付けてたけど、それは軽率じゃないのか？」

「ぅ……そ、それは訓練後で疲れていて、頭が回っていなかったのでノーカンです！」

　胸の前で大きくバツ印を作りながらフィリーネは否定する。なんとも横暴な姫様だった。

「へいへい。覚えてたら次から気を付けるって」

「……絶対アルフのことですから『いやーそういや忘れてた』とか言って同じことをやってくるんです……いえ嬉うれしいんですけど恥ずかしいような、何とも複雑です……」

　何やらフィリーネがぶつぶつと呟つぶやき始めたが、そこについてはあまり気にしないでおくことにした。今はそれよりも優先するべきことがある。

「とりあえず部屋に戻るぞ。ちょっと色々と考えなきゃいけないことができた」

「えっと、それは私のトラウマを克服する以外のことですか？」

　フィリーネが不思議そうに首を傾かしげたのを見て、アルフはどう答えるべきか決めあぐねているかのように口ごもる。

「……まぁ、俺の思い過ごしというか、気にしすぎってだけかもしれないけどな」

「それでもいいですから、ちゃんと言ってください。アルフは何でも一人で考えすぎですし、私だって一緒に考えることくらいはできるんですからね？」

　怒ったように言うフィリーネに苦笑してから、アルフは先ほどの会話で抱いた違和感について語る。

「本当に大したことじゃないさ。ただ……なんでフィオナさんは俺たちに家の事情を話したんだろうなって思ったんだよ」

「それは……竜りゆう騎き士しとしてヴェインさんの言動を咎とがめつつも、姉として弟であるヴェインさんを気き遣づかって私たちに話した、というわけじゃないんですか？」

「そうかもしれない。だけど、もしも今の話が何かの拍子で広まったら、マルボルク家の風向きは怪しくなる。貴族なら自分の子供を政治利用することもあるし、国の復興っていう大義名分もある。だけど俺みたいな庶民からしたら、実子を金で売ったって印象を受ける内容だ。弟のためとはいえ、そんな事情を俺たちに話す道理があるか？」

「……でも、私はフィオナさんの戦友であるクライド兄様の妹。アルフに至っては尊敬していたアーロン先生の息子です。だからこそ信頼してくれたのではないですか？」

「リーネはセンタリア王女っていう立場があるからまだ理解できる。だけど、俺が親父おやじの息子だからってだけで信頼するのは無理がある」

　英雄の息子が英雄であるとは限らない。そして英雄の息子が英雄と同じ性格であるとも限らない。現にアルフは父親の教えを受けながらも、正反対の考えで動くことが多い。

　ドラクレアを訪れてからまだ二日、人柄も何もわからない人間に家の汚点とも言える内容を聞かせる利点がアルフには思いつかない。

「……俺が何もかも疑って掛かる性分ってだけで、実際は思い過ごしだろうよ。フィオナさんの性格からして、そこまで深く考えているとは思えないしな」

「あなたはなんで息をするように失礼なことを言うんですか……。確かにフィオナさんは大らかな人だとは思いますが、アーロン先生と共に十国戦争を戦って、今ではマルボルク家の当主でもある方なんですから。もっと敬意を払うべきです」

　窘たしなめるようなフィリーネの言葉によって、アルフは虚こ空くうを見み据すえながら思考する。

「……ま、そこについては時間がある時に考えるさ。何よりも優先すべきことはリーネのことだし、約束もあるからノッポくんについても多少手を打っておかないとな」

「約束って……アルフがヴェインさんと衝突していたのと関係があるのですか？」

　アルフとヴェインが勝負をした事情を知らないフィリーネは、不安そうな表情を作りながらこちらを覗のぞき込んでくる。

「あー……あいつが昔乗っていた竜に頼まれたことだから、多少関係はある」

「……お願いですから、二人で争うようなことはしないでくださいね？　他国の目があるというだけでなく、自国の人間同士が争うのはあまり見たくないですから」

「安心しとけって。俺はあいつと喧けん嘩かしたいってわけじゃないし、そんな面倒なことに労力を割さきたいとも思わない。いっそ面倒事はまとめて解決して──」

　そこまで言い掛けたところで、アルフは顔を上げた。

「よし、ノッポくんもリーネのトラウマ克服訓練に取り込むことにするか」

「えっ……え？　でも、私のトラウマについて他言しない方がいいんですよね？」

　突然の方針転換にフィリーネは困惑するが、アルフは神妙な表情で何度も頷うなずく。

「あいつはドラクレア出身だけど、今はセンタリアの人間だから大丈夫だろ。そもそも最初はあいつを当てにしてたわけだし、諸もろ々もろの問題を解決するために協力してもらおう」

　というわけで、と前置いてからアルフは意い気き揚よう々ようと口にする。




「明日はレギンに乗ってピクニックだ」






三章　似た者同士たちの末路









　懐かしい夢を見ていた。

　ヴェインが初めてフォルゲルの背に乗って空へと昇った時の夢。

　何もない、海のようにどこまでも続いている蒼あおの景色。

　空に見えるのはフォルゲルと自分だけで、自分という存在を強く認識することができた。

　姉が家を出てしまってから、両親は「マルボルク家の跡継ぎ」として自分を求め、名家に相応ふさわしい優れた竜りゆう騎き士しとして教育を施ほどこしてきた。

　どれだけ厳しくても、辛くても、ヴェインは両親の言葉に従うしかなかった。

　雨や雪が降ろうとも外で大おお槍やりを振るうように言われ、たとえ手足の感覚が無くなろうとも、父親が納得するまで槍を手放すことは許されなかった。

　体力が尽きて動けなくなっても、父親は髪を摑つかんでヴェインを無理やり引き起こした。

「フィオナならば全てを完璧にこなし、息一つ乱すことはなかった」

　失意の込められた眼まな差ざしと共に、父親は必ずそんな言葉を口にした。

　そして、母親もまた父親と似たような人間であった。

　座学は母親から教わっていたが、何か一つでも間違えれば叱しつ責せきを受けた。

「フィオナは頭の足りない子だけど、竜のことで間違えたことなんて一つも無かったわ」

　説教は必ずその言葉から始まり、母親に監視されながら一晩中知識を詰め込まれ、眠気で意識が飛びそうになった時は容赦なく鞭むちで打たれた。

　他にも、両親からは訓練という名目で様々な仕打ちを受けた。

　疲労と睡眠不足で竜りゆう具ぐの手入れを怠おこたってしまった時、父親はヴェインが気絶するまで竜具でひたすら殴りつけた。

　丁寧にマルボルクの訓練竜を世話していた時、「訓練が嫌ならずっと竜りゆう舎しやにいろ」と言われ、数日間竜舎の中に閉じ込められた。

　風を読み損ねて竜を上う手まく操あやつれなかった時、寒風が吹ふき荒すさぶ峡谷の谷間に放置され、満足な食事も寝床も無い場所で一夜を明かすこともあった。

　そんな日々に耐え切れずヴェインが音を上げると、両親は決まってある言葉を口にした。

「フィオナの代だい替たい品にすらなれない出来損ないめ」

　姉は性格こそ破綻していたものの、竜りゆう騎き士しとしてあらゆる才能に満みち溢あふれていた。それに対し、ヴェインはあらゆる事をこなす「優秀」な人間でしかなかった。

　両親は他者を率いるような、才能に満ち溢れた天才の姉を求めていた。そんな姉がいなくなったことで初めて自分の居場所ができ、そして自分の居場所を守るために……どんな仕打ちを受けてでも、両親の言葉に従う「姉の代替品」で在あり続けるしかなかった。

　マルボルクの跡継ぎ、姉の代替品……そんな存在でしかなかった自分が、何もない空の上にいる間は「ヴェイン」としていることができた。

　両親によって行われる訓練、そして天才の姉と常に比べられる日々から逃げたくて、ヴェインは訓練という名目でいつもフォルゲルと共に空へと昇っていた。

　フォルゲルを友としてではなく……現実逃避の道具として扱っていたことに気づいた。

　自分の友が最も嫌うことを、他でもない自分がやってしまったという事を自覚し、罪の意識に苛さいなまれていた時……両親からラフロイグ家の養子に出されることを聞かされた。

　戦後のドラクレアでマルボルク家が覇は権けんを握るために金が必要であり、資金援助を得るため、ラフロイグ家の養子に出す必要があると、両親は包み隠さず全て話して聞かせた。

　そんなことはどうでもよかった。

　このまま竜騎士になったとしても、いずれヴェインはフォルゲルを道具として見てしまうかもしれない。フォルゲルを友だと思っているからこそ、それだけはしたくなかった。

　だからこそ……竜騎士の道を諦あきらめ、フォルゲルから離れることが償つぐないだと考えた

　今にして思えば、思い詰める前にフォルゲルを連れて家を飛び出してしまえばよかった。自分は竜騎士になりたかったのではなく、ただ友と空を飛んでいたかっただけなのだから。

　しかし、そんな空への想おもいを思い出したのはヴェインが養子になった後だった。

　自分の中にある空への想いと、友に対して許されない行為をした罪の意識。

　どちらもヴェインの中から消えることはなく、その狭はざ間までヴェインは立ち尽くす。

　そして……いつしかヴェインは進むことを諦あきらめ、立ち止まってしまった。





　◇






　目を開けた時、ヴェインの視界には見慣れぬ天井が広がっていた。

「……最悪の気分だな」

　改めてそう口にしたところで、気分が晴れるはずもなかった。

　ベッドから降り、カーテンを開けて外を眺めるとちょうど太陽が顔を覗のぞかせていた。夜空の群ぐん青じようと朝陽の朱色が混じり、その境界が薄緑に染まっている。

　綺き麗れいな空だと思ったのと同時、先ほど見た夢の内容を思い出して顔をしかめる。

　色鮮やかな空模様だというのに、そこにあるのは虚無感しかない。

「……俺は竜りゆう騎き士しではなく、魔ま騎き士しだ。空に想おもいを馳はせる必要などない」

　自分に言い聞かせるように呟つぶやいたところで、その想いが消えることはない。

　昨日、空を飛んでみて改めて理解した。自分はきっと空を忘れることはできない。目の前にある空がどこまでも空虚に感じても、ふとした拍子に空を想うだろう。

「……何もかも諦めている半端者、か」

　これ以上なく、ヴェイン自身を表すのに相応ふさわしい言葉だと思った。

　空を駆けたいという想いを捨てきれず、魔騎士として在あり続けることもできず、どうすることもできずに立ち尽くし、諦めてしまっている自分。

「俺は……どこで間違ったんだろうな」

　居場所など求めずにいればよかったのか。両親の言葉に従わなければよかったのか。空に思いを馳せなければよかったのか。フォルゲルと出会わなければよかったのか。竜騎士になりたいと思わなければよかったのか。ラフロイグ家の養子にならなければよかったのか。あらゆる全てを捨てて魔騎士として生きればよかったのか。

　正解など存在しないとわかっていながらも、そんな考えが延々と回り続ける。

　頭を振って終わりのない思考を振り払い、ヴェインは稽けい古このために鎧よろいを着込み始める。

　昨日アルフとやりあった件に関してはガイストの耳にも入ったらしく、「頭を冷やして反省させるために、『翔竜演武ドラグフエヒト』当日まで謹慎していろ」と告げられてしまった。しかし習慣としている朝稽古などをサボるわけにはいかない。

　大おお槍やりの具合を確かめて頷うなずき、訓練場へと赴おもむこうと立ち上がった時、ドアがノックされた。

「……まだ早朝だというのに」

　そう愚痴を零こぼした瞬間、ドアのノック音が激しくなる。こうなると急ぎの用件である可能性も出てきた。というより、放置したら音がうるさくて周囲に迷惑だ。

「どうした、何か急ぎの用件が──」

　言いながらドアを開けてみたが……そこには誰の姿もなかった。

「…………ちょっと、なんで無視するの？」

　ドアを閉めようとした時、眼下から声が聞こえてきてヴェインは視線を下げる。

　くすんだ銀の髪とヘッドドレス、見慣れたメイド服を身にまとっている少女。その表情はこれ以上ないほど不機嫌で、それを一切隠す様子もない。

「……なんだ、ハーレック妹。部屋を間違えたのなら、さっさと兄の部屋に帰れ」

「私がにーさんの部屋を間違えるわけないもんっ！　にーさんにあんたを呼んでこいって言われたからわざわざ呼びに来たのに!!」

「……ハーレックが俺を呼んでいる？」

　呼ばれる理由があるとしたら先日の一件だろうが、早朝に話す必要はないはずだ。しかし、他に思い当たるような用件は無い。

「ほらほらっ！　にーさんから隊長命令とか言ってなんとしてでも連れて来いって言われてるんだから！　わかったらキビキビ動いて外に向かう!!」

「いや、ちょっと待てそれより詳細を──」

　有無を言わさず、アンリはヴェインの手を摑つかんでずるずると引っ張り始める。ダメな兄の介護生活によって培つちかわれたのか、年頃の少女とは思えないほどの力がある。

「ちゃんと外へ行くからとりあえず手を離せ。それより……背中のバスケットはなんだ？」

「これ？　もちろんお弁当に決まってるでしょ。ドラクレアのメイドさんにキッチンを借りてにーさんとリーネさんのために作ったの。あんたの分も作っておいたから」

「今回の用件にはフィリーネ様も関わっているのか？」

「んー、私は詳しく聞いてないし、そこらへんはにーさんから聞いて！」

「お前……ハーレックから詳細すら聞かず、全員分の弁当を作って俺を呼びに来たのか」

「にーさんが私を頼ってくれるんなら、私はそれに対して全力で応こたえるだけだもん。それに、にーさんはすっごく頭がいいから、考えなしに行動なんてしないだろうし」

　自分の兄に対して全幅の信頼を置いているアンリを見て、ヴェインは小さく笑う。

「……そうか。お前にとって、ハーレックはそれほどの存在なんだな」

「うん。だから……私はあんたのことが嫌いだもん」

　はっきりと、アンリはヴェインに対して告げる。

「私はにーさんのことが世界一大好きだし、にーさんが本当はすごいってわかってるもん。だから、にーさんのことを悪く言うあんたなんて大嫌い」

　馬車でアルフについて聞かれた時、ヴェインは素直にダメな人間だと口にした。それは妹であるアンリにとってこの上なく不快な言葉だっただろう。

「……悪かったな。他人である俺からすればそう見えたとはいえ、少なくとも妹のお前に対して口にするべき言葉ではなかった」

　そう素直に頭を下げると、アンリは少しだけ驚いたように目を丸くした。

「……なんか、そうやって素直に謝あやまられるのは意外だったかも。他の魔ま騎き士しの人たちは今でもにーさんのことを悪く言ってたりするし」

　アンリの言葉通り、アルフは今でも近衛このえ魔騎士たちから蔑べつ視しを受けている。

『神闘カンフオル』で見せた活躍はアルフの実力ではなく、法術で相手の意表を突いただけの小細工に過ぎない……と周囲は陰口を叩たたいていたが、ヴェインの評価はむしろ真逆だ。

「……俺は実力という点に関して、お前の兄を下には見ていない。手段はどうであれ、『騎士祭典ヘクサフエステイバル』と『神闘』の二つで結果を残しているのは事実だ。法術についても多少調べたが、お前の兄があの術を扱うために、どれだけ思索したのか想像すらできないほどだった」

　ディアンタスとの『神闘』でアルフの法術を見てから、ヴェインはいくつかの教本を読んでみた。しかしそれらの内容はどれも非現実的とも言える内容ばかりで、そんな術を戦闘に取り入れるという発想そのものに驚嘆したほどだ。

「俺がお前の兄をダメだと言ったのは、主に生活や態度についてで──っと、すまない」

　すぐさま謝罪の言葉を口にすると、アンリは口元に笑みを浮かべながら首を振った。

「んーん、別にいいよ。本当の意味でにーさんを悪く言ってるわけじゃないし……それに、どれだけダメでも、にーさんは私にとって世界で一番だしね！　あと未来の旦那様！」

「後半の言葉はまるで理解できないし、理解しようとも思わないが……そう胸を張って言えるのは羨うらやましいことだ。俺は自分の姉をそんな風に思うことはできなかったんでな」

「ふーん……お姉さんのこと、嫌いなの？」

「さあな。どちらかと言えば嫌いだろうが、そもそも姉とまともに過ごしていたのは記憶も定かではない幼少の頃だ。だからよくわからないというのが正しい」

　昨日フィオナがヴェインの部屋を訪れた時に、昔の話や世間話などをしたが、まるで他人と接するようなやり取りだった。

　物心がついた時のヴェインにとって、すでにフィオナは手の届かない存在であり、口には出さずとも心のどこかで憎しみを抱いていたのかもしれない。

　ヴェインと違って両親から期待され、愛されていながらも、自分勝手にいなくなって気ままに戻ってきた自分本位な存在。正反対な性格の姉を好きになれというのも無理な話だし、一緒に過ごしていた時間も覚えていないのだから仕方ない。

　だからこそ、『あの話』に対してすぐに頷うなずくことができなかった。

「うーん……私はたぶん、にーさんと一緒に過ごしてなかったり、昔のことを覚えてなかったりしても嫌いにはならないかな」

　ヴェインの言葉を否定してから、アンリは笑顔を浮かべて見せる。

「だって兄妹きようだいだもん。他人だったら嫌いになったら距離を置いちゃえばいいけど、兄妹は嫌ったり距離を置いても、血の繫つながりがある以上絶対に関係は変わらない。それだったら嫌ってるより、好きでいる方が前向きで気持ちよく過ごせるでしょ？」

　どこまでも前向きなアンリの言葉。それは諦あきらめて立ち止まっていた、後ろ向きな自分には思いつかない考えだ。

「……なるほど。たしかにお前たちは兄妹きようだいだな」

「えっ……そんないきなりにーさんと似合いの夫婦とか言われると照れちゃうなぁ」

「悪いが飛んでいったネジをはめ直してから会話してくれ。まったく……お前と話していると必要以上の労力が掛かる」

　額に手を当てて軽く頭を振る。なぜか、その疲労は少しだけ心地よいものだった。

「ほらほらっ！　にーさんが待ってるんだから無駄話しないで早く行かないと！　もしもにーさんの用件が大事なものだったら、私がにーさんに顔向けできないし！」

「わかったから急せかすな。この時間に呼び出したということは火急の用なのかもしれないが、焦あせったところで意味はない」

　無理やり引っ張ってくるアンリを抑えつつ、ヴェインは宿舎を出て外に出た。

　早朝ということでやや肌寒さを感じながら周囲を見回すと……そこには既に鞍くらや竜りゆう具ぐを身に付けた巨大な竜がおり、竜の近くには見慣れた二人の姿があった。近づいてくるこちらの姿に気づいたのか、アルフが片手を上げる。

「お、きたきた。ちゃんと連れてきてくれてありがとうな、アンリ」

「そりゃにーさんのお願いだもん！　私へのご褒美は結婚してくれるだけでいいよっ！」

「流れるように熱いプロポーズしてくるなぁ。いつかうちの国で法改正とか行われたら、その時には社会的地位と天てん秤びんに懸かけて熟考しておくぞー」

「あなたたち兄妹の会話は朝に聞くと頭痛がしますね……」

　フィリーネが額に手をつきながら深い溜ため息いきをつく。どうやら今の異常な会話で頭を痛めていたのは自分だけではなかったらしい。

　それよりも、ヴェインはまず先にアルフに対して言うべきことがある。

「……先日はすまなかった、ハーレック。頭に血が昇っていたとはいえ、自分勝手な主張を通そうとしてお前に迷惑を掛けてしまった。改めて謝罪させてもらう」

　自分の行動を恥じてそのけじめをつけるために、アルフへと謝罪をしようとするが──

「ん？　ああ、そんなもんどうでもいいから、お前もさっさと乗れ」

　まるで興味ないと言わんばかりに欠伸あくびをしてから、アルフは四人掛けの鞍を付けている竜の背を指さした。その態度に思わず顔をしかめたが、それよりも気になることがある。

「乗れって……そもそも、俺を呼び出したのは昨日の件けんのことじゃないのか？」

「昨日のことでなんで呼び出すんだ？　そんなもん寝て起きた時には忘れてたぞ」

　許されるなら目の前の男を全力で殴りたくなったが、フィリーネがこちらの様子をチラチラと見ていることもあり、なんとかヴェインは踏ふみ止とどまることにした。

「それなら、なぜ俺を呼び出したんだ？」

「まぁ、道案内役ってところか？　さすがにピクニックで道に迷ったらつまらないし、お前なら詳しそうだからってことで呼び出したんだよ」

「なるほど、つまりお前を一発殴っていいということだな？」

「さっき謝罪してた奴やつのセリフとは思えねぇな。それにいいのか？　お前が案内をすることにリーネも賛成してるし、そんな姫様の前で俺を殴ったらコトだぜ？」

　煽あおるようにアルフはヴェインの顔を覗のぞき込んでくる。怒りで身体が震えるというのは今のような状況を言うのだろう。

　やはりと言うべきか、この男は心の底から気に食わない。





　◇






　レギンの背に乗り、アルフたち一行はドラクレアの連なる山々の手前にある、鬱うつ蒼そうとした木々に囲まれた小さな湖を訪れていた。

「ああ……高かったです、怖かったです……でも今回は取り乱しませんでした。頑張りました、私やりましたよ。ふふふ……自分の成長に思わず身体の震えが止まりません……」

「うんうん、リーネさんは頑張ったよ……ちょっとどこ見てるのかわからないけど」

　森の開けた場所に降り立った時、フィリーネは自分の身体を抱きながら何事かを呟つぶやき、アンリはその背をさすって介抱をしている。

「いやはや、それでも多少マシになったな。前は空を飛んだだけで叫んでたけど、今日は目をつぶってればなんとか耐えられたって感じだし」

「だが、現状でもまだ厳しいだろう。本当にこのまま《駆かり手て》を務つとめるつもりか？」

「その話は継続中だ。少なくとも改善の兆候はあるから問題ないだろうよ」

　ヴェインに笑いながら答えてから、アルフはフィリーネに歩み寄る。

「あ……アルフ、私叫びませんでしたよ？　目をつぶっていたんで高さはわかりませんでしたけど、ちゃんと空を飛べたので褒ほめてください……」

「よしよし、よく頑張ったな。それじゃ今度はもっと高く飛んでみようか」

「あ、悪魔ですっ！　ここに悪魔がいますっ!!」

「にーさんを悪魔扱いなんて、いくらリーネさんでも許さないよッ！」

「アンリちゃんには悪いですけど今だけは言わせてくださ──って、なんでレギンさんは私の襟えりをくわえてるんですか？　そしてなぜ鞍くらの上に乗せるんですか!?」

　アンリが気を引いた瞬間にレギンがフィリーネの襟元を嚙かんで持ち上げ、鞍に乗せた瞬間にアルフが鐙あぶみに足を乗せて手早く固定していく。無駄のない流れるような連携だった。

「にーさんにーさんっ！　私もうちょっとレギンさんに乗ってきていい？」

「おう、リーネが取り乱したら胸のリボンを奪うんだぞー」

「はーいっ！　それじゃレギンさん、よろしくね！」

『ほっほ、よろしくのう。今日はいつも以上に賑にぎやかで楽しくなってくるわい』

「いえレギンさん楽しんでいる場合じゃなくて下ろし──ひあああああああああッ!?」

　声を弾ませながらレギンは楽しげに首を持ち上げ──両翼をはためかせて、木々を揺らしながら再び大空へと舞い戻っていく。

「さて、そんじゃ俺たちは作業がてら飯でも食うか。せっかくの作り立てが冷めちまうし」

「お前……自国の姫に対してその扱いはどうなんだ……」

「時間がないから荒っぽくやるしかないんだよ。今回のピクニックだって、改めて『翔竜演武ドラグフエヒト』の範囲を確認するっていう目的があるしな」

　言いながら、アルフは懐ふところから紙を取り出し、木々に触れながら文字を書き始める。

「なぁノッポくんよ。ちょっと確認するが、『翔竜演武』の範囲は出発地点から半径十キロ圏内、見物客などに被害が及ばないように首都内へ竜で立ち入るのは禁止。だから主に森林地帯や山岳地帯を飛び回る……ってことでいいんだよな？」

「確かにそれで合っているが……地形を確認する必要はない。『翔竜演武』は遥はるか上空で行われるものだ。山岳地帯ならともかく、森林の中には入ることはまず無いと言っていい」

「あー……そこについては、リーネがまだ高い場所まで飛べないから、安全確認も兼ねてってところだな。どんな情報だって必要な時が来たら役に立つもんだし、それを知っているかどうかで大きく変わることだってあるだろ？」

　確認を終えたのか、アルフは一息ついてから木の幹に身体を預け、ごそごそとバスケットの中身を取り出してヴェインに手渡す。

　青く瑞みず々みずしい野菜とこんがりと焼いた牛肉の入ったクレープ状の食べ物。それはヴェインにとって馴な染じみ深い食べ物だ。

「これは……パラチンタか」

「アンリがドラクレアのメイドに作り方を聞いたみたいで、弁当として用意してもらったんだ。その国特有の料理が食えるだけでも、外の国に足を運んだ甲か斐いがある」

「ハッ、俺の国の価値はパラチンタしかないとでも言いたいのか？」

「そう嚙かみつくんじゃねぇって。ピクニックなんだから楽しもうじゃないか」

　嬉うれしそうにパラチンタを頰ほお張ってから、アルフはヴェインに向かって瓶びんを投げ渡す。これもまたドラクレア名産品であり、香りの豊かな蒸留酒である。

「……ちょっと待て、なぜ酒を持ってきている？」

「いやぁ、パラチンタを食いながらパーリンカを飲むのが最高って、前に読んだ旅行記に書いてあったからよ。めったに飲めないし、リーネの目がない内にな」

　コルクを抜く小気味の好いい音を響ひびかせてから、アルフは瓶びんに口をつけて喉を鳴らす。

「……お前、職務中に酒を飲むとか正気か？」

「いや、昨日リーネが『ドラクレアのことを知るために、明日はみなさんお休みです！』って通達したんだよ。というわけで、今日は休日になった」

　つまり、アルフはそれを見計らってハメを外そうという魂こん胆たんなのだろう。

「俺は酒など飲まん。他国にいる以上、職務中であることに変わりはない」

「へいへい言ってろ。酒も飲めないヘタレは湖の水でも飲んでな」

「…………ああ？」

　挑発するアルフの言葉に思わず反応してしまったが、当人は涼しい顔でゴクゴクと喉を鳴らし、瓶の中身を胃に流し込んでいく。

「平民生まれの俺はガキの頃から親父おやじに酒を飲まされてたけど、生まれも育ちの貴族のお坊ちゃまはワインしか飲んだことないもんな。なぁに、無理はしなくていいさ」

　言いながら、アルフがニヤりと笑った瞬間……ヴェインの中で何かが切れた。

「貴様は……いつも、いつもいつもいつも、俺の事をコケにしやがって……ッ!!」

　思い返してみればいつもそうだ。人のことをノッポくんなどと呼び、こちらの言葉に耳を貸すどころか憎まれ口を叩たたいてきて、他人を煽あおって挑発してくる。

　そんな心底気に食わない男に……同じ男としてバカにされるなど我慢ならない。

　コルクを抜く小気味の好い音を響かせ、瓶を一気に傾けると口の中に杏あんずの風味が広がっていく。その直後、喉と胃が焼けるように熱を持ち始め、視界が若干揺れた気がした。

「いや、お前……この酒、かなり度数が高いやつだぞ？」

「──ッ、問題、ない。お前にヘタレ呼ばわりされるよりはマシだ」

　あまり酒が得意ではなく、今までこれほどまで度数の高い酒は飲んだことがない。そのせいか酒の回りが妙に早く、すぐに頭の揺れる感覚が生まれる。

　そんなヴェインの様子を見て、アルフが笑ったような気がした。

「よーし、そんじゃヘタレは撤てつ回かいしてやるよ、ノッポくん」

「チッ……卑ひ怯きよう者ものが偉そうにしやがって。俺の名前はヴェインだと言ってるだろうが」

「……お前、酔うと性格が荒くなるタイプなのな」

「それがどうした。酒を飲めと言ったのはお前だ」

　言いながら、再び瓶に口を付けて中身を胃に流し込む。段々と心地ここち好よくなってきた。

「で、昨日フィオナさんとフォルゲルからお前の境きよう遇ぐうについて聞いたんだけどよ」

「──っごほッ!?　お前はなんで会話の脈絡なく直球を投げてくるんだ!?」

「ただでさえ面倒な事情を抱えてる奴やつに、回りくどく訊きくのも面倒だろ。それで、お前自身は自分のことについてどんな風に考えてるのかと思ってな」

　アルフは悪びれた様子もなく自分の瓶を傾ける。なんというか、そんな姿を見ているとこちらまで面倒なことを考えるのがバカらしくなってくる。

　瓶びんを傾けてから、ヴェインは自分の内にある心情を吐露する。

「……大したことは考えていない。フォルゲルから逃げるように、ラフロイグの養子になった自分はどうしようもなく情けない奴やつだと思っている程度だ」

「……ラフロイグ家の養子になることに、抵抗は無かったのか？」

　そんなアルフの質問に対し、ヴェインは顔を赤らめながらも淀よどみなく答える。

「抵抗が無かったと言えば噓うそになる。フォルゲルから逃げていいのか、両親の言いなりでいいのか……とな。結局は養子になったわけだが、竜りゆう騎き士しとしての生き方しか知らない俺が、魔ま騎き士しになれるのかという不安が大きかった」

　竜騎士は上空での騎乗戦闘を主としていることから、上半身の動きを重要視する。竜を失ったと想定した白兵戦も訓練として行ったが、そんなものは遊びのようなものだ。

「養子となったからには、ラフロイグの名に恥じない魔騎士にならなくてはいけない。そうでなければ、マルボルクの時と同じように居場所を失うと思ったんだ。……だが、ラフロイグの養父母たちは初めて俺に会った時。予想していなかった言葉を掛けてきてな」

　ラフロイグの養父母がヴェインに対して告げた言葉。

「『魔騎士になんてならなくていい、あなたが望むように生きて欲しい』とな。当時は思わず毒気を抜かれて何も言えなかった」












　今まで両親の言葉に従い続けてきたヴェインにとって、それは初めての言葉だった。

「笑ってしまうくらい、あの人たちは俺に向かって感謝の言葉を掛けてきた。それだけでなく、『私たちの無理な願いを聞いてくれたのだから、あなたに無理強いさせることはできない』とまで言ってきた。なんのために養子を取ったんだと何度言おうとしたことか」

　そんな優しすぎる養父母たちのことを思い出すと、自然と笑みが零こぼれてしまう。

　養父母たちは家を継ぐ魔ま騎き士しのために養子を求めていたわけではなかった。

　ラフロイグの魔騎士であることを息子たちに強要し、そして戦場で息子たちを失ったことで自分たちの間違いに気づいた。そして、その過ちを忘れないために、新たな子には自分で決めた道を歩ませたいと考えていたらしい。

「だから……俺は養父母のために、センタリアの魔騎士になると決めた。それが俺に居場所をくれた養父母たちへの恩返しだと思ってな」

　そう思うことができたからこそ、魔騎士としての動きを学んで鍛たん錬れんを重ね、五年掛けて近衛このえ魔騎士にまで昇格することができた。

「だが……俺はそこでも、自分の意思で決めることができなかった。養父母のためだと言い訳をして、魔騎士になることを選んだ。そこでようやく……俺は誰かを言い訳にしなければ、何一つとして自分で決められない人間だったと気づいた」

　両親の言葉に従い続け、罪の意識から逃げるためにフォルゲルを理由にして養子となり、ラフロイグでも養父母のためだと言い訳をして、自分で進む道を決めようとしなかった。

「周囲に流されるままに生きてきて、自分で何かを決める生き方を知らなくて……俺は、自分で決めたことに責任を負うことが怖かった。だから誰かを言い訳にすることで、その責任を押し付けようとしていた……そんな卑ひ怯きよう者ものだ」

　だが、ヴェインはそんな最中に『騎士祭典ヘクサフエステイバル』で優勝した卑怯者の言葉を聞いた。

　正々堂々、卑怯な奴やつらを真正面から叩たたき潰つぶすと宣言した卑怯者。

　そんな卑怯者は自分の信条を曲げることなく、自らの道を突き進み……そして、『神闘カンフオル』という場において傷だらけになりながら勝利を収めて見せた。

「正直……俺はハーレックが『神闘』に勝利した時、その姿を見て憧れた。たった一つだけ、自分の信念を貫つらぬいて前に進み続けたその姿にな」

　折れず、揺るがず、確固たる信念によって突き進み、立ち向かっていく姿。

　自分もたった一つだけ、譲れない何かがあったとしたら……自分の意思によって道を決め、歩き続けることができたのではないか、と。

「チッ……酒が回ったせいで余計なことまで口にした」

　つい口が滑すべってしまい、ヴェインは誤ご魔ま化かすように酒をあおる。

「だからこそ……俺はお前が心の底から大嫌いだ、ハーレック。魔力も何もないくせに、俺と違って前に進み続けやがる」

「俺だってお前のことが大嫌いだぜ？　お前みたいな卑怯な奴の姿を見てると、昔の自分を思い出して同族嫌悪に陥るからな」

　互いに憎まれ口を叩き、あまりのバカらしさに口元が緩ゆるんでしまう。

「なぁ、ノッポくんよ。お前に一つだけ言っておきたいことがあるんだ」

「……なんだ、お前にしては珍しく改まって言うじゃないか」

　瓶びんを傾けながら、アルフはヴェインに告げる。

「お前が自分の進む道を決めた時は、たとえ誰かを裏切ることになっても、自分のことだけを優先しろ。お前がどんな選択をしたとしても……俺はそれを肯定してやる」

　アルフの言葉を聞き、ヴェインは思わず息を吞のんだ。それと同時に先日フィオナから聞かされた話が頭の中を過よぎる。

「俺の親父おやじが俺に向かってよく言っていた言葉だ。親父も俺がてんでダメってことに気づいてたから、そうやって励はげまされてたってだけの話だよ」

　空になった瓶をバスケットに放り入れてから、アルフは大きく身体を伸ばす。

「さーて、後は適当にのんびり過ご──お？」

　アルフが視線を上に向け、ヴェインも同じように顔を上げる。蒼あお空ぞらの中に先ほど見た赤い巨きよ軀くが映り、そのままゆっくりと地面に着地する。

　そしてレギンの上からアンリがひょっこりと顔を覗のぞかせる。

「にーさーん！　リーネさんが限界っぽいから戻ってきたー！」

「あいよー、具体的にはどんな感じに限界だー？」

「えっとねー！　軽く聞き取った感じだと『私の将来の夢は鳥になることです。ふふ、枝とか運んで巣作り頑張りますね』って感じになってるー！」

「あー、そりゃ重症だなー。俺もすぐにそっち行くから、ちょっと待ってろー」

　アルフはそう返しながらレギンに乗ろうとするが、ヴェインは慌ててそれを引き留める。

「おい、待て!!　酒を飲んだ状態で竜に乗ったら事故が起こる可能性もあるだろう!?」

「それなら問題ないぞ。だって俺は酒なんて一滴も飲んでないからな」

「は……？　さっきお前はパーリンカを飲み干して──」

　そこまで言い掛けたところで、ヴェインはバスケットにある空あき瓶びんをひっくり返し、僅わずかに残った中身を手のひらの上に乗せる。

　瓶から落ちてきた雫しずくは……無色透明で、果実やアルコールの匂いも一切しない。

　啞あ然ぜんとしているヴェインを見て、いつの間にかレギンの背に乗っているアルフが笑う。

「悪いが俺はあんまり酒が好きじゃないんでな。それと……休日とはいえ、やることが山ほどあるのに酒なんて飲むわけないだろ？」

　顔を赤くしたヴェインが瓶を振り上げるよりも早く、レギンは風を起こしながら大空へと向かって飛び去っていく。

　あの男は気に食わないだけではなく……数発くらい殴ってやらないと気が済まない。





　◇






　日暮れによって朱色に染まっていく中、湖に放置していたヴェインを拾ってからアルフたちは訓練場へと戻ってきた。

「むー……リーネさん、ちょっとにーさんにくっつきすぎじゃない？」

「ごめんなさい本当に無理です今だけは許してくださいアンリちゃん……。足が震えすぎてまともに立ってられないんです……」

　フィリーネは生まれたての小鹿のように足を震わせ、薄うつすらと涙を浮かべながらアルフを支えに地面へと降り立つ。道中でもフィリーネはずっとアルフにしがみついていたので、アンリはややご機嫌斜めらしい。

　そしてヴェインも半眼になってアルフを睨にらんでいる。

「なぁ、ノッポくん。お前もいいかげん機嫌直したらどうだ？」

「……俺がいつ機嫌を損ねたと？　俺はただ目の前の人間が心底ふざけた人間だと理解して軽けい蔑べつの眼まな差ざしを向けているだけだ」

「俺としてはお前が落ち込んでるんじゃないかと思って、ちょっとした気分転換をさせるつもりだったんだけどなぁ」

「……ほう。そいつは気を遣つかわせて悪かったな。もしお前が気落ちするようなことがあったら遠慮なく言ってくれ。頭からパーリンカを浴びせてやる」

「わかったわかった。そんな時がきたら酒でもなんでも浴びてやる。……ほらリーネ。もう地面だからいいかげん離れてくれ」

「あぅ……すみません、まだちょっと歩くのは難しくて……」

　腰を引きながらフィリーネはそんな弱々しい言葉を口にする。

「あー……それじゃアンリ、ちょっと肩を貸してやってくれ。俺もすぐに追いつくから」

「え？　にーさんはどうするの？」

「俺はまだノッポくんに話があるんだ。だから先に行っててくれ」

　アンリの頭を軽く叩たたいてやってから、アルフはヴェインに向き直る。

「……なんだ、俺はお前と話すことなんかないぞ」

「話って言うより、お前に渡す物があるってだけなんだけどな」

　訝いぶかしむヴェインを他よ所そに、アルフは懐ふところから一冊の本を取り出す。年季の入った代しろ物ものなのか、端々は擦り切れ、表紙も色いろ褪あせている。

「さっきアンリから聞いたけど、法術について多少学んでるんだろ？　それは俺が法術に触れるきっかけになった本だ。教本の教本みたいなもんだから内容もわかりやすいぞ」

「いや……多少調べていただけで、本格的に学ぶつもりはないんだが」

「まぁ、学んだところでどうにかなる術でもないしな。どうせお前は当日まで仕事がないんだから、暇ひま潰つぶしとして読んでみてくれ」

　言われるがままに本を受け取り、内容を軽く眺めようとした時──ページの合間にメモが挟まっていた。

「ああ。そのメモは栞しおり代わりだったけど、わかりにくいところを俺が補足しておいた。字が汚くて見られるのは恥ずかしいから、できれば自室で誰もいない時に開いてくれよ」

　そんな言葉を残し、アルフは「じゃあな」とひらひらと手を振りながら去っていく。

「……本当に、わけのわからない奴やつだ」

　そう呟つぶやいてから、ヴェインは本に挟まれているメモを懐に入れようと手に取り──

　そこに書かれていた文を見て、思わず息を吞のんだ。

　そしてすぐさまアルフの姿を探したが、既にその背は遠ざかっている。

　追いかけるべきか迷い……そのまま、ヴェインは踵きびすを返かえして自室へと早足で向かう。

　そのメモに記された中身を確かめるために。





　◇






『翔竜演武ドラグフエヒト』開催まで、残り三日となった時だった。

「うし、今日もまた山の近くを飛び回ってみるか。調子が良さそうだったら、そのまま山の高さを超えてみるってのもありだし」

「が、がんばります……昨日はなんとか我慢できそうでしたし、一番大きなケケシュ山を超えてしまえば、あとは怖いものなんてありませんっ」

　フィリーネは口元を引き締め、身体を強こわ張ばらせながらも気合いの言葉を口にする。

　フィリーネの気概とレギンの努力によってか、空に対する恐怖は徐々に和らいでいる。

　先日は山岳地帯を飛び回ってみたが、フィリーネの瞳に怯おびえの色はあっても、当初のように取り乱したり足が震えたりといった症状は見られなかった。

「えっと……昨日行ったのはゲルト山とラバトン湖、それとリラフ森林でしたよね？」

「だな。昨日はドラクレアの東部を中心に見て回ってたし」

「昨日は本当に見て感動するものばかりでしたっ！　リラフ森林の竜りゆう鱗りん香こうの花畑はまるで絵画みたいで、ラバトン湖の水竜が作る大渦は見ているだけで吸い込まれそうでした！　それと夕暮れの中、ゲルト山の飛ひ竜りゆう鳥ちようたちが編隊飛行を組んで飛ぶ姿がとても綺き麗れいで──」

　興奮冷めやらぬといった風に、フィリーネは昨日回った場所についてを語る。あまりにも楽しそうに語るその姿を見ていると、こちらも思わず笑みを浮かべてしまう。

「しかしまぁ……こうして見ると結構見て回ったもんだな」

「はいっ！　色々な場所を見て回るのも楽しいですけど、こうして行った場所にチェックを入れて埋めていくのも楽しいですっ」

　フィリーネは嬉うれしそうにメモを眺めながら、先ほど挙げた三か所に丸をつける。それがフィリーネのやる気に繫つながっているようで、作ったアルフとしても努力が報われた気分だ。

「さて、それじゃレギンを迎えに行くか。あいつも演武とはいえ久々に戦闘に駆り出されるから、気が高まってるみたいだしよ」

　張り切るレギンの様子を思い浮かべて苦笑しながら、アルフが竜りゆう舎しやへと足を向けようとした時──竜舎から駆け寄ってくる人影が見える。前にも何度か見かけた女性職員だ。

「ああ、よかった見つかりました……先ほど竜りゆう騎き士しの方から『翔竜演武』の説明を行うので、お二人を見かけたら至急軍議室に来るように伝えて欲しいと言われまして」

「えっと、『翔竜演武』の説明ですか？」

「竜騎士の方も詳しくは仰おつしやらなかったので、私にはわからないのですが……竜騎士の方が少し怖い顔をされていたので、何か重要なお話だと思います」

　その言葉を聞いても、フィリーネはいまだ首を傾かしげている。しかし、アルフは何かを察したようにゆっくりと頷うなずいた。

「……わかった。伝言ありがとうな」

　職員に礼を告げてから、アルフは踵きびすを返かえしてドラクレアの軍議室へと向かい始める。

「あの……アルフ、どうされたんですか？」

「……理由についてはすぐにわかる。今は軍議室に行くのが先だ」

　不安そうな表情のフィリーネにそう返してから……アルフは表情を改める。

　軍議室へと続く廊下の空気はどこか淀よどんでおり、張り詰めたような雰囲気を感じる。その雰囲気は、つい最近にも覚えがあるものだ。

　そして……アルフはゆっくりと、軍議室のドアを開いた。

　ガイスト、ヴェイン……その他随ずい伴はんしていた近衛このえ魔ま騎き士したちを含めた全員が軍議室に集まっており、ドラクレア側もフィオナだけでなく多数の竜りゆう騎き士したちが顔を連ねている。

　だが、その室内は妙に重苦しい空気に包まれていた。その空気をいち早く察したアルフは、微かすかに眉を寄せながらフィオナに言葉を掛ける。

「……これは、どうにも説明をするって空気じゃないと思うぜ？」

「そう？　今から大事な説明をするってだけでしょう」

「大事な説明をするだけで、あんたの後ろにいる竜騎士たちは身を強こわ張ばらせるのか？」

　普段通りの態度を貫つらぬいていたフィオナだったが……アルフの言葉を聞いた途端、笑みを消して目を細めた。

　そして、フィオナは凛りんとした声こわ音ねでセンタリア陣営へと告げる。




「我々ドラクレアは、貴国センタリアに対して『神闘カンフオル』を申し入れる」




　センタリアに所属する誰もが耳を疑い、フィオナの言葉を理解できずにいた。アルフはただ無言のままに目を細め、睨にらむようにフィオナを見み据すえる。

「な、んで……冗談ですよね、フィオナさん？」

「私は竜騎士団長として、公主ヴラディスに代わり『神闘』に関する権限を有しております。先の発言はドラクレア公主の言葉であると受け取っていただいて構いません」

　毅き然ぜんとした態度を崩さないフィオナを見て、ガイストは睨みつけながら問とい質ただす。

「……どういうつもりだ、フィオナ。ヴラディス公は今までセンタリアと築き上げてきた互いの関係まで崩すつもりか」

「ヴラディス公が築き上げてきたのは、『今までの』センタリアとの関係でしょう。それに……どういうつもりっていうのはこっちのセリフよ」

　明確な敵意を向けながら、フィオナはガイストを睨む。

「センタリア……いえ、クライドは平和へと向かっている世の中の流れを変えようとしている。不完全ながらも、アーロンが命を懸かけて作り上げた平和をね」

「……クライドが再び戦火を呼び起こそうとしている、とドラクレアは主張するのか。一体、何を根拠にそんなことを──」












「ディアンタスと『神闘カンフオル』を行うまでに至ったのが何よりの証拠でしょう。センタリアはディアンタス側からの再三にわたる交渉に対し、その全てを却下している。そして最終的には制定されてから一度も行われていない『神闘』にまで至った」

「……ディアンタス側からの交渉内容は主に土地に関するものであり、その主張には全て一貫性が無かった。だからこそ、その交渉がセンタリアの保有する国土を不当に搾取するものであると判断し、クライド王は交渉を却下していたまでだ」

「ええ、そうでしょうね。十国連盟に提出された『神闘』の報告書にはそれらの交渉内容が全て記載されていたけども、どれも筋が通っているとは言えないものばかりだったわ」

　フィオナは手を組みながら、ガイストに鋭い眼光を向ける。

「だけど、あんたたちセンタリアはかつて同盟を組んでいたディアンタスに何も行わなかった。クライドはディアンタスが戦後に置かれている現状を把握しておきながらも、元同盟国に対して援助や状況を改善する行動を一切取らなかった」

　フィオナの言葉通り、クライドは全てを知りながら一切の行動を起こさなかった。

　移民の一部を受け入れる以外にも、センタリアはディアンタスから『神闘』を宣告される前に、何かしらの改善策を提案する余力があった。

　農業、労働環境、通商、軍備……その他あらゆる面を整えることで、センタリアは戦後四年という僅わずかな期間で国を戦災から復興させるまでに至った。それはクライドの尽じん力りよくによる結果ではあるが、公おおやけに開示することで十国全体に利益をもたらし、中にはディアンタスを救済するための手立ても存在していただろう。

　十国同士の手で平和な世界を築いていく中、センタリアは突出しすぎてしまった。

「以前は十国同士で争っていたのだから、協力体制や情報開示に対して慎重になるのは理解できる。だけど……ディアンタスは十国戦争時に同盟を組んでいた間柄、そして我々ドラクレアはそれ以前からも友好関係にあったというのに、戦後クライドから話が行われたことは一切ない。まるで自分のやっていることをひた隠しにするようにね」

　そこまで語り終えてから、フィオナはセンタリア陣営を見み据すえる。

「私たちドラクレアはこれ以上、センタリアを信用することができない。それは友好国としてという意味だけじゃない。エトルリア大陸に名を連ね、大陸に確固たる平和を築き上げていく十国の一つとして見なすことができない……故に、我々ドラクレアが『神闘』で行う要求は『センタリアを十国連盟から除名する』とさせてもらう」

　フィオナが揺らぐことのない紅あかい瞳を向けながら要求を告げる中、アルフはただ一人平然とした様子で構えている。

「悪いが俺たちにはその権限がないんでな。『神闘』を行うのは宣告から一ヶ月以内でいいわけだし、まずはクライド王に事前交渉のお伺いを立てないとな」

「それなら、私自らがクライドに通達して来ましょうか？　私のリジルならセンタリアまで一日と掛からない。そして……その際には、センタリア国民全員に聞こえるように、声高々と我々ドラクレアが『神闘カンフオル』の宣告を行ったと公示しようかしらね」

　そんなフィオナの言葉によって、アルフは微かすかに眉を寄せる。

　フィオナの言葉は脅迫と言っていい。

　ディアンタスとの『神闘』を終えて間もない中、ドラクレアから『神闘』の宣告を受ければ、センタリア国民が抱いている疑問は明確な不安へと変わる。また、英雄の仲間であるフィオナが宣告を行えば、事の深刻さはより顕けん著ちよに国民たちへと伝わるだろう。

　世間はクライドへの不信感から、以前よりも大きな声で政策への異を唱えるようになり、最悪の場合は暴動に発展する可能性もある。そして、事態はそこで留とどまらない。

　ディアンタスに行う予定の就労斡あつ旋せん……国民たちがその正当性について異議を唱えれば、その案の見直しを行うため一時保留となる。それによって遅れが生じればディアンタスの状況は緩ゆるやかに悪化し、それに伴って両国の関係も深刻化していくことだろう。

「ドラクレアは事前交渉で宣告を取り下げるつもりはない。それなら無駄話はやめようじゃないの。『神闘』の執行には統とう治ち者しやによる認可が必要となるけど、あたしのようにその権限を渡された人間がいれば認可は必要ないんだから」

「……我々センタリアに、クライド王から権限を譲渡された人間はいない」

「へぇ、あんたがそれを言うのはちょっと苦しいんじゃない？　センタリア近衛このえ魔ま騎き士し団元総長のガイスト・クルムロフなら、クライドから『神闘』に関する権限を委譲されていてもおかしくはない。あんたが今回の遠征にいるのが何よりの証拠だと思うんだけど」

　クライドはガイストを家臣ではなく、共に戦った仲間として厚い信頼を寄せている。それ故に、立場を退いた今でも意見役として重要な会議への立ち会いも許可している。

　それほどの人間であるならば、クライドから権限を委譲されていてもおかしくない。

　しかし、仮に権限があっても、今この場で『神闘』を受じゆ諾だくするのは賢明ではない。

　フィオナの言動から、ドラクレアはセンタリアを脅迫してでもこの場で『神闘』を受諾させる必要があるとも取れる。ドラクレアは既に『神闘』の準備を終えていると見ていい。

　それはつまり、『神闘』で確実に勝利する策を有しているということでもある。

「さて、なるべく早く決めて欲しいけど、どちらを選ぶかはあんたたちに任せるわ。あたし自らがセンタリアに宣告を行うか、この場で『神闘』を受諾するか」

　どちらを選んだとしても、センタリアにとっては最悪の状況が待っている。

　現状を優先して身を引き、先にある苦難を受け入れるか。

　罠わなであると知りながら、蛮勇とでも言うべき無謀な一歩を踏み出すか。

　センタリアが採るべき選択は──




「──そんなに自信があるなら、受けて立とうじゃないか」




　静まり返った軍議室で、その場にいた全員の視線が声の主に集中した。

「さて、これでセンタリアは『神闘カンフオル』を受じゆ諾だくした。後はセンタリア側の要求と日程、それに試合形式と制限を決め──って、なんでどっちも呆ほうけてるんだよ」

「あなたは……また何を勝手なことを言い出しているのですか!?」

「だって『神闘』をやろうって話だしさ。それなら色々決めないと」

「だからッ！　そのためにはクライド兄様本人か、その権限を与えられた人間が──」

　抗議のためにフィリーネが立ち上がろうとした時、鼻先に羊よう皮ひ紙しが突き付けられる。

「こいつが委任状だ。『神闘』の対処を専門とする部隊……『神しん明めい』部隊長アルフレッド・ハーレックに『神闘』における全ての権限を委譲する。ちゃんと押印もあるぞ」

　クライド直筆の署名と金印。それは正式な認可の下りた書類であることを示している。

「ここは俺に任せてくれって。俺の役目はこういった時のためにあるんだからよ」

　軽い調子で話を進めるアルフの態度が癇かんに障さわったのか、フィオナは険しい表情を向ける。

「まさかあんたが権限を持ってるとは思わなかったけど……どちらにせよ、あんたたちセンタリアは大陸の平和ではなく、あくまで自分たちの国だけを優先するということね？」

「なんだ、言げん質ちでも取って自分たちの主張に正当性を持たせたいのか？　それだったら余計に時間の無駄だから、さっさと『神闘』の詳細を決めた方が有益ってもんだ」

「何を言っているんですか！　我々センタリアとドラクレアは友好国なのですよ!?　それならばしっかりと誤解を解いて、話し合いによって解決するべきでしょう!?」

「誤解を解くどころか、相手に話し合いをする意思が無いなら無意味だ。なにせ、ドラクレアは俺たちに『神闘』を吹っ掛けたいだけなんだからよ」

　目を細めるアルフに対して、フィオナは口を真一文字に結んだまま表情を一切変えない。その反応によってアルフは口端を吊つり上あげて笑った。

「おいおい。今のところは『そんなことはない』って否定しながら怒るところだぜ？　だんまり決め込んでるってことは肯定したってことで構わないな？」

「あんたの態度に対して……呆あきれて物が言えなかっただけよ」

「ほら、今度は言葉に間が空いたぞ。そんなに自分たちの主張に自信が無かったか？　そりゃそうだろうな。俺たちに対して『自国の利益を優先している』と言いながら、あんたたちだって自分たちのことしか考えてない。あんたたちの主張は『センタリアだけ栄はえてズルイ、甘い汁を自分たちにも吸わせろ』って言ってる子供みたいな主張だ」

「ッいいかげん、我が国を侮辱するのを止やめ──」

「なんだ、俺に指摘されたから今さら怒った演技をしたのか？　別に俺は侮辱なんてしていないし、あんたたちの主張の意味をそのまま口にしただけだ。なんだったら『我々ドラクレアはセンタリアのように国政もまともにできない無能です』って評価もくれてやる」

　アルフが言い終えた瞬間、フィオナが睨にらみを利きかせながら静かに告げる。

「……今の言葉を取り消しなさい。アルフレッド・ハーレック」

　紅あかい瞳に殺意を宿し、フィオナは怒りによって身体を慄おののかせる。その雰囲気に当てられたのか、背後に控えている竜りゆう騎き士したちにも怒ど気きの色が見て取れる。

「取り消す必要があるか？　自分たちが無能だから他国のやり方を盗む……ああ、もしかして十国連盟からセンタリアを除名して、その後はドラクレアの属国にでもするか？　十国連盟から抜ければ、センタリアは十国間で結ばれた協定の外に放り出され、様々な恩恵を無くして孤立する。そこを引き込めばあんたたちが利益を独占でき──」

　ダンッと勢いよく机を殴りつける音が軍議室に響ひびき、アルフの言葉が止まる。

「──その口を閉じろと言っているんだッ!!」

　感情をむき出しにしながら、目の前にいる存在を殺そうとせんばかりに、フィオナは腰に携たずさえた剣に手を掛けながら身体を乗り出す。

　対して、普段ならばアルフの言に対して口を出すフィリーネとガイストが、ただ無言を貫つらぬいたまま静観している。それはアルフの取っている行動の意味を理解したからだ。

　今のやり取りによって、ドラクレアは様々な情報を明らかにしている。

「……いいだろう取り消してやる。こっちはあんたらの望み通り『神闘カンフオル』をやるって言ってんだから、こんなやり取りに無駄な時間を使いたくないんでな」

　へらへらとした笑みを浮かべるアルフを睨にらみつけながらも、フィオナは拳こぶしを収める。

「改めて、『神闘』の宣告を受じゆ諾だくしよう。さっさと次の話に移ろうぜ」

「はっ……それは話が早くて助かるわね。それで、そっちの要求は？」

「だったら、こっちも『ドラクレアの十国連盟脱退』とし、要求の追加も行わない。それよりも重要なのは試合形式、制限の部分だ」

　試合形式と制限は『神闘』に勝利するために大きく関わってくる。先のディアンタス戦で言えば、センタリア側が『一騎討ちによる勝ち抜き戦』を選択したのが勝因でもある。

　今回もまた、センタリアは『神闘』を受諾する立場となった。試合形式について決定する権利はセンタリアが保有しているため、戦いにおいて有利な状況を選択できる。

　だが……フィオナはそんなセンタリア陣営の考えを予期していたのだろう。

「なら……ドラクレア側が先に制限を決めさせてもらうわ」

　口元に笑みを浮かべながらフィオナは告げる。

「『翔竜演武ドラグフエヒト』の演武に合わせて『神闘』を行い、本件についての一切をドラクレア国民に通達、流布、告げる事を禁じる……それが、ドラクレアの出す制限とさせてもらうわ」

　フィオナの言葉の意味を理解し、アルフは僅わずかに眉を寄せる。

「へぇ……なかなか上う手まいことを考えたじゃないか。さっきまで怒り狂っていた人間とは思えないほどだ」

「……どういうことですか？　まだこちらが試合形式を決定していない状況だというのに、自分たちの不利を覆くつがえす制限など掛けられないでしょう？」

　怪け訝げんそうな表情を浮かべながら、フィリーネが横から口を挟む。

「『まだ試合形式を決定していない』からこそ、今の制限は意味があるってことだ。『翔竜演武ドラグフエヒト』に合わせて行うってことは、『翔竜演武』の当日に行わなくてはいけない。そして国民への通達などが行われないということは、『神闘カンフオル』によって『翔竜演武』の予定や演目を変更することもできなければ、『翔竜演武』と分けて行うこともできない」

　つまり、とアルフは面倒そうに頭をかきながら結論を告げる。

「試合形式は『翔竜演武』の演武と決められたも同然。そしてこいつらは……演武ではなく本気で戦闘を行い、俺たちを潰つぶしに掛かるってところか」

　この制限によって、センタリアはあらゆる点において不利な状況となった。試合形式は強制的に竜による騎乗戦闘。『翔竜演武』に参加できるセンタリアの人間は《駆かり手て》、つまりフィリーネとアルフのみとなり、人数制限まで同時に掛けられている。

「いやー見事としか言えないな。噓うそまみれの招待にセンタリアが乗った時点で、圧倒的有利な状況は確約された。試合形式と制限を決める順番はないし、そっちは俺たちより先に決めていた制限を告げるだけで成立するんだからよ」

　ディアンタスの時と同様、ドラクレアは何一つとして条文には反していない。この制限は紛まぎれもなく有効で、センタリアはその制限に則のつとって『神闘』を行わなければならない。

「さぁ、無駄な時間を使いたくないんでしょ？　さっさと試合形式を決めてちょうだい」

　腕を組み、勝ち誇ったような笑みと共にフィオナは催促する。その言葉に対してアルフは何も返さず、ただ思考にのみ集中する。

　完全に逆転している立場の中で、出せる答えは一つしかない。

「……試合形式は『翔竜演武』の演武に合わせた上空騎乗戦闘。並びにセンタリア側出場者はフィリーネと他一名、ドラクレア側の出場者は竜りゆう騎き士し五十名。勝利条件は相手側を全滅させて戦闘不能にする……これで構わないな」

「ええ、そうするしかないでしょうね。これで『神闘』についての話し合いは終わり、あとは当日を迎えるまで好きに足あ搔がけば──」

「おいおい。まだこっちの話は終わってねぇぞ」

　フィオナが席を立とうとした時、アルフは口元に笑みを浮かべながら言葉を続ける。

「俺たちセンタリアは……新たに制限の追加を行わせてもらう」

「……なんですって？」

「だから、制限の追加だ。十国憲章『神しん聖せい代だい理り争そう闘とう』の第五条、長ったらしい文面だから要約するが、『試合形式と制限を決定後に制限の追加が行える、そして異論も構わない。上限は四回までとし、一方が制限を追加した時、制限が同数となるようにもう一方も制限を追加する。ただしそれらの制限は重複してはならない』……原文は自分で調べてくれ」

　アルフの意図が摑つかめず、フィオナは表情をしかめる。それはセンタリアの面々も同様だ。

　ドラクレアの制限によって自由はほぼ奪われた状況だというのに、これ以上制限を増やせばさらに行動を狭めることになる。

「……制限を追加することには了解したわ。それで、そっちが追加する制限ってのは？」

「こっちの提示する制限は……『試合時間を一時間と定める』ってものだ」

　自信に満ちた表情で制限を告げるアルフを見て、フィオナはその意図を探る。

　制限時間を設けたところで、それは不利を覆くつがえすような内容ではない。それどころか、さらに自分たちの首を絞めるような内容ですらある。

　だが、フィオナはその制限の意味を理解した。

「……なるほど。あんたはさっき試合形式を決める時、『勝利条件は相手の全滅』と定めていたわね。時間制限を設けて、あんたたちが逃げ切ることができたら勝者は無し、そして引き分けになる……と。咄とつ嗟さに考えたわりには良いじゃない」

　もしも『神闘カンフオル』で引き分けとなった場合、一時的に互いの要求は取り下げられ、宣告の時点から再度仕切り直しとなる。そうなればドラクレアが『翔竜演武ドラグフエヒト』に合わせて準備していた策は全て無駄に終わり、センタリアは万全の状態で『神闘』に臨のぞむことができる。

　その意図がわかった以上、ドラクレアも圧倒的有利な状況を潰つぶされるわけにはいかない。

「それなら、こっちは『一時間以内に両者が残っていた場合、残存する竜が多い側を勝利とする』と追加させてもらうわ。これで引き分け狙いも無くなったわよ」

「引き分け狙いって……あんた、何か勘違いしていないか？」

「…………は？」

「そんな程度の低い、つまらないことを考えていると思われたのなら心外だ。自分たちが有利な状況だからって、慢心してるんじゃないか」

　濁にごりを帯びた瞳でフィオナたちを見み据すえ、小馬鹿にするように鼻で笑って見せる。

「どれだけ制限があろうとも、不利な状況下であっても……俺たちに負けはない。俺たちにあるのは『完全勝利』だけだ」

　不敵な笑みと共に、アルフはドラクレアの人間たちに告げる。

「俺は試合形式を定める時に『相手を全滅させたら勝ち』って言っただろ。だから先の制限は『一時間以内にお前たちを全滅させる』って意味だ」

　それだけでなく、アルフはさらに言葉を続ける。

「そして制限の追加だ。『騎乗者と竜、どちらから一方が地面に足を付けた場合のみ、その者を戦闘不能と扱う』……お前らは竜による騎乗戦闘に絶対の自信を持っている。それなら、一人残らず地面に叩たたき落おとしてやるよ」

「……なら、こちらは『アルフレッド・ハーレックが法術を使用することを禁ずる』」

　アルフの自信の源が法術にあると判断してフィオナはそう付け加えたが、当人はまるで気にした様子もない。

「そいつは困った。法術の使用ができないとレギンと会話することができなくなっちまう。どうせお前らとの戦闘は退屈だろうから、暇ひまな時はお喋しやべりしようと思ってたのによ」

「そんな余裕な態度を見せていたところで──」

「実際こっちは余裕があるんでな。さて次は『センタリア側が騎乗する竜、レギンは六十シュネルを最高速度とする』って制限を追加しておこう。レギンは元々速度が出せないけど、これで万が一にも俺たちに追い付けないって状況を無くしてやったぜ？」

「あんた……これが『神闘カンフオル』だってわかってんのッ!?」

　アルフが追加していく制限は、もはや自や棄けになっているとしか思えない内容だ。

　時間制限を掛け、戦闘不能となる条件を指定し、一定以下の速度しか出せない……それだけでなく、アルフが制限を追加する度にドラクレア側からも制限が追加されていくため、センタリアはどんどん不利な状況へと傾いていく。

「なんだ、俺が提示した制限に対して異を唱えるってのか？　条文の上では追加制限に不服があるなら再協議ってことにできるけど……こっちが不利になる条件を出してやってるのに、わざわざ取り下げたいなんて妙なことを言い出すじゃないか」

「……妙なのはあんたのことでしょう。何を企たくらんでるのか知らないけれど……わざわざ自分の国が不利になる制限を出すなんて、狂ってるとしか言いようがないわ」

　傍から見れば勝負を捨てているようにしか見えない。だと言うのに、アルフはどこまでも自信に満ちた表情を浮かべている。

「そうさ、俺は狂ってる。だからこそ……お前たちは絶対に俺を出し抜けない、思考を読み切れない、そして俺の言葉や態度によって不安を抱き、お前たちは判断を鈍にぶらせる」

　濁にごりを帯びた瞳の奥底にある、アルフの思考を読み取ることができない。

「さぁ……お前たちは次にどんな制限を追加するんだ？」

　追い詰めているのはドラクレア側だというのに、フィオナは息苦しさのような狭きよう窄さく感を覚えていた。そして、それと似た雰囲気をフィオナはよく知っている。

　どのような戦場においても、狂笑を浮かべて立ち向かい、勝利を奪っていく悪魔の姿。

　そして今、目の前にいる存在はその悪魔と同じ雰囲気をまとっている。

「……『フィリーネ・ヴィルシュタインは《蒼天剣ブラウヒメア》の使用を禁ずる』、こちらの制限はそれで構わないわ」

「なんだ、そんなつまらない制限か。だったら俺がリーネの代わりに《蒼天剣》を使うことにしよう。これで一発逆転勝ちも現実的だな」

「ハッ……あんたが《蒼天剣》を使うだなんて、冗談にしても笑えないわね。《蒼天剣》は蒼炎を生み出した後、その蒼炎が全て持ち手に跳はね返ってくる代償がある。常人じゃ《蒼海の聖鎧ブラウミア》を身に付けられない以上……センタリアの王族以外に《蒼天剣ブラウヒメア》は扱えない」

　常人では《蒼海の聖鎧》の代償によって押し潰つぶされてしまい、《蒼海の聖鎧》が無ければ《蒼天剣》の蒼炎によって身を焼き尽くされる……だからこそ、加護の力を持つセンタリアの王族のみがそれらの《神器》を扱える。

　だが、フィオナはアルフが代償無しに《神器》を扱えることを知らない。ならば、ここで取り決めを終わらせてしまえば、本当に一発逆転の勝利を摑つかみ取とることができる。

　事の次第を見守っていたフィリーネが、心中で胸を撫なで下ろそうとした時──




「ああ、言い忘れてたけど、俺は代償無しで《神器》を使えるぞ？」




　アルフがあっさりその事実を伝えた瞬間、フィリーネは机に頭を打ち付けていた。

「あんた……いくらなんでも、そのハッタリは無理があるでしょ」

「まぁ、その反応が普通だよな。それじゃ特別に証拠ってのを見せるために……リーネ、ちょっと立ち上がってくれるか？」

「ああ、はい……立てばいいんですね、立てば──ひゃっ!?」

　半ば投げやり気味にフィリーネが席を立った瞬間──アルフはフィリーネの腰に手を添えて、一気にその身体を抱きかかえた。

「や、ちょっ──なんで私を抱っこしてるんですか!?」

「いや、《蒼海の聖鎧》を外す手間を省こうかと思って。それにほら、前にリーネは新婚旅行が云うん々ぬんって言ってたから、せめて気分くらいは出してやろうかと」

「時と場合ってものがあるでしょう!?　もう、恥ずかしいから降ろしてくださいっ！　なんかみんな『いきなり何やってんだこの二人』みたいな視線向けてきてますからっ!!」

　フィリーネが顔を真っ赤にしながら、アルフの腕の中でバタバタと暴れ回る。あまりにも場違いな二人のやり取りを見て、両陣営は完全に言葉を失っていた。

　しかし、フィオナはそんな二人の様子を見て、表情を険しくする。

　アルフの手はしっかりと《蒼海の聖鎧》に触れている。しかし、代償を受けている様子は見られない。それはアルフの言葉が真実であることを意味している。

　アルフがフィリーネを下ろしたところで、フィオナは額に手を当てながら溜ため息いきをつく。

「……まさか、《神器》の代償を受けない人間がいるなんてね」

　フィオナは仲間であるクライドの戦う姿を間近で見ていた。だからこそ、《蒼天剣》などの《神器》がどれだけ脅威になるかを知っている。

　アルフを睨にらむように見み据すえ……フィオナはゆっくりと口を開く。

「……制限の追加をさせてもらうわ。『アルフレッド・ハーレックが《神器》を使用することを禁じる』……これでこっちの制限は最後よ」

　フィオナが最後の制限を口にしたところで、アルフは内心でほくそ笑む。

「それじゃ俺が追加する制限は……『竜りゆう翔しよう国家ドラクレアは、今回の『神闘カンフオル』についての一切を口外、通達、流布、告げる事を禁じる』、以上でセンタリア側の制限も終わりだ」

　そう告げたアルフの表情に、先ほどまでの軽薄な様子は見られない。しかし、すぐさま口元に笑みを浮かべて立ち上がる。

「さて、これで『神闘』に関する話し合いは終わりだな。さーてセンタリア諸君、急いで作戦会議をするから俺たちは戻るぞー」

　アルフが欠伸あくびをしながら軍議室を後にし、フィリーネやセンタリアの魔ま騎き士したちも不安そうな面持ちでその後へと続いて行く。

　軍議室が静まり返ったところで……フィオナは大きく息を吐く。

「あの、フィオナ様……センタリアは此こ度たびの『神闘』を諦あきらめたのでしょうか」

「どうかしらね。アルフが何かを企たくらんでるのは間違いないだろうけど」

　傍かたわらにいる竜りゆう騎き士しにそう返してから、フィオナはアルフの様子を思い返す。アルフの様子を見る限り、今回の『神闘』を諦めているようには見えなかった。

　ドラクレアが確実に勝利するための布石は既に打ってある。

「相手の考えがわからないのなら……わかる奴やつから聞けばいいだけの話よ」

　そして、フィオナは壁に埋め込まれている伝声管の蓋を開いた。





　◇






『神闘』の取り決めを終えた後、センタリアの面々は臨時の作戦会議室として、ドラクレアの応接間に集っていた。

「あなたは……本当に何を考えているんですかッ!!　『神闘』を行うことになったとはいえ、友好国であるドラクレアに対して数々の暴言を吐いて……ッ!!」

　人目があることも忘れて、フィリーネはアルフを叱しつ責せきする。しかし、アルフは素知らぬ顔でその言葉を右から左へ受け流した。

「でも、リーネもとっつぁんもあいつらの様子を見てわかっただろう」

　アルフの言葉に対して、フィリーネとガイストは無言によって肯定する。

「あいつらは俺たちに『神闘』を吹っ掛けるために、予あらかじめ準備を行っていた。そうじゃないとあの制限は絶対に出せない。それほどまで、センタリアを潰つぶすことに固執している奴らが……迷いを見せるはずがない」

　アルフはフィオナとのやり取りによって、様々な情報を引き出した。

「あいつらの目的が『センタリアを十国連盟から除名する』ってのは間違いない。だが、それならセンタリアが不利になる制限を掛けた時にあれほど動揺するはずがない」

　ドラクレアにとってはセンタリアが自滅に向かっただけで、予想外の出来事であっても動揺を露あらわにするほどではない。そしてフィオナも『神闘カンフオル』という戦いの場において、相手に情けを掛けたり容赦することはないだろう。

「動揺したってことは、あいつらはセンタリアを潰つぶすことに迷っている。ディアンタスとの『神闘』後から準備を進めていたのなら、覚悟はとっくに決まっていたはずだ」

　そして、アルフは指を立てる。

「次に俺がドラクレアをこき下ろした時、フィオナさんは怒り、そして背後にいたドラクレアの竜りゆう騎き士したちも俺に敵意や殺意を抱いた」

「あんな風に自分の国を侮辱されたら、怒るに決まってますけどね……」

「そりゃ怒るように煽あおったからな。だけど、覚悟を決めた人間ってのは普通じゃない。感情を表に出す余裕がなくて、恐こわいくらい無表情になる。だが何よりも……あいつらはドラクレアを貶けなした時、侮辱した言葉を取り消せと言ってきた」

　センタリアを陥れるために計画を進めていたのなら、どれほど非難されて侮ぶ蔑べつの言葉を浴びせられようとも、それを甘んじて受け入れる覚悟もできていたはずだ。

　もしも……その計画を立てたのが、ドラクレアの人間でなかったとしたら。

「さて、断定するには早すぎるが、以上のことから導き出されるのは？」

「……今回の『神闘』に第三者が関与している可能性がある、ということか」

　ガイストが苦々しい表情と共にその可能性を口にした途端、他の魔ま騎き士したちが動揺を浮かべてざわめき出す。

「あの、ハーレック隊長。『神闘』には共闘についての項目もありますが、一国に対して複数の国が共闘を行うのは禁じられています。第三者が関与してるのであれば、今回の『神闘』を無効として審議に掛け、改めて行うことができるのではないでしょうか？」

　話を聞いていた魔騎士の一人からそんな声が上がるが、アルフは首を横に振った。

「言っただろ？　断定するには早すぎるし、たとえ第三者による教きよう唆さの可能性があっても、あくまで今回はドラクレア単独による宣告だ。公表したところでドラクレアが否定すれば意味がないし、その第三者もわからずに終わる。そしてこの件が公おおやけになっちまえば、ドラクレアとの関係は二度と元には戻らない」

「で、ですが……ドラクレアとの関係については、この一件でもはや致命的に──」

　そんな言葉に対し、アルフは不敵な笑みと共に再度告げる。

「もう一度言おう。俺たちが目指すのは『完全勝利』だ。今回の『神闘』に勝利し、裏で手を引いている姑こ息そくな第三者の尻尾を摑つかみ、そして……ドラクレアとの関係も崩さない。だから俺は最後の制限を加えた」

　そのために、アルフは代償無しに《神器》を使えるという情報を相手に与え、相手に無駄な制限を追加させることで、センタリア側の制限数を増やした。

「ですが……本当に、ドラクレアに対して勝てるのですか？　試合形式は相手が得意とする上空での騎乗戦闘。しかも相手の動揺を誘うためとはいえ、こちらは自分たちであらゆる制限を掛けることになりました」

　自分たちが置かれている状況を口にし、フィリーネは不安そうな表情を浮かべる。その不安にはフィリーネが持つトラウマも含まれているのだろう。

「あの制限は全部俺たちの勝利に必要なもんだ。向こうの掛けた制限だって有効とは言えない。特に《蒼天剣ブラウヒメア》はリーネの感情に左右されるし、一歩間違えたら相手が全員消し炭になる威力だ。そんなものを作戦に組み込めるわけがない」

「でも、今回はディアンタスの時と違ってアルフの法術も使えないんですよ？」

「そもそも、上空で法術を扱うのは難しいんだ。《深血の応剣アンフオート》で身体を自由に動かせても、揺れている空の上じゃ手順そのものに誤差が生じる可能性がある。他にも法術を使う方法があるが……まぁ、制限があるから俺には無理だな」

　軽く息を吐いてから、アルフは懐ふところから一枚の紙を取り出す。

「おい、さっき俺に質問してきた魔ま騎き士しＡ。この紙を後でアンリに渡してくれ」

「は……自分でありますか？　というより、この紙はなんですか？」

　怪け訝げんな顔をしながらも、質問をした魔騎士はアルフから紙を受け取る。

「そこに必要な物と、今回の『神闘カンフオル』における作戦が全部書いてある。今この場にいる魔騎士全員に準備を手伝ってもらう必要があるから、細かい指示はアンリから受けてくれ」

「いや、その……ハーレック隊長の妹さんはただのメイドでは？」

「ああ。そして俺のことが大好きすぎる自慢の妹だ。何か不明な点があったら遠慮なく聞いていいし、アンリも俺の考えを正確に汲くみとって答えてくれる」

「いえ……そもそも、なぜ作戦書が既にあるのですか？」

　そんな疑問に対して、アルフは特に気にした様子もなく。

「ん？　ああ、ドラクレアに着いた時から小まめに作っておいたんだよ」

「…………は？」

「だから、ドラクレアと『神闘』を行った場合を想定して作っておいたんだ。他にも考えてたけど、さっき渡した案以外は全部必要無くなったから、あとで燃やしておいてくれ」

　言いながら、アルフは懐から次々と紙を取り出し、くしゃくしゃに丸めていく。その数は一つや二つではなく、十を軽く超えている。

「言っただろ、俺は狂ってるんだ。物を見たら何に利用できるかを真っ先に考えるし、人と話したらそいつが敵に回った時のことを想定する。ドラクレアが『神闘』を仕掛けた時のこと、何かしらの手法で相手が上空戦闘を行える状況を作り出した時のこと、その対策とこちらの人員で取れる戦術……そんなことばっかり考えているような奴やつだ」

　濁にごった瞳を微かすかに揺らし、アルフはその場にいる魔騎士たちに向き直る。

「俺はお前たちも知っての通り、下げ劣れつで卑ひ怯きようで手段を選ばない人間だ。だから今回の『神闘カンフオル』についても、一切容赦なくそういった手段を取らせてもらう。だが……今回に限っては人手が必要になる。お前たちにも泥を被かぶってもらわなきゃいけない」

　その言葉によって、数人の魔ま騎き士しが表情を歪ゆがめる。魔騎士にとって、それがどれだけ屈辱であるかは理解している。

「俺が絶対にドラクレアの奴やつらを叩たたき落おとす。お前らの誇りを糧かてに『完全勝利』をもぎ取ってきてやる。だから、お前らの力を貸してくれ」

　頭を下げて頼み込むアルフの姿を見て、魔騎士たちは明らかに困惑していた。

　作戦があると言っても、センタリア側にはあらゆる制限が掛かっている。その上、前回の『神闘』で勝因となったアルフの法術も今回は使うことができない。

　応接室が静まり返り、どこまでも時間が長く感じられた時──

「──自分、マイルズ近衛このえ魔騎士は此こ度たびの作戦に参加させていただきますッ！」

　敬礼と共に言葉を発したのは、先ほどアルフから紙を受け取った魔騎士だった。

「自分は……ハーレック隊長と共にディアンタスとの『神闘』に参加しました。あの場にいた誰もが勝てないと思い、相手に臆して足を止めました。自分は……魔騎士として、あの時ほど自分を恥じたことはありません」

　魔騎士として国を守るために戦う立場でありながら、戦うことから目を背そむけた。

「ですがハーレック隊長だけは一切臆することなく立ち向かいました！　たとえ戦い方がどれだけ卑怯であったとしても、その精神は同じ魔騎士として尊敬に値するものです！」

　そんな言葉と共に、マイルズは笑ってみせる。

「今回も自分たちはお役に立てず、ハーレック隊長に任せることしかできません。ですが今回、自分は胸を張ってハーレック隊長に全てを託す所存であります！」

　その言葉に触発されるように鎧よろいの鳴り響ひびく音が生まれ、次々と魔騎士たちが頭こうべを垂たれる。

「我々が持つ魔騎士としての誇り、ハーレック隊長に預けさせていただきます。どうか『完全勝利』をセンタリアにもたらしてください」

　たった二十人程度、しかしその誰もが笑みを浮かべ、敗北に対する怯おびえは見られない。

　その様子をただ眺めていたアルフは……たまらずといった具合に噴き出した。

「いやはや……俺のせいでバカな奴らが増えちまったよ。とっつぁん」

「……お前のバカは、どこぞの英雄と同じく伝染するものらしいな」

　ガイストは口元に笑みを浮かべ、フィリーネも微笑を浮かべている。

「それじゃ、任された。必ず勝ってやるからお前らは祝杯の準備もしとけ」

　魔騎士たちの言葉に対して、アルフが普段通りの軽い調子で応こたえた時──




「ならば、俺はここで抜けさせてもらおう」




　聞き覚えのある声が、魔ま騎き士したちの中から上がった。

　一団の中から、ヴェインはアルフたちの前に歩み出て……フィリーネに頭を下げる。

「仕える身でありながら、忠義を通すことができず申し訳ありません。フィリーネ様」

「え……あの、それはどういった意味ですか、ヴェインさん？」

　困惑するフィリーネに対して、ヴェインは苦々しい表情と共にある物を差し出す。

　人馬と剣を象かたどった、センタリア近衛このえ魔騎士を示す腕章。

「……これでいいんだろう、ハーレック」

　ヴェインの確認に対して、アルフは何も答えない。

「なぜ……なぜですか？　ヴェインさんは魔騎士を辞めると言うんですか!?」

「はい。私はセンタリア近衛魔騎士を辞任し……ドラクレアの竜りゆう騎き士しへと就任します」

　言葉を失うフィリーネに、ヴェインはその理由を告げる。

「先日……私は姉から『マルボルクの人間として、ドラクレアの竜騎士として戻ってこい』と告げられました。私はその言葉に従わせていただきます」

「ですが……今すぐに辞める必要は──」

「──私は、幼い頃からずっと竜騎士になると心に誓っていました。竜騎士となってフォルゲルの背に乗り、マルボルクの人間としてではなく、『ヴェイン』としていることができる大空を駆けるのが……私の夢だったんです」

　俯うつむき、握る拳こぶしを震わせながらヴェインは言葉を絞り出していく。

「……センタリアとドラクレアが『神闘カンフオル』によって敵対関係となった以上、その話がいつ白紙に戻されてもおかしくありません。私はこの機会を逃すことはできません」

　再びフィリーネに頭を下げてから、ヴェインはアルフに向き直る。

「以前、お前は俺に言ったな。自分の進む道を見つけた時はたとえどんな状況であっても自分のことだけを優先しろ、と」

「……ああ、確かに言った。そして俺はお前がどんな選択をしたとしても、それを肯定してやるとも言った。だから俺からお前に言えることは一つだけだ」

　ヴェインから目を逸そらさずに、アルフはその一言を告げる。

「お前の選択……確かに受け取った。向こうでもちゃんと上う手まくやれよ」

「ハッ……なんともお前らしくもない言葉だ」

　そんな乾いた笑いを最後に……ヴェインは、応接室から去っていく。

　高まっていた士気を削そがれた形となり、室内に何とも言い難にくい空気が漂い始める。

「さて、とりあえず今やるべきことは『神闘』に向けて準備を進めることだ。あー、さっき紙を渡した魔騎士、名前なんて言ったっけか？」

「はい、マイルズであります！　作戦書は確かに妹さんに届けますのでご安心ください」

「ああ、任せた。アンリには『前に言っておいたことをやってくれ』って言えば伝わるからよ。それと……全員、このメモに目を通しておいてくれ」

　さらさらと適当な紙に羽ペンを走らせてから、アルフはマイルズに向けてメモを渡す。しかし、それを見てマイルズは怪け訝げんそうな表情と共に首を傾かしげた。

「あの、ハーレック隊長……このメモの内容は？　妹さんにお伝えするのですよね？」

「アンリにはさっきの言葉だけで十分伝わるさ。お前たちの働きに期待してるぞ」

　マイルズの懐ふところにもう一枚のメモを入れてから、アルフは口元に指を当てて見せた。

「そんじゃメモが全員に行き渡ったら行動を始めてくれ。俺たちはもうちょっと作戦について詰める必要があるからこの場に残るからよ」

　アルフの言葉に従い、魔ま騎き士したちは続々と応接室を出て行く。そして、その場に残ったのはアルフ、フィリーネ、ガイストの三人となった。

「アルフ……さっき、彼らのメモになんて書いてあったんですか？」

　フィリーネが首を傾げながら尋たずねるが、アルフは再び紙に向かってペンを走らせており、その言葉に答える気配はない。

　その代わりに……アルフは走り書きのメモを二人に突き出した。

『会話が聞かれている。このメモに気づかない振りをして、適当に会話を続けろ』

　フィリーネが息を吞のみ、ガイストが渋じゆう面めんを作ったのを確認してから、アルフは意味も無い会話をしながら筆談を行っていく。

『ドラクレアの軍議室にあった伝声管、それらが至るところに張り巡らされている。盗聴用に備えられた管も部屋のどこかにあるかもしれない』

『それなら、私たちに作戦があることも相手に筒抜けということですか？』

『重要なことは何も言ってないから大丈夫だ。そして、相手は俺らが盗聴に気づいていないと思っている。だからあいつらに「以後、メモの内容は一切口にするな。指示伝達は全て筆談によって行い、マイルズの指示書に従って行動しろ」ってメモを回した』

『どういうことだ、アルフレッド。お前の作戦にはアンリエットが関わってるのだろう？』

『アンリに任せる準備は単独、しかも室内で行うものだ。だが、ドラクレアの奴やつらがさっきの会話を聞いていたとしたら必ずアンリを尾行する。向こうがそっちに気を取られてる隙すきに、残った魔騎士には『翔竜演武ドラグフエヒト』の下準備を進めるよう指示を出した』

　そして、実際の作戦をアルフは紙に書き出していく。

『えっと、アンリちゃんの作業に使う材料はどうやって調達するんですか？』

『アンリが囮おとりをしてる間に魔騎士の誰かに調達させて、部屋にいる間はその作業をやってもらう。夜中、俺たちの部屋で作業をしていればドラクレアの奴らには気け取どられない』

『……囮役のアンリエットが足止めをされた時はどうする？』

『アンリは俺とは別の意味で口が上う手まいから、ドラクレアの奴らに何かを言われても上手く煙けむに巻いて逃げる。それとなるべく人の多い大通りを歩くように指示を出すから、追跡を難しくして強行策も取れないようにするつもりだ』

　さらさらと紙に書いて答えていくアルフに、フィリーネはためらいながらメモを見せる。

『ですが、ヴェインさんがドラクレア側へと与くみしました。指示書の内容は見ていませんが、作戦の真意についてバレる可能性が高いのでは？』

　不安そうに紙を見せるフィリーネに対して、アルフは首を横に振ってペンを走らせる。

『あいつの事は問題ない。たぶん、ちゃんと俺の言葉を理解し──』

「──アルフレッド」

　筆談ではなく、ガイストが突然アルフの名を呼んだ。

「どうした、とっつぁん。俺の説明でわからないことがあったか？」

　アルフは偽の会話内容に合わせて言葉を返すが、ガイストは構わずに言葉を続ける。

「……先ほど、お前は『完全勝利』という言葉を口にしていたな」

「ああ。クライドさんから、親父おやじが十国戦争の先に目指していたのが『完全勝利』だったってことを聞かされたんだよ。それがどうかしたのか？」

　軽い調子で答えたアルフだったが、ガイストへと顔を向けた瞬間、思わず息を吞のんだ。

　憤ふん怒ぬと呼ぶに相応ふさわしい形相を作り、ガイストは拳こぶしを震わせている。

「……他の誰かがその言葉を口にすることは構わない。だが……アーロンの息子であるお前だけは、その言葉を二度と口にするんじゃない」

　声に怒ど気きをはらませながら、ガイストはアルフを睨にらみつける。

「おい、待てよ。なんでそこで俺の名前が出てくるんだ？」

　アルフの問いには答えずに、ガイストは無言のまま応接室の外へと向かう

「……お前が此こ度たびの『神闘カンフオル』で、本当に『完全勝利』を行うことができたなら……その時は、アーロンが『完全勝利』を目指した理由を話そう」

　それだけを言い残し、ガイストは何も語ることなく部屋を出て行った。





　◇






『なるほどのぅ。その『神闘』とやらについてワシは詳しく知らんが……つまり、ただの『翔竜演武ドラグフエヒト』ではなく、戦いくさを行うということじゃな？』

　アルフたちは竜りゆう舎しやからレギンを連れ出し、空の上で事の次第と作戦の説明をしていた。

「……悪いな、リーネのトラウマを克服させるだけじゃなく、危険なことにあんたを巻き込むことになっちまった」

『ほっほ。そんなことは気にせんでもええわい。たとえ老体となった身であろうと、再び戦場を飛び、その力になれるのならば喜んで協力するとも』

　レギンの頼もしい言葉にアルフは笑みを浮かべて見せるが、すぐさまその表情は浮かないものへと変わってしまう。

「……アルフ、大丈夫ですか？」

「大丈夫、上う手まくいくさ。リーネにはだいぶ無む茶ちやをさせる形になっちまったけどさ」

　そう笑いかけるアルフに対して、フィリーネはふるふると首を振って否定する。

「『神闘カンフオル』についてではありません。アーロン先生のことです」

　アーロンが『完全勝利』を目指すに至った理由……それが頭から離れない。

　父親が目指していた『完全勝利』……それは大陸に住まう誰もが笑って過ごせる平和な世界を示すものだと、クライドは言っていた。

　大陸に存在する十国を全て巻き込み、戦争を引き起こすまでに至った理由。

「……まさか、ここで勝たなきゃいけない理由が増えるとはな」

　ドラクレアとの『神闘』に勝利し、ガイストからその理由を問とい質たださなければならない。

　決意と共に拳こぶしを震わせていた時……ふと、フィリーネが手を重ねてくる。

「アルフは……お兄様からの命を受けたから『完全勝利』を目指すのですか？　それとも、アーロン先生ができなかったことを為なすために戦うのですか？」

　曇くもりの無い澄み切った蒼あおい瞳を向けながら、フィリーネは問い掛ける。

　清流のようなその純粋さに当てられ、アルフは目を伏せて徐々に力を抜いていく。

「……違う。クライドさんに言われたからじゃない、親父おやじの後を追いかけるためでもない。俺が『完全勝利』を目指すのは、ただのワガママみたいなもんだ」

　家を燃やされた時に、アルフは大切なものをいくつも失った。思い出のある家だけではない、アルフの中にあった様々な想おもいすらも奪っていった。

「もう、俺は逃げて誤ご魔ま化かして、負けることから目を逸そらしたくない。負けることで何かを失いたくない。だから……俺は何もかもを失うことがない『完全勝利』を目指すんだ」

「だったら、それがアーロン先生が『完全勝利』を目指した理由です」

「…………は？」

　呆あつ気けに取られているアルフに対してフィリーネは柔らかな笑みを浮かべて見せる。

「アルフはアーロン先生とは何もかもが違います。だけど……そんな正反対な二人だと言うのに、その姿が重なる時があるんです」

　体格も、性格も、能力も、進むべき道すらも違う二人。しかし親子であるということ以上に、二人には共通していることがあるとフィリーネは考えている。

「それはきっと……二人の想いが一緒だからなんだと私は思います。だから、アーロン先生も何かを失いたくなかったから、『完全勝利』を目指したんですよ」

「……あの何でもできる英雄様が、俺と同じだってか？」

　あらゆる相手を下し、国を丸ごと相手にしても平然としている人間が、失うことを恐れていたとは思えない。それだけの力を有していたからこそ、平和を第一に考えて行動を起こしたと言われた方がまだ納得できる。

「人が何かを為なすためには、自身に強い想いがなければ成し遂とげられません。それはアルフが一番わかっているはずでしょう？」

　幼おさな馴な染じみとの約束を守るためだけに、アルフはどれだけ道が閉ざされようとも足あ搔がいた。そんな小さな、しかしどこまでも強い想いがあったからこそ、ディアンタスとの『神闘カンフオル』に勝利することができた。

「アルフは失いたくないという強い想いがあるからこそ『完全勝利』を成し遂げようとしています。そしてアーロン先生は英雄であるのと同時に人間でもあります。アルフと同じように恐れたり、悲しんだりするのなら、その想いが同じであっても不思議じゃないです」

「……その根拠は？」

「女の勘、でしょうか？」

　そう言ってぺろりと小さく舌を出し、思わずアルフも笑ってしまう。

「そいつは何とも……信頼できそうな根拠だ」

「ええ、もちろんです。私の勘はよく当たるんですから」

　互いに笑い合っている内に、夜闇の群ぐん青じようと夕焼けの朱が混じって薄紫の空へと変わる。

「『翔竜演武ドラグフエヒト』、盛り上げられるといいな」

「……はい。最後にみんな笑顔になるような、そんな終わり方になるといいですね」

　両手を重ねたまま、二人は空を見上げながら陽ひが沈むのを眺め続けていた。





　◇






　ドラクレアの軍議室に戻ってきたヴェインは、フィオナに魔ま騎き士しを辞めたことを告げた。

「悪かったわね、ヴェイン。裏切らせるような真ま似ねをさせて……だけど、あたしたちはあんたのことを竜りゆう騎き士しの同志として歓迎するわ」

「……こちらこそ、姉貴には感謝している。竜騎士になることが叶かなわず、一度は諦あきらめていた俺に機会を与えてくれたのだから」

「ええ、あんたは竜騎士になれる。ラフロイグの人間とも話をつけてきたし、あんたは昔のようにフォルゲルと一緒に空を飛ぶことができる。そのために……今回の『神闘』で確実に勝利する必要がある」

　フィオナが言わんとしていることをヴェインは察した。

「センタリアが何をやろうとしているのか……そのことについて話してもらえるわね？」

「……やはり、会話を全て聞いていたみたいだな」

「あらゆる箇所に伝声管を走らせているもの。他にも何人か周囲に配置していたし……それがあったからこそ、他の奴やつらもあんたがこっち側につくのを信用したしね」

　その言葉によって、他の竜りゆう騎き士したちが静かに頷うなずく。ヴェインがセンタリア陣営に啖たん呵かを切ったのも聞いていたようだ。

「……いいだろう、どうせ俺は向こうにとって裏切り者だ。隠す必要もないし、情報を流して恨うらまれたとしても特に思うところはない。俺の知る限りの情報を話そう」

　自嘲と共に、ヴェインはセンタリアに関する情報を語る。

「センタリア側……というよりも、ハーレックは必ず外げ道どうな手を使ってくる。先ほど人手を募っていたことから、かなり大規模な罠わなや仕掛けを施ほどこしてくるはずだ」

「たしかに、さっきの会話でもそう言っていたわね。妹に渡した指示書ってのは？」

「そこについても会話通りと考えていい。妹のアンリエットは兄に心酔していて、走り書きや暗号であったとしても兄の考えを正確に読み取る。だからこそアンリエットの動向に注意していればいいが……兄以外の人間に対して過敏な面も持っている」

　今までのアンリとのやり取りを思い出し、ヴェインは微かすかに表情を歪ゆがめる。

「アンリエットの尾行に人数を割さき、その動向を子細に探るべきだ。アンリエットは『神闘カンフオル』の作戦において重要な役目に就いていると見て間違いない」

　ヴェインの進言にフィオナは軽く頷いて見せてから、他の人間にアンリの監視を行うように指示を出し始める。

「それとハーレックは地形などについて調査を行っていた。順路について気にしていた節もあったことから、作戦の内容にそれらを絡めてくる可能性も高い」

「なるほどねぇ……地形を利用するってなると、『翔竜演武ドラグフエヒト』の範囲内ではノグラードの森とケケシュ山付近の峡谷あたりかしら。仕掛けを行うのならその周辺になるでしょうね」

「だろうな。……ああ、それより、あいつらにとって一番致命的な話がある」

　怪け訝げんそうな表情を浮かべるフィオナとは対照的に、ヴェインは馬鹿するように笑う。

「フィリーネ様は高所が苦手らしくてな。初めてレギンに乗った時は恐怖で泣き叫んでいた。訓練である程度の高さは平気になったが……遥はるか上空、少なくとも近隣の山々より高度を上げることは難しいと考えてもらって構わない」

「……その事実について他に知っている人間は？」

「ハーレックとその妹、そして俺だけだ。どうやらハーレックはこの事実を隠しておきたかったようで、センタリアの魔ま騎き士したちすらこのことは知らない」

「はっ……そんな状況だってのに、よくあそこまで自信満々に大おお見み得えを切れたものね」

　呆あきれて肩を竦すくめるフィオナを見てか、周囲の竜騎士たちが堪こらえきれずに失笑する。

　竜に騎乗して行う空中戦闘において、高度は戦闘展開に大きくかかわってくる。相手の上を取ることができればこちらは相手の動きを逐一把握でき、逆に相手からはこちらの動きを気け取どられにくい。それが行えない以上、センタリア側は常に不利な状況を強いられる。

「話はこれで終わりだ。俺はこれからフォルゲルに竜りゆう騎き士しになったことを伝えてくる。正式な竜騎士として飛ぶのなら、フォルゲルと一緒に飛びたいんでな」

「……ま、事情については伏せときなさい。あんたがセンタリアから寝返ったなんて言っても、フォルゲルは喜ばないでしょうしね」

「いいや……あいつはきっと喜ぶだろうさ」

　そう答えたヴェインを見て、フィオナは眉根を寄せる。しかしヴェインは構うことなく、軍議室を出て竜りゆう舎しやへと向かうことにした。

　他に誰もいない夜闇の中を歩いていると、まるで空にいるような気分になる。

　明かりは星、建物の影は雲……そうやって空に見立てながら歩いていたこともあってか、竜舎への足取りは軽かった。

　薄暗い竜舎の中に足音を響ひびかせながら、ヴェインはフォルゲルの房へと近づいて行く。

『……また来たか、ニンゲン』

　気配と匂いでヴェインとわかったのか、フォルゲルが先に言葉を掛けてくる。

「ああ、どうしてもお前に伝えたいことがあったからな」

『ほう。今度は私に対する懺ざん悔げの言葉を並べにでも来たのか？』

　棘とげのあるフォルゲルの言葉に苦笑してから、ヴェインは語り始める。

「先ほど、俺は竜騎士になった。姉にセンタリアを裏切れば、ドラクレアの竜騎士になれるように取り計らってやると言われてな」

『ハッ……そいつはいい。私を裏切った贖しよく罪ざいとして竜騎士への道を閉ざしたというのに、今度は裏切りによって竜騎士への道を開いたか』

「ああ、そうさ。自分勝手な理由でセンタリアの奴やつらを裏切って、ドラクレアの人間に情報を流して……それで、竜騎士になったんだ」

　自分の行いを改めて口にすると、どこまでも最底辺に堕おちた気分になる。

『ならば、早々に立ち去れ。そして二度と私の前に顔を見せるな。竜を道具として見る輩やからを背に乗せるつもりはない』

「いいや、お前には俺を背に乗せて飛んでもらう」

　そう口にした瞬間、青白い雷光と共に眼前の空気が爆はぜる。

『──失うせろ。竜騎士であるというのなら、私は一切容赦しない』

　怒ど気きをはらんだ声と共に、フォルゲルは真紅の瞳を向けてくる。

　だが……そこから、ヴェインは一歩踏み出した。

「お前が乗せるのは竜騎士じゃない」

　一歩、また一歩と……フォルゲルに近づいていく。

「お前が乗せるのはただの裏切り者だ」

　家族、友、養父母、仲間……全てを裏切って、今のヴェインはこの場に立っている。

『馬鹿げた話だ。誇り高き竜が下げ賤せんな者を背に乗せるはずもない』

「だったら、お前の誇りとやらは失ったも同然だ。なにせお前が勝負の時に乗せた男は、下賎で卑ひ劣れつ、外げ道どうを歩む卑ひ怯きよう者ものだ」

　その卑怯者は、ヴェインが決めた道を肯定すると言った。

「今まで、俺は他者を言い訳にして逃げ続けて生きてきた。それならいっそ……他者に裏切り者として恨うらまれながら、何もない空の果てまで逃げ続けようと決めた」

『……それが、お前の決めた道か』

「そうだ。どこまでも飛び続けるために、余計な物は全て捨てた」

　そして残ったのは……いつまでも変わらない、自分の中にある空への想おもい。

「改めて訊きこう。竜りゆう騎き士しではなく裏切り者なら、お前の背に乗ることはできるか？」

『竜としての誇りを失ったのだから、もはや何者だろうと構わん。だが……そんな地に堕おちた竜には、裏切り者という下賤な人間こそ相応ふさわしいとは思わないか』

「はっ……お前がそんなことを言うとはな。意外とバカな奴やつだったんだな」

『お互い様だ、この空バカめ』

　ヴェインが笑ったのを見て、フォルゲルは首を持ち上げて身体を起こす。

「それじゃ……俺と一緒に、空の果てまで逃げようじゃないか」

　その言葉に応こたえるかのように、フォルゲルは漆しつ黒こくの翼を広げた。






四章　空へと昇った者たちの末路









　裏でドラクレアとセンタリア、両国の行く末を賭かけた『神闘カンフオル』が行われているなど露ほども知らず、ドラクレアの国民たちは活気に満ちた表情で出場者に声援を送っていた。

「頑張れよ、センタリアのお姫様！」

「冴さえない兄ちゃんは竜から落ちたりすんじゃねぇぞ！」

　二人はレギンの背に乗りながら、ドラクレアの人々から掛けられる言葉に対して笑顔を振りまき、片手を挙げて応える。

「しっかしまぁ、センタリアの竜はえらくゴツイな」

「竜もそうだが……あの背中についてるのはなんだ？」

　レギンの背にある物を見てか、そんな声が所々から聞こえてくる。

　木と鉄板で組まれた、数人が並んで立てる程度の広さを持つ小さな舞台。フィリーネはそんな舞台の上で手を振っており、アルフも鞍くらの上ではなく舞台にある座席からレギンの手綱を握っている。

　小さいと言っても、強度を維持するために鉄板を仕込まれている舞台は重く、長年の時を経て成長した巨きよ軀くと、堅けん牢ろうな鱗うろこを持つレギンでなければ背負えない代しろ物ものだろう。

　開始地点でアルフたちの様子を眺めていたフィオナは、レギンの背に乗っている舞台を見て口元に笑みを作る。

「……竜を無理やり戦車チャリオットに変えたってところかしら。センタリアの奴やつらがコソコソ準備をしてたのが、まさかこんな物だったなんてね」

　アルフたちは制限によって速度を出すことができない。だからこそ、スピードで逃げ切るのではなく、攻防に徹することを選択した。

　レギンも近接での競せり合いに特化させたのか、強度を重視した合金製の竜りゆう具ぐを身に付けている。昨今の竜りゆう騎き士したちが扱う、軽量かつ魔力伝達を重視した竜具では、身を当てられただけでダウンする可能性もあるだろう。

　しかし、騎き竜りゆう同士の戦闘は単純な競り合いだけではない。

　竜騎士が竜具に魔力を流すことによって、竜の全身は一つの武器となる。上空からの一方的な攻撃だけでなく、異体同心による連携が可能であるからこそ、ドラクレアは国家としての規模や兵力で劣る中、十国の一つにまで上り詰めた。

「ヴェイン、元同志だからって手加減するんじゃないわよ。今回の作戦では私の補佐として置いてるんだから、他の奴らに示しがつかなくなるでしょ」

「……言われなくてもわかっている。今の俺はドラクレアの竜騎士だからな」

　フィオナの隣で待機しているヴェインは、フォルゲルの背の上で仏頂面を作りながら答える。その視線はこちらへと向かってくるアルフたちへと向けられていた。

　そして……アルフたちが開始地点に辿たどり着ついた。

「よぉ、フィオナさん。そんな睨にらんでたら他の奴らが怪しむぜ？」

「そっちこそ、ずいぶんと余裕じゃないの。今から『神闘カンフオル』をやるって言うのに」

　表情を引き締めるフィオナとは対照的に、アルフは歯を見せて笑う。

「何言ってんだ。俺たちがやるのは『翔竜演武ドラグフエヒト』だぜ？　そして俺たちはその『翔竜演武』を盛り上げるっていう大役があるんだ。殺気や敵意なんて出せるわけないだろうよ」

　言いながら、アルフは観衆たちに向けてひらひらと手を振り始める。その言動は挑発であると捉えたフィオナはそれ以上言葉を掛けなかった。

「お、ノッポくんも竜騎士の姿が様になってるじゃねぇか」

　深緑の鎧よろいに身を包み、魔ま騎き士しの時にも愛用していた同じ色の大おお槍やりはフォルゲルの黒い体たい軀くとよく似合っている。

　しかし、ヴェインは目を伏せて腕を組んだまま、アルフに言葉を返そうとしなかった。

　相変わらずといった様子を見て、アルフは呆あきれたように軽く息を吐く。

「ま、今日はお前が竜騎士として全力を出せる日だ。楽しみにしてるぜ」

　こちらに背を向けて、アルフはそんな言葉を残して開始地点に向かっていってしまった。

　そんな背中を見つめながら……ヴェインは手綱を握る手に力を込める。

「ヴェイン、アルフの言葉に耳を貸すんじゃないわよ。あいつはただ、あんたの動きを鈍にぶらせようとしてるだけなんだから」

「……裏切った仲間の言葉に、今さら耳を貸すつもりはない」

　そう答えながらも、ヴェインは目を離すことができずにいた。

　そして……演武の開始を告げる、ラッパの高らかな音色が鳴り響ひびいた。

　瞬間、レギンはその場で跳ちよう躍やくを行い、その勢いと共に翼膜を大気に叩たたきつけて空へと飛び立つ。観客たちの拍手と喝采が波紋のように広がる中、フィオナたちは飛び立つレギンの姿を静観していた。

『翔竜演武ドラグフエヒト』はまず《駆かり手て》が先に飛び立ち、その三分後に追いかけて攻撃を仕掛ける流れとなっている。ドラクレア側にとって、その三分はやけに長く感じられるものだ。

　三分遅れでスタートしても、ドラクレアの竜りゆう騎き士したちはすぐさまレギンに追い付ける。それはレギンの速度制限のこともあるが、竜騎士たちが駆る竜は騎き竜りゆうとしての適齢期を迎えており、速度やスタミナだけでなく気力も充実しているためだ。

　逸はやる気持ちを抑え続け──そして、ドラクレア側の出陣を告げるラッパの音が響いた。

「さぁ……仕留めに掛かりなさいッ!!」

　フィオナの号令に従い、ドラクレアの竜騎士五十名が一斉に飛び立ち、編隊を組みながらアルフたちを追い始める。フィオナとヴェインもその後に続いて空高く舞い上がった。

　上空から編隊を確認しつつ、フィオナは獲物を狙う鷹たかのように眼下を見み据すえる。

　アルフたちの姿は探す必要すらもなかった。レギンの速度はフィオナたちからすれば笑ってしまうほど遅く、高度を上げることもできず低空飛行を維持している。

「……ま、やっぱり上空戦闘に慣れてないんじゃこうなるわよね」

　竜は遥はるか上空から見下ろすことで戦況を正しく把握し、竜の機動力によって迅速な情報伝達を行うことができ、情報収集にも長たけている。十国戦争でもそれは遺い憾かんなく発揮され、センタリア連合軍はあらゆる戦局を有利に進めてきた。

　そしてフィリーネが高所を苦手としているため、レギンは低空飛行を続けるしかなく、生物の死角である頭上を取っているこちらが圧倒的有利であることは間違いない。

　だが、アルフは何を行ってくるかわからない。万が一にも敗北などという結果が起こらないように、慎重に事を運ぶ必要がある。

　速度で勝っているドラクレアの竜ならばこの距離でも即座に追いつけると判断し、フィオナは指示を出す前にその進行先を確認する。

　アルフたちの進行方向に存在する、広大な森林地帯であるノグラードの森。

「……上から見られているなら、見られない位置に移動すればいいってことね」

　ノグラードの森にある木々たちは背が高く、低空飛行を行っていればレギンの巨体を隠すことができる。それだけでなく、木々の合間を縫って追う必要があるため、たとえレギンに速度制限があっても追いつくことが難しくなる。

「……第一分隊は目標を後方から追跡。第二から第四分隊は各方角から森林区域へと進入し、目標を足止めした後に合流。第五から第八分隊は森の上空にて待機、目標が森から出ようとしたら容赦なく討ち取りなさい」

　伝令役に告げて各分隊へと通達を行う。指示を聞いた竜りゆう騎き士したちはフィオナに向けて槍やりを振ることで信号を送る。そして、竜騎士たちが一斉に降下を始めた。

「さて……森を出る前に終わらせてあげましょうか」

　そんなフィオナの呟つぶやきを聞きながら、ヴェインはただ森へと視線を向け続けていた。





　◇






　アルフたちが森の中へと入り込む直前、顔を上げていたフィリーネの表情が変わった。

「──アルフッ！　ドラクレアの竜騎士たちがこちらに向かってきていますッ!!」

「こっちに向かってきた数、別方向へ飛び去った数、それぞれどれくらいだ？」

「後方から向かってきているのが六人、途中で進路を変えたのが十八人、残りは途中で降下を止めて、上空で待機していますね」

　木々の枝に注意しながら、フィリーネは敵影の数を淀よどみなく答える。それを聞いたアルフも即座にレギンの首元を叩たたき始めてその内容を伝えた。

「リーネ、進路を変えた奴やつらがどの方角に向かったかわかるか？」

「えっと……すみません。ちょうど森に入る瞬間だったので方角は見失いました」

「この距離で相手の数と動向が正確に把握できたんだ。上出来どころか大成果だよ」

　申し訳なさそうに答えたフィリーネに笑い掛け、アルフは再びレギンの首を叩く。

　フィリーネが持つ加護の力は身体能力だけでなく、五感の強化も行われる。フィリーネに相手の数と動きを見極めてもらえれば、低空飛行における不利はほぼ解消される。

　そんな時、レギンが軽く首をもたげて一鳴きした。竜りゆう栓せんも法術による翻訳も行えないアルフのため、フィリーネがその言葉を代弁する。

「『了解した』とのことです。本当に伝わってるなんてすごいですね」

「ちょいと情報を伝えるのが遅くなるってのが問題だけどな。できればもう少し細かい指示も作りたかったが、そこに時間を割さく余裕もなかったし」

　レギンの首から手を離し、アルフは再び手綱を握り直す。

　レギンは頭部に竜りゆう具ぐを身に付けているだけでなく、耳に綿を詰め込んで音を遮さえぎっている。それをアルフはレギンの首を叩いて指示を伝えていた。

　叩いた位置、回数、時間の長さ……それらに意味を持たせることで、レギンにこちらの意思を伝える。先ほどレギンは了解と口にしていたので、問題なく機能しているようだ。

「さて、この方法は大おお雑ざつ把ぱな指示しか出せない。レギンは耳の綿を抜くまで俺らの言葉が聞き取れないし、この森でなるべく早めに片を付け──」

「──アルフ、竜が後方から迫ってきてますッ！」

　フィリーネの言葉によって、アルフも反射的に後方へと振り向く。既に六名の竜りゆう騎き士したちは木々の合間を縫いながらこちらに向かっており、その距離は瞬またたく間に縮まっていく。

「アルフレッド様、フィリーネ様……お覚悟をッ!!」

　竜騎士の一人がそう叫んだのを合図に、全員が槍やりを掲かかげてアルフたち目掛けて突進する。

　その動きは洗練されたもので、視界の悪い森の中であっても速度を落とすことはない。

　だが、アルフもそんな竜騎士たちの力量を侮あなどってはいない。即座にレギンの首元を叩たたき始め、作戦行動を取るように指示を出す。

　了解の意としてレギンが小さく咆ほえると同時、レギンは木々を避ける動作を止めて──

　竜りゆう具ぐとそのレギン自身の巨体によって、周囲の木々をなぎ倒し始めた。

　太い木の幹がミシミシと音を立てながら傾き、後方から迫りくる竜騎士たちの行く手を阻はばむかのように障害物へと変わっていく。

　アンリを囮おとりにして、センタリアの魔ま騎き士したちに行わせていたのがこの細工であった。

　頑がん強きような身体を持つレギンが竜具を付けていたとしても、飛行中に無理やり木をへし折ることは難しい。だが、飛行ルート上に存在する木々の幹にあらかじめ切り込みを入れ、そこに狙いを定めて竜具を当てれば速度を落とすことなく木を折ることができる。

　案の定、追手の竜騎士たちは突然の障害物に気を取られただけでなく、倒木に衝突してバランスを崩して地面を転がっていく者の姿もあった。

「……倒木ごときに足を止めるなッ！　ドラクレアが誇る竜騎士団の我々ならば、その全てを見極めて回避することなど造ぞう作さもないッ!!」

　自軍を鼓こ舞ぶする声が後方から聞こえ、竜騎士たちは雄お叫たけびと共に速度を上げ始める。

　倒木による迎撃は不意打ちだからこそ成功したもので、木々が倒れてくるとわかってしまえば大きな障害とは成りえない。それを証明するかのように、竜騎士たちは速度を上げながらも木々の障害を軽々と避けていく。

　竜騎士たちが目前に迫ってきたのを見て、アルフは笑みと共に懐ふところの中へ手を差し込む。

「お前ら、覚悟して歯ぁ食いしばっておけよッ!!」

　アルフが叫び返しながら、竜騎士たちに鉄筒を放り投げた瞬間──跳はねるように鉄筒が弾はじけ、金属片がぶつかり合うような甲高い音が森の中に響ひびき渡る。

　しかし、鉄筒は高音を発しただけで、竜騎士たちにダメージを与えたようには見えない。竜騎士たちもアルフの行動が理解できず、怪け訝げんそうな表情を浮かべている。

　構うことなく、先頭に立つ竜騎士が槍を構えてアルフたちを視界に捉えた時だった。

「おい、どうしたフリッカ!?　しっかりしろッ!!」

　そんな仲間の声が聞こえた直後、木に衝突する音や地面を転がる音が生まれ、仲間の声も聞こえなくなった。そしてそれは一人だけに留とどまらない。仲間の困惑する声と重なるように次々と衝突音が生まれていく。

「何が……一体、何が起こって──」

　そう呟つぶやいた直後、突然竜りゆう騎き士しの視界が傾き……為なす術すべもなく竜は横転し、受け身を取ることもできず地面を転がっていく。

　後方で次々と落下していく竜騎士たちの様子を見て、アルフは満足げに頷うなずいた。

「……よし、効果は上々だ。残り三個しかないから心こころ許もとないけど、森に来た奴やつらは全員この方法で叩たたき落おとすことにしよう」

「……なんだか、ちょっと竜さんたちがかわいそうですね。目を回して思い切り木に衝突するだけじゃなく、地面を転がって怪け我がをしなければいいんですけど……」

「竜は元々頑丈だから、あれくらい擦かすり傷だろ。ドラクレアの竜騎士たちだって受け身くらい訓練してるだろうし、打ち所が悪くなければ軽い怪我で済むさ」

　アルフが放り投げた鉄筒は竜騎士たちを対象とした物ではなく、騎乗している竜に対して効果を発揮する代しろ物ものであった。

　鉄筒の中に爆薬と鉄片を仕込み、その爆発によって鉄片と筒本体をぶつけ合って甲高い音を生み出す。それはフィリーネが加護の力を使って叫んだ時とほぼ同等の高音である。

　初日の飛行でレギンが気を失った理由について、ヴェインは「竜同士は唸うなり声ごえと咆ほう哮こうによる低音で意思疎通を行い、一定以上の高音域に対して耐性がない」と説明していた。つまりフィリーネの加護で強化した叫び声は竜を卒倒させるほどの高音で、先ほどの竜たちはそれと等しい高音を間近で聞いて目を回した、ということだ。

「しかしまぁ、アンリには感謝しておかないとな。原理や理屈も一応書いておいたけど、時間が無い中でよくここまで俺の意図通りに作ってくれたよ」

「アンリちゃんなら、『にーさんへの愛があったからこそだよ！』って答えそうですね……」

　その姿が容易に想像できて、アルフとフィリーネは互いに苦笑を浮かべる。しかし、アンリがアルフの考えをしっかりと汲くみ取ったからこその結果だろう。

「さて……森に入った数はあと十八人。手早く終わらせて次に行くぞ」

　拳こぶしを手の平に叩きつけ、気合いを入れ直してからアルフは前を向いた。
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　上空で事の次第を眺めていたフィオナだったが、その表情は当初より険しくなっている。

　分隊たちが降下して森に入ってからある程度経たったが、上空からは竜騎士たちが魔術を使った形跡も見られない。つまり、アルフたちは何らかの方法で分隊を迎撃している。

「ヴェイン、あんたが知っているアルフって奴やつはどんな手を使ってくる？」

「……正々堂々とはかけ離れた外げ道どうな方法だ。『騎士祭典ヘクサフエステイバル』の時は規則の穴を突いてまともに剣すら振らず、しかしその手法だけで決勝まで勝ち進んだ」

「なるほどねぇ……森の中だったら何をしても上空のあたしたちにはわからない、か」

　アルフの思考は父親のアーロンに似ず、むしろクライドと似た思考の持ち主だとフィオナは考えている。十国戦争時にクライドはあらゆる手段や作戦を駆使し、中には人道に反するものすら提案したことがあった。

　今回の状況は真っ当な方法では勝つことができない、だからこそ、アルフは真っ当ではない方法で『完全勝利』というものを狙ってくる。そのために、一見センタリアにとって不利でしかない制限であったとしても、そこには何かしら意味がある。

　そこでフィオナは『騎乗している竜が地面に足を付けた場合のみ、その者を戦闘不能とする』という制限について考えを巡らす。

「……屁へ理り屈くつみたいなもんだけど、『地面に足を付けた場合のみ』って指定なら、木々との接触は無効ってとこかしらね。いざという時は木々を足場にするつもりなんでしょう」

「だが……追加制限については異議を唱えられる。取り決めの最中に指摘しなかったドラクレアの落ち度として、あの男は無理やり有効にするだろうな」

　アルフという人間をそう評してから、ヴェインは次の行動を予測する。

「おそらく、こちらの分隊を森の中へと引き入れるのが狙いだろう。そして衆人環視とは程遠い森の中で、手段を選ばずこちらを潰つぶすための策を使ってくるだろうな」

　ヴェインの見解にフィオナは軽く頷うなずいてから、残存する分隊に指示を飛ばす。

「……分隊で火炎系の魔術、もしくは竜に騎乗している者は今すぐ森に火を放ちなさい」

「よ、よろしいのですか、フィオナ様。ノグラード森林一帯を焼き払ってしまったら、国民たちに異常を悟られるだけではありません。土地そのものに支障が出て、農民、狩人かりゆうど、林業を営む職人たちにも多大な影響が──」

「責任についてはあたしが取る。国民たちへも事故による延えん焼しようとして片付けてしまえばいい。だから……森を完全に燃やし尽くして、奴らを燻いぶり出しなさい」

　フィオナの雰囲気に圧おされ、伝令は迷いを見せながらも「了解しました」と答え、森の上空に待機している分隊へと向かっていく。

「……手段は選ばない、か。姉貴は家を飛び出した後にも無む茶ちやなことをして、そこら中で暴れ回っていたと聞いていたが……その決断は、『紅こう天てんの竜りゆう槍そう』に相応ふさわしくないな」

　意識せずとも、フィオナについての話題はよく耳にすることがあった。

　他国で虐しいたげられていた子供一人を救うため、単独で敵部隊を壊滅させながらも、村や周辺の森林に被害が出ないように立ち回る。

　自分本位にどんな無む茶ちやでも行うが、そこには必ず他者を想おもう気持ちがあったはずだ。

　そんな言葉を口にしたヴェインに対し、フィオナは冷やかな視線を向ける。

「……人間なんて簡単に変わるものよ。あんたにはまだわからないでしょうけどね」

「ああ、俺にはわからない。俺は姉貴のように十国戦争を経験したわけでもなければ、大切な人間を失ったわけでもないんでな」

　しかし、ヴェインはフィオナを睨にらむように見み据すえる。

「あんたがやっていることは間違っている。それは俺にだってわかることだ」

「はっ……間違っているとわかっていても、やらなくちゃいけないことだってあるのよ」

　眼下の森を見つめながら、フィオナはヴェインに問い掛ける。

「あんたは……仲間や友人が間違った道に進もうとしていたらどうする？」

「……当然、そいつを止めればいいだけの話だ」

「ええ、そうよ。だけどそいつは何があっても諦あきらめない、誰がどうなろうと構わない、目的のためにただ突き進むような奴やつならブン殴って無理やり止めるしかない。それが今回の『神闘カンフオル』で、たとえそれが間違っていたとしても……クライドを止めなくちゃいけない」

　かつての仲間の姿を思い返しながら、フィオナは言葉を続ける。

「アーロンが掲かかげていた『完全勝利』ってのは所詮理想でしかない。アーロンはそんな理想すら実現できるくらいの人間で、あたしたちもそれを信じて疑わなかった。だけど……そんな夢を見せていた男が死んでから、あたしたちは現実に引き戻された」

『完全勝利』という煌きらめく理想を失った後、残されたのは目を背そむけたくなる現実だった。

　戦争は無くなったが争いは無くなっていない、平和になり損ねた歪ゆがんだ世界。多くの人間がその平和に歓喜する中で、一部の人間が悲嘆に暮れる結果を生み出してしまった。

　そんな現実を見たことによって、フィオナたちは「理想は理想でしかなかった」と理解してしまった。しかし、クライドは今もなおアーロンの理想を追い続けている。

「クライドはアーロンの背中を追い続けているけれど、『完全勝利』という結果しか見えていない。そしてクライドはその結果のためなら過程や手段を一切選ばない」

　クライドが理想を叶かなえようとする限り、犠ぎ牲せいとなる人間が尽きることはない。それは時が経たつにつれて増え続けることになり、偽りの平和すらも滅ぼしかねない。

「綻ほころびはあっても世界は以前より平和になった。それならあたしたちがやるべきことは現状を緩ゆるやかに、十国全体で最善の状況へと調整していくこと。クライドが『完全勝利』の理想を追い求め続けるのなら……あたしたちはその理想を潰つぶさなくちゃいけないのよ」

　同志に対立した理由をフィオナは語るが……ヴェインはそれを聞いて笑った。

「かつて、英雄と共に理想を追い求めてたあんただったらわかるだろう。理想を求める奴ってのはどこまでもバカで……だからこそ強く、こちらの想像を超えてくる」

「あんた、何を言って──」

　言い終わるよりも早く、フィオナは眼下の状況に気づいた。

　森を抜け、ケケシュ山の方へと向かっていくアルフたちの姿。

「森に篭こもって竜りゆう騎き士しを迎え討つ……たしかにあいつの考えそうなことだが、それじゃ『完全勝利』にはならない。あいつがそんなつまらないことを考えるはずがない」

　アルフたちを視線で追いながら、ヴェインはそんな言葉を口にする。その横顔を見たフィオナは微かすかに驚きを見せた。

「あんた……なんで笑ってんのよ？」

　口端を吊つり上あげ、楽しげに笑うヴェインの姿。

　その問い掛けに対して、ヴェインは笑みを崩すことなく答える。

「さあな。もしかしたら姉貴と同じように、バカな男に感化されたのかもしれん」

　そう言い残し……ヴェインはフォルゲルと共に山岳地帯の峡谷へと向かって飛んだ。
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　森林地帯を抜けてから、アルフはレギンの耳に詰め込んでいた綿を抜き取った。そして懐ふところにある懐中時計を確認する。

「……よし、予定通りに森で半数を潰つぶせた。レギン、このままスピードを維持、羽ばたきの回数を三秒間に四回、このままルートを進み続けてくれ」

　アルフの言葉にレギンは短く鳴いて了解の意を示す。だが、その直後に唸うなり声ごえを発した。

「『残り半分を、本当に潰すことができるのか』とレギンさんは言ってますけど」

「ケケシュ山付近の峡谷で残り半数をやれたら一番だけど、たぶん無理だろうな。あとはルートを逸それないように気を付けながら一人ずつ叩たたき落おとすしかないさ」

「……いえ、レギンさんは私が竜騎士を倒せるのか、という意味で聞いたみたいですね」

「あー、それについては問題ない。たしかにドラクレアの竜騎士ってのは厄介だろうが、それ以上に厄介な人間ってのはどこにでもいるもんだ」

「ちょっと待ってください、厄介な人間って私のことですか!?」

　フィリーネが舞台の上から食って掛かろうとした時、後方からまさしく空を駆けるかのようにドラクレアの竜騎士たちが向かってくる。その気配を感じ取ったらしく、レギンは少しだけ弱々しい鳴き声を上げた。

「レギン、絶対に減速したり、ビビってコースを外れるんじゃない。お前の安全は……そこにいる『白金の剣姫』様が絶対保証してくれるからよ」

　そんなアルフの言葉を聞き、フィリーネは表情を手元の武器を握って……困惑する。

　底に向かって緩ゆるやかに婉えん曲きよくさせた盆状の巨大な鉄板に、柄の長い取っ手が付いた物体。

「あの……私本当にフライパンで戦うんですか？　フライパンですよ？」

「ただのフライパンじゃない、野外炊飯用の超巨大フライパンだ。これを使えば三百人分の飯が作れるし、そこらへんの武器より頑丈で丈夫だぞ？」

「アルフの意図はわかってますし、頑丈なのは何よりですけど……まさか、騎士としてフライパンを持つ日が来るとは思いませんでした……」

「おいおい、フライパンだって部隊の糧食班にとっては立派な武器だぞ？」

「……ちょっと待ってください。私たちは護衛しか引き連れていなかったはずです。このフライパン、どこから取ってきたんですか？」

「ドラクレアの糧食班から勝手に持ってきた。いやー、見つからなくてほんとよかった」

「すみません、すみません……絶対後で返しに行きますから……ッ」

　巨大フライパンを見つめながらフィリーネはひとしきり呟つぶやき……後方から迫ってくる竜りゆう騎き士したちを見て、その表情を引き締めた。

「えと……ちゃんと舞台にある固定具はつけてますし、命綱もつけてますし……大丈夫です、私は落ちない……絶対落ちないから大丈夫ですっ！」

　不安になるような言葉を呟きながら、フィリーネはフライパンを構えて後方を見み据すえる。

　フィリーネが臨戦態勢に入ったのを見た瞬間、竜騎士たちは魔術を行こう使しする。

　槍やりと竜りゆう具ぐに炎を纏まとわせる者、渦巻く水を傍かたわらに生み出す者、岩肌から削り取った岩を周囲に浮遊させている者……他にも見た目にはわからないが、何らかの魔術を行使して全員が臨戦態勢に入っている。

　十数名の竜騎士たちが隊形を組み、一斉にフィリーネ目掛けて押し寄せる。

　竜騎士が持つ槍、そして竜が身につけている鉤かぎ爪などの竜具が多方向から同時に振り下ろされるのを、フィリーネは見極め──

「────いきますッ!!」

　掛け声と同時に、力任せにフライパンを振り抜いて全ての攻撃をねじ伏せた。

　相手の体勢から攻撃の動きを正確に見極め、炎塊や氷といった飛来物を叩たたき落おとし、フライパンを振り抜いた時に起こる風圧によって薙なぎ払はらう。盆のような形状ということもあり、風の影響を大きく受けるからこそ行える芸当だろう。

　しかし、後方に待機する竜騎士は既に攻撃態勢へと移行している。フィリーネの一撃を受けた者たちの背後から飛び出し、断続的に攻撃を繰り出して隙すきを与えようとし──

　あり得ない光景を目にしたかのように大きく目を見開いた。

　大振りの一撃であったはずだというのに……フィリーネは既に構えを取っている。

　フィリーネの強さは加護による身体強化と《神器》だけではない。

　武器を知って相手を知り、自分の力とする……そんなアーロンの教えに基づき、フィリーネはあらゆる武器を日々の鍛練で扱い、武器ごとの特性を深く理解している。その経験があるからこそ、即席の武器であっても十二分に力を発揮する。

　たとえ……それがフライパンであっても例外ではない。

「怪け我がをしたら──ごめんなさいッ!!」

　気き遣づかうような言葉とは裏腹に、フィリーネは人では到底行えない異常な速度でフライパンを振り抜き、その重い一撃を竜に向かって叩たたき込んだ。

　パカァァァァァンッと場違いなほど軽い音が空に響ひびき渡る。しかしそんな気の抜ける音とは裏腹に、一撃を受けた竜は苦く悶もんの声を上げて地面を転がっていく。

　その光景を見た竜りゆう騎き士しの誰もが息を吞のんでいたが……一番慌てふためいていたのは、なぜか叩たたき落おとしたフィリーネだった。

「ほ、本当に大丈夫ですよね!?　なんか竜りゆう具ぐがあり得ないくらいひしゃげてましたよ!?」

「お前……この局面でよくそんなこと言えるな」

「だって、アルフは『フライパンで竜具を殴れば、衝突音で竜が昏こん倒とうする』って言ってたじゃないですかっ！　今のは音で昏倒というか殴られた衝撃で気を失ってましたよ!?」

「いやー、どこまでいっても所詮はフライパンだから大丈夫だろうって思ったけど……リーネが使うと、なんだって凶器になるんだなぁ」

「まるで私が危険人物みたいじゃないですかっ!!　というかこのフライパン、あれだけ思いきり振り回してるのに凹へこんでないとかやたら頑丈ですね!?」

　竜騎士たちが後方から迫っている状況で、二人はわいわいと緊張感のない会話を始める。それを侮あなどられていると思ったのか、竜騎士たちは気を取り直して戦闘態勢に入る。

　それだけでなく……アルフが前方に顔を戻した時、先回りしていた竜騎士たちの姿が視界に映った。挟きよう撃げきによってレギンの動きを止め、そこから攻撃を再開するのだろう。

　レギンが背負っている舞台は、フィリーネが地上と同じ動きや足あし捌さばきを行えるように配慮したものだ。だが……フィリーネの恐怖心を和らげるために、固定具や綱を足に集中して取りつけているため、前方からの攻撃にフィリーネは対処できない。

「……レギン、このまま直進だ。俺が合図するまで絶対に速度を落とすな」

　そうレギンに伝えてから、アルフは手綱を離してフィリーネを手招きする。

「よーし、リーネ。ちょっとこっち来い」

「へ？　だって今から後ろの人たちを相手にし──きゃっ!?」

　言葉の途中でアルフはフィリーネの身体を片手で抱きかかえ、もう一方の手で両目を覆い隠す。そして、固定されている足元を確認してからレギンに向かって叫んだ。

「──すれ違いざまに回転ッ!!」

　アルフの指示によって、レギンはためらうことなくその身体を回転させた。身体が上下逆転し、アルフの命綱がミシミシと音を立てる。

　舞台を背負っているレギンが身体を回転させるとは思っていなかったのか、前方の竜騎士たちはその動きに気を取られてしまった。

　そして……すれ違いざまに、回転によって勢いのついたレギンは屈くつ強きような双翼、尻尾、そして舞台そのものを叩たたきつけ、その威力に竜りゆう騎き士したちは為なす術すべもなく叩たたき落おとされる。

　レギンは老竜として成長しきっていることから、他の竜よりも二回り近く身体が大きく、速度では決して勝てない。しかし鈍重な体と頑がん強きような鱗うろこを持つ故に、他の竜に体当たりをして打ち負けることはなく、その突進が止まることはない。

　前方に控えていた竜騎士たちを強行突破した後、レギンが態勢を立て直したところでアルフは一息つく。

「……よし、切り抜けたな。リーネ、もう終わったから後ろの奴やつらを牽けん制せいしておいてくれ」

「い、今何をしていたんですか？　なんだか一瞬、身体がぐるっとしたような……」

「あんまり気にしない方が自分のためだと思うぞ」

　妙な体験をしたといったような、不思議そうな面持ちでフィリーネは後方に向き直る。

　これまでの特訓では、フィリーネの恐怖心は視覚面、次いで浮遊感などから起こっていた。長時間の曲芸飛行はおそらく無理だが、一瞬だけなら今のように目を隠し、そして抱きかかえて感覚を紛まぎらわしてやればそこまで恐怖心を抱かない。

　そして……挟きよう撃げきを切り抜けた先で、ようやくアルフたちは峡谷の谷間に入り込んだ。

　峡谷はなんとかレギンの翼長程度の幅はあったが、少しでも身体をずらせば岩肌に当たるほど狭い。その上複雑に入り組んでいることもあってか、道を曲がる瞬間には時折竜りゆう具ぐが岩肌に当たって擦こすれる音が聞こえてくる。

「リーネ、今俺たちを追いかけてる人数がどれくらいかわかるか？」

「たぶん、十人といったところでしょうか。狭いので全員が追いかけてきているとは限りませんが、少なくともその程度はいると思います」

「んでさっき戦闘中に四人、すれ違い様に叩き落としたのが四人……残り六人は峡谷の出口から先回りってところか」

　フィリーネの報告から残り人数を推測し、アルフは懐ふところの時計を見てタイミングを測る。

　峡谷の地形は完全に把握している。出口の場所、カーブ、起伏の激しい箇所……あらゆる事柄について事前に調査を終えている。

　そして、この先にあるのは──ほぼ直角を描いた急カーブ。

「レギン、ギリギリの高さまで上昇。老体には響ひびくだろうが覚悟しておいてくれよ？」

　アルフの言葉を聞き、レギンは腹は括くくったと言わんばかりに首を軽く上げた。それを確認してから、アルフはレギンへと指示を出す。

「そのまま内側に身を寄せて……壁に勢いよくぶち当たれ」

　カーブへと差し掛かった瞬間、レギンは巨体を捻ひねって勢いよく壁に激突した。

　レギンが壁に衝突したのを見て、竜騎士たちは一瞬速度を緩ゆるめる。だが、壁を滑すべるように落下しながらもレギンは地面に着く直前で持ち直し、そのまま飛行を再開した。

「まだ奴やつらは落ちていないッ！　衝撃を受けて弱っている内に片を付けに行くぞッ!!」

　先頭の人間が周囲の人間に向かって叫び、竜りゆう騎き士したちがレギンを追って降下しようとした時……ふと、妙な音が聞こえた気がした。

　腹の底に響ひびくような、空気と地面が震えるような音。

　そして……亀裂の入った崖が音を立てながら傾いているのが見えた。

「た、退避ッ！　全員今すぐその場から離れ──」

　悲鳴にも似た竜騎士の言葉は、崩れた崖が降り注ぐ音によってかき消された。

　峡谷が崩落による轟ごう音おんに包まれ、土煙によって後方が埋め尽くされたのを見て、カーブの先にある出口で待機していた竜騎士たちが動揺を浮かべる。

「ッ……仲間たちのことは救護班に任せろッ！　まずは奴らの姿を確認し──」

「──俺たちだったらここにいるぜ？」

　土煙の中から声が聞こえた時には……何もかもが遅かった。

　竜騎士たちがレギンの姿を確認した瞬間、すれ違いざまにフィリーネがフライパンを振り抜き、小気味の好いい音を響かせた。

　地面へと落下していく六人を眺めながら、フィリーネは軽く息を吐く。そしてすぐさま血相を変えてアルフの首元を揺さぶった。

「あ、あああアルフッ！　あれって本当に大丈夫なんですか!?　後ろにいた竜騎士の方々が思いきり瓦が礫れきに巻き込まれていったんですけど!?」

「んー、あー……まぁ、たぶん大丈夫じゃねぇの？」

「今『たぶん』って言いましたかッ!?　極力向こうの方々に怪け我がなどがないように事を運ぶって言っていたじゃないですか!!」

「大丈夫ったら大丈夫だ。この峡谷は乾燥していて岩が脆もろい。落石同士が当たって細かく砕けるし、生き埋めにはなっても押し潰つぶされる心配はないだろうさ」

　食って掛かるフィリーネを適当に宥なだめながら、アルフは横目で後方を見る。土煙のせいでほとんど見えないが、向かってくる影も無いことから追手は潰せたと考えていい。

　残り時間は二十分、森で多少時間取られたものの、予定通り相手をほぼ壊滅状態にすることができた。だが、一番の障害となる存在が残っている。

「あーあ……他よ所その国だからってめちゃくちゃしてくれるわねぇ」

　頭上から聞こえてくる声に対して、アルフたちは反射的に顔を上げる。

　血のように赤黒い体たい軀くを持つ竜、そしてその背の上で燃えるように赤い髪をなびかせているフィオナの姿。

「……レギン、羽ばたきの回数を一秒に二回、それを維持したまま制止するんだ」

　フィオナたちに気づかれないようにレギンへ指示を出してから、アルフは上空へと向けて声を張り上げる。

「よう、ずいぶんと遅い到着じゃないか。あんたの部下たちはほとんど倒し終わったぞ」

「倒したって言われてもね……竜の聴覚にある弱点を突いたり、フライパンで殴り倒したり、瓦が礫れきに埋もれさせたり……演武ってのを忘れてんじゃないわよね？」

「細かいこと言うんじゃねぇよ。お祭りなんだから派手だったら何でもいいだろ」

「はっ……『神闘カンフオル』の最中だってのに、まだそんなことを言ってるなんてね」

「あんたたちは『神闘』だと思いながらやればいい、こっちは単に『翔竜演武ドラグフエヒト』を盛り上げるっていうつもりでやってるってだけの話だからよ」

　背筋に流れる冷や汗を感じながら、アルフはひたすらに秒数を刻んでいく。

　元々、他の竜りゆう騎き士したちを小道具や地形を利用して潰つぶしていたのは、フィオナをおびき出すという目的があってのことだった。しかし、まだ予定のポイントまで到達していない。

　あと数十メートル先……そこで曲がらなければ、全ての苦労が無駄になる。切り抜けるための隙すきをなんとかして作らなくてはいけない。

「それなら……あんたの余裕を無くすくらい、こっちも本気でやらないとね」

　フィオナは赤い瞳を光らせ、アルフたちに向けて槍やりを構える。その動作を見て直感的に危険を覚えたが、今レギンに回避行動を取らせるわけにはいかない。

　フィオナの持つ槍の内部が紅あかい光を帯び始め、アルフたちへと振り抜かれた瞬間。

　目の前で光の爆発が起こった。

　視界全てが紅の光によって埋め尽くされ、異常な熱と爆発による質量によって身体ごと持って行かれそうな衝撃が全身を襲う。

　ガイストから聞かされた、フィオナが『紅こう天てんの竜りゆう槍そう』と呼ばれる由縁の魔術。

　フィオナの魔術……《耀よう紅こう》は高熱の赤熱光を生み出す魔術に過ぎない。そこへ熱を蓄ちく積せきする炎竜リジルの鱗うろこを槍の内部に組み込み、爆発的に熱量を増幅させた光を放つ光線の魔術へと昇華させた。

　上空から一方的に放たれるその魔術によって、数多あまたの軍勢は為なす術すべもなく敗れていった。

　本来ならば……アルフはおろか、レギンの堅けん牢ろうな鱗すらも容易たやすく穿うがたれ、防ぐことのできない必殺の一撃によってやられていたはずだった。

「──アルフ、レギンさんも無事ですかッ!?」

　眩くらむ視界の中、鞍くらの上に立つフィリーネが振り返りながら叫ぶ。しかし、それはあり得ない光景であるはずだ。

　フィリーネは絶対に落ちることがないように、舞台に取り付けられている固定具や拘束具を付けていた。しかし、今はその全てを力任せに断ち切ったのか、ベルトや鎖などの残ざん骸がいを身にまとい、《蒼海の聖鎧ブラウミア》を眼前に突き出して鞍の上に立っている。

　そんなフィリーネの姿を見て、フィオナは口元に笑みを浮かべる。

「ふーん……《蒼海の聖鎧》を盾代わりにするなんてね。その判断力はさすがだけど……そんなに足が震えてたら、あたしの《耀よう紅こう》を受け切るのは無理でしょうね」

　今のフィリーネは命綱すらも付けておらず、鞍くらの上から足を滑すべらせた瞬間に空へと投げ出されてしまう。そんな状況に対してフィリーネが恐怖を抱かないはずがない。

　しかし、蒼あおの瞳に怯おびえの色は見られない。

「……今の一撃は、確実にアルフやレギンさんたちの命を奪うものでした」

　瞳の奥に決意と怒りを込めながらフィリーネはフィオナを睨にらみつける。

「私は二人の身を守ると約束しました。仲間が殺されそうになっていながら……センタリアの姫である私が、空が怖いなどと臆して足を止めているわけにはいきませんッ!!」

　自身を鼓こ舞ぶするように言葉を紡ぎ、怒りによって怯えと恐怖を凌りよう駕がさせ、震える足に力を込めながら剣を構える。

「あなたの攻撃くらい……何度でも、受け切ってみせます」

　宣言と共に、フィリーネは眼前の『敵』を見み据すえる。

「はっ……あたしもそういうの嫌いじゃないわよ。クライドとやり合った時は結局引き分けに終わったけど……あなたはどれくらい耐えられるかしらね？」

　口を裂き、獣のように笑みを浮かべながらフィオナは槍やりを身構え、フィリーネに狙いをつけて《耀紅》を放つ。

　再び放たれた紅色の光によって視界が埋まり、耳を覆いたくなるような轟ごう音おんと衝撃がアルフたちに襲い掛かってくる。

　光の速度で放たれる《耀紅》にフィリーネはしっかりと反応し、《蒼海の聖鎧ブラウミア》を突き出すことによってその一撃を防ぎ続ける。

　しかし、フィリーネが足場にしている鞍から亀裂の入るような嫌な音が聞こえてくる。その事実を伝えるためにレギンが悲痛な咆ほう哮こうを上げた。

「ダメ、ですッ……！　ここで、レギンさんが動くわけにはいきません……ッ」

　レギンが身を引けば、フィリーネが受けている《耀紅》の衝撃を和らげることもできるが、それを行った瞬間にアルフが描いていた『完全勝利』の図は消え去る。

　だが……もしも鞍が壊れたら、フィリーネは足場を失い空へと落ちる。《蒼海の聖鎧》によって身が守られているとはいえ、遥はるか上空から落下して無事で済むかはわからない。

　鞍のヒビが深まる嫌な感触を覚えて、フィリーネの額に一筋の汗が流れる。だが、紅色の光線は一向に止やむ気配を見せない。

「ま、このまま続けて自滅してもらうってのも悪くないけど……そんな決着の付け方じゃ、あたしの方が納得できないのよねー」

　場違いなほど軽々しい声が紅色の向こうから聞こえた瞬間、アルフは腕で視界を庇かばいながらフィオナの姿を見る。

　炎竜リジルの大きく開かれた口こう腔くう内に見えた物体。それはリジルに嚙かませていた轡くつわであり、フィオナの握る手綱と連動している。

　その轡くつわは……フィオナの持つ槍やりと同様、紅色の光を帯びている。

「竜と竜りゆう騎き士しは異体同心……さぁ、リジルの一撃も加えたらお姫様も消し飛ぶかしら？」

　そんなフィオナの言葉を聞き、アルフは決断を迫られる。

　足場の鞍くらもフィリーネ自身も、フィオナとリジルが同時に光線を放てば確実に耐えられない。しかし試合時間は残り十五分を切っており、ここで避けてしまえば計画は潰つぶされ、軌道修正を行うだけの時間もない。

　そんな追い詰められた状況だと言うのに……アルフは笑っていた。

　少し前にも似たような状況に陥ったことがあった。

　絶対に勝てない、ボロボロな状況になりながらも……アルフは前に進む選択をしたことによって、ディアンタスへと勝利して見せた。

　だからこそ、答えに迷う必要などない

「リーネ、お前が落ちたら俺が死ぬ気で助けてやるから……このまま行こうぜ」

　苦く悶もんの表情を浮かべるフィリーネだが、そんなアルフの言葉を聞いておかしそうに笑う。

「そうですね。その方がアルフらしいですし……それに、十年越しの約束すら守ろうとする人だったら、何があっても助けてくれると信じてます」

　笑いながらフィリーネは絶対的な信頼をアルフに向け……そして、表情を引き締めてからフィオナたちへと向き直る。

　そんな二人のやり取りを眺めながら、フィオナはある人間を思い出していた。

　絶対に退どかず、折れず、我が道を進み続けた英雄の姿。

　しかし……その選択を行ったからこそアーロンは命を落とした。

「……あんたたちまで、あのバカの後を追う必要なんてないのよ」

　その呟つぶやきが二人へ届くことはなく、フィオナはリジルの首を蹴けって指示を出す。

　それを合図にリジルは口を大きく開き……煌こう々こうと光る轡型の竜りゆう具ぐから紅の光を放った。

　フィオナが槍から放っている物以上に巨大な紅色の光線。

　それは違うことなくアルフたちへと向かい、全てを包み込んで焼き尽くす一撃。

　だと言うのに──紅色の光線はアルフたちに届かなかった。

　リジルの放った光線だけではない、フィオナが槍から放ち続けていた《耀よう紅こう》もアルフたちには一切届いていない。

　そんな不可解な光景を目にしたフィオナが目を細めた時、視界の先である物が映る。

　アルフたちを守るように包みこんでいる、雲に似た純白の霧。

「……一体、どういうつもり？」

　魔術によって生み出された霧を見て、フィオナは憤ふん怒ぬの形相と共に振り返る。

　フォルゲルと共に、純白の霧に身を包んだヴェインの姿。

「どういうつもりも何もない。センタリアを裏切った時と同じように……今度は、ドラクレアを裏切ったというだけの話だ」

　淡たん々たんとした口調でヴェインは自身の槍やりを振るい、その軌跡を追って純白の霧が尾を引く。しかし、そんなヴェインの言葉にフィオナが納得するはずがない。

「あんたは……魔ま騎き士しを捨てるだけじゃなく、竜りゆう騎き士しの立場すら捨てるつもり？」

「ああ、それで構わない。魔騎士だろうと竜騎士だろうと、俺には関係ないんでな」

「はッ！　バカじゃないの？　フォルゲルと空を飛ぶことだけを考えてたってのに、自分からその機会を棒に振るなんて」

　吐き捨てるようなフィオナの言葉すら、ヴェインにとってはどうでもいい。

「そうさ、俺は姉貴が言ったように、どうしようもないバカだ」

　広大な空を見上げながら、いつも自分はバカの一つ覚えのように空を想おもっていた。

「俺は空が好きってだけのバカだ。毎日毎日、首が痛くなるくらい空を眺めてるくらい、昔の俺は空が好きだったんだ。竜に乗る以前からずっとな」

　幼い自分はフォルゲルに何度も尋たずね続けていた。

　空を飛んでるとどんな気分になるのか、空から地上を見下ろす光景はどうなのか、空から眺めた空はどれほど美しいのか……バカみたいに空のことばかり尋ねていた。

　昔のヴェインは本当に空のことしか考えていないバカな人間だった。そんなバカな人間だったからこそ、フォルゲルは自らの背にヴェインを乗せてくれた。

「俺は空さえあれば何もいらない。地位、名誉、金、家族、友人、仲間……そんな邪魔なものなど、こちらから全て切り捨ててやる」

　全てを裏切り、余計な物を捨てて空だけを想い続けると決めた。

　それによって他者から恨うらまれようとも、空の果てまで逃げ続けると決めた。

　そして空が好きで仕方がないバカな人間と竜は……どこまでも飛び続けると決めた。

「────アルフレッドッ!!」

　その道を肯定した人間の名前をヴェインは叫ぶ。

「前回の『神闘カンフオル』では約束を果たせなかった、だが今回は必ず果たしてやるッ!!　誰が相手であろうと、何があろうとも、俺がお前たちを絶対に守り抜くと約束してやるッ!!」

　自分の道は自分の想いで切り開く、そうやって自らの歩む道を示した人間……自分の背を押してくれた人間に対し、ヴェインがその背を押す。




「だから……お前が描く『完全勝利』の道を突き進めッ!!」




　そんなヴェインの言葉を聞いて……アルフはおかしそうに笑った。

「ああ。そいつらの相手は任せたぞ……『ヴェイン』」

　たった一言だけを告げ、アルフはレギンを駆って『完全勝利』へと進んでいく。

「──行かせるわけにはいかないってのッ!!」

　レギンたちの後を追ってフィオナも走り出すが、その動きに合わせるようにしてヴェインはフォルゲルを走らせ、常にその間に割って入る。

　痺しびれを切らしたフィオナが槍やりを構え、《耀よう紅こう》によってヴェインごとアルフたちを貫つらぬこうと紅色の光線を放つ。しかし、その光は純白の霧へと触れた途端、徐々に光を失って濃霧の中へと飲み込まれるように消えていく。

「無駄だ、あんたの《耀紅》と俺の《牢ろう霧む》の相性は最悪だ。俺の魔術は攻撃性こそないが、《牢霧》はあらゆる存在に纏まとわりつき、濃霧の中を進んだ分だけ威力を奪う。この距離ではアルフレッドたちに届くことはない」

　あらゆる飛び道具を無力化させ、霧の牢ろう獄ごくによって相手の動きを阻そ害がいする魔術。

　フィオナが放つ《耀紅》は相手と距離を取りながら、絶大な威力を誇る一撃を一方的に行うことができるのが強みである。しかし、《牢霧》は距離が離れるほどその威力を奪い、霧で包み込めば対象の動きを大きく阻害する。

　半ばフィオナの《耀紅》は封じたも同然──

「それが──どうしたああああああああああッッ!!」

　槍による光線が無意味であると即座に判断してか、フィオナは上空から落下する勢いを利用してヴェイン目掛けて槍を振るう。

　振り下ろされた槍をヴェインは自身の槍で受け止めるが、間髪入れずに加えられる連撃とその一撃の重さに表情を歪ゆがめる。

「《耀紅》が届かないのなら、あんたを潰つぶせばいいだけの話。それなら……竜りゆう騎き士しとしての経験と技術で劣るあんたが、あたしに勝てる道理はないでしょうよ……ッ!!」

　そんな言葉と共に、フィオナはリジルの背から勢いよく跳んだ。

　落下の恐怖を微み塵じんも感じさせない動きを見て、ヴェインは一瞬判断を鈍にぶらせる。その隙すきをフィオナは見逃さない。

　落下の最中に身体を捻ひねり、勢いを利用してフォルゲルの背に槍を叩たたき込む。フォルゲルが苦く悶もんの声を上げる間にも攻撃は続き、フィオナは叩きつけた衝撃を利用してその場で宙返りを行い、ヴェインの顎あごを勢いよく蹴けり上げた。

　頭が揺れる感覚を抑え、空中で無防備となったフィオナに追撃を行おうと試みる。しかし、その動作を行おうとした瞬間にリジルがすれ違うように飛び去って行った。

　竜同士が交差する僅わずかな時間……秒にも満たない時間であったにもかかわらず、フィオナはその手綱を握り、再びリジルの背に戻っている。

　竜騎士としてあまりにも常識外れな攻撃の仕方。それは長年竜騎士として戦場を潜くぐり抜ぬけて培つちかった経験、竜との信頼関係、そしてフィオナの持つ才覚によって行える芸当だろう。

　絶え間なく続くフィオナの猛攻を受けて徐々にヴェインが押し負け、槍やりを弾はじかれた隙すきを突かれ石突きを胴に叩たたき込まれる。

　鎧よろい越しとは思えない威力によって、ヴェインはたまらず短い息を吐いて身体を折る。

「あんたが……あたしに勝てると思ってるのなら大間違いよ」

　空の王者として君臨してきたフィオナは冷厳な声こわ音ねと共に言い放つ。しかし、ヴェインの眼から闘志が消えることはない。

「ハッ……俺に負けるはずがないとでも思っているなら、大間違いだ」

　苦く悶もんの表情を浮かべながらも、ヴェインの口元から笑みが消えることはない。その様子を見て、フィオナは周囲の状況に目を向ける。

　先ほどよりも濃く、そして範囲を広げている純白の霧。その霧はまるで意思を持つかのようにフィオナたちを包み込み、髪だけでなく全身が湿り気を帯びている。

「……なるほど、霧の中で動きが鈍にぶらせるってのがあんたの魔術だったわね。最初からあたしに勝つ気なんてなくて、時間稼かせぎに徹するってのがあんたらしいわ」

　嘲あざけけるようにフィオナはヴェインへと言い放ってから、自身の槍を突き付ける。この距離であるならば《耀よう紅こう》の威力が減衰することはない。

　そして最後の一撃を──

「──なら、搦からめ手てに弱くて、油断しやすいってのがあんたらしいってところだ」

　ヴェインの言葉と共に──バヂリ、とフォルゲルの黒い体たい軀くに青白い光が起こる。

　ヴェインはフィオナの動きを止めるために《牢ろう霧む》で包み込んでいたわけではない。

　反射的に、フィオナはフォルゲルに視線を向ける。

　誰も乗せようとしないフォルゲルをマルボルク家で置いていたのは、飛竜の中では珍しい特異器官を持つ竜であったからだ。

　他の飛竜たちが行えるブレスが吐けない代わりに、フォルゲルは発電と蓄電を行える器官を有しており、鎧に似た甲殻にその雷を伝導させる。

　かつてフォルゲルが戦場の中を駆けていた時代。多くの人間から畏怖を込めて呼ばれていた『雷らい公こう』の二つ名をフィオナは思い出す。

「……竜と竜りゆう騎き士しは異体同心、あんたの言葉だ」

　フォルゲルが雄お叫たけびを上げた瞬間、《牢霧》を伝うように雷撃が走り、水と空気の爆はぜる音を響ひびかせながらフィオナとリジルの身体を貫つらぬいた。

　雷による衝撃を受けてフィオナの身体が跳はね上がり、リジルの背の上で倒れ込む。

　リジルも先ほどの雷撃によって身体をよろめかせたが、《牢霧》は鱗うろこの下にまで届いていなかったのか、ふらつきながらも飛行体勢を維持している。

　だが、フィオナは濡ぬれた状態からまともに雷撃を受けた。雷撃は全身の至るところにまで走り、常人ならば気を失うどころか命を落としていても不思議ではない。

　そう思っていたからこそ、ヴェインは目の前の人間を眺めながら慄おののいた。

「……化け物でも相手にしているようだ」

　紅あかい髪を振り乱し、憤ふん怒ぬの形相と共にフィオナは手に力を込めて鞍くらから立ち上がった。

「──ッか、は……ったく、あたしが意識を飛ばすことになるなんてね」

　雷撃のダメージがいまだに残っているのか、フィオナは身体をよろめかせる。しかし戦意の喪失は一切見られず、むしろ先ほど以上に気迫が増したように思える。

「これしきで、潰つぶれるわけにはいかないのよ……ッ!!」

　感触を確かめるように槍やりを握り込み、よろめきながらもフィオナは構えを崩さない。

「アーロンとドツき合ってたあたしが、他の奴やつに負けたなんてことになったら……地獄であいつに会った時に、笑われるってもんでしょうよッ!!」

　何があろうとも立ち上がり、何者にも跪ひざまずかない不屈の精神。

　間近でそれを見続けてきたというだけでなく、アーロンの志を受け継いだ人間の一人として、無様な姿を見せるわけにはいかない。

「さぁ……他に何かあるなら全部出し切りなさい、ヴェイン。あたしは何があろうとも倒れない。何度だって立ち上がって……最終的にあんたをブン殴ってやるわ」

　目の前の戦いを愉たのしむかのように、フィオナは歯を見せて笑う。そこには竜りゆう騎き士し団長としての姿ではなく、十国戦争を戦い抜いたフィオナという人間の姿があった。

　そして……それは、ヴェインを『敵』という同格の存在と認めた瞬間だった。

　言葉通り雲の上にいて、決して手の届かない存在だった姉に認められたことで、ヴェインは心の中で歓喜すると同時、それに応こたえられないことを残念に思う。

　フィオナが倒れない限り、センタリアに勝利はない。

『一時間以内に両者が残っていた場合、残存する竜の多い側を勝利とする』

　ヴェインはドラクレアを裏切ったが、今回の『神闘カンフオル』にドラクレア側で参加している。つまり、アルフはヴェインも倒さなくてはいけない。

　このままフィオナが倒れず、ヴェインが足止めを続けていれば人数有利でドラクレアの勝利となる。そして引き分けに持ち込むためにヴェインが自ら地面に下りようとすれば、フィオナは即座に《耀よう紅こう》を放ってアルフたちを仕留めるだろう。

　勝利が目の前にあり、それが自分に懸かかっているからこそ、フィオナは何度だって立ち上がってくる。心身の限界を超えて戦い抜き、決して屈することもない。

　そんなフィオナという人間を理解していたからこそ……アルフはあの制限を設けた。

　眼下には既に予定のルートを辿たどり終えたらしいレギンの姿が見える。だが、フィオナとリジルが動ける状態であるのならば、まだ自分の役目は残っている。

「あとは……頼んだぞ、アルフレッドッッ!!」

　レギンと交差する瞬間にそう叫び、ヴェインはフォルゲルの背から跳んだ。

　ヴェインが取った予想外の行動を目の当りにし、判断に迷ったフィオナが身を硬直させる。それを見計らい……ヴェインはフィオナの身体に抱きつくような形でリジルの背に落ち、そのまま首を絞めて羽交い絞めにした。

「ッ、あんたは、本当に何考えてんのよッ!?」

　ヴェインの行動が理解できない状態のまま、フィオナは背後にいるヴェインの顔面に肘ひじを入れる。しかしヴェインの腕から力が抜けることはない。

「ッ──フォルゲル！　お前はリジルを拘束しろッ!!　こいつらを逃がすなッ!!」

　フォルゲルは短い唸うなり声ごえで応こたえ、リジルの身体に爪を食いこませてその動きを阻そ害がいする。

　竜同士が取っ組み合う状況によって、リジルとフォルゲルは錐きり揉もみ状に落下していく。

「っとにッ！　あんたはッ！　意味わかんないことばっかりやってッ!!」

　言葉を発する度に、フィオナはヴェインの顔面に頭突きや拳こぶしを入れる。口の端はしや鼻から血が出てるのも構わず、ただヴェインはフィオナの動きを留めることに集中する。

「あんたに……いいことを教えてやる。アルフレッドの描いた『完全勝利』についてだ」

「あいつが掲かかげた『完全勝利』だなんて、所詮は──」

「いいや、あいつが描いたのはまさしく本物だ」

　暴れるフィオナの注意を逸そらすために、ヴェインは言葉を掛ける。

「まずは制限時間。これは大規模な法術を発動させるため、本来ならば必要となる道具類を代だい替たいするために設けられたものだ」

　法術に必要な手順や道具、それらは別の動作を代替することで発動することができる。

「今回、アルフレッドが構築した法術の代替条件は……『一時間以内に、一定以下の速度で特定の順路を巡る』というものだ。レギンが一定の速度を維持したまま順路を辿たどるには三十分では時間が足りず、二時間では必要となる道具類の代替を完全に果たせない。だからこそ、アルフレッドはそれらを両立させる『一時間』を制限とした」

　順路から外れてしまえば、法術の発動に必要な代替条件を成立させることができない。そのため、アルフたちはフィオナと遭遇した際に退くことも避けることもできなかった。

「そして、その順路の意味は地上や空で対たい峙じしている者には理解できない。さらに遥はるか上から眺めた人間だけが、順路によって描かれた存在の意味を知ることができる」

　森を抜け、峡谷を過ぎ……その軌道によって描いていた存在。

　法術を行こう使しするために描かれた……巨大な陣。

「ハッ……何を仕込んでようが、アルフは法術を使えないでしょうがッ!!」

　ドラクレアは『アルフレッド・ハーレックが法術を使用することを禁ずる』という制限を掛けている。『神闘カンフオル』である以上、その制限を逸脱した時点でセンタリアは敗北となる。

　しかし、ヴェインから笑みが消えることはない。

「まぁ聞けよ。次の制限速度。これは確実にドラクレアの竜りゆう騎き士しを追いつかせて、罠わなに嵌はめる意味もあったが……本来の目的はレギンに一定の速度を維持させ、同時に戦闘によって生じた誤差を確実に修正するためだ」

　六十シュネルという速度は『レギンが速度を維持したまま、修正動作を確実にこなせる』ものであり、明確な数字を提示して速度維持を行いやすくする意味もある。

　不安定な空の上で戦闘を行う以上、不測の事態は必ず起こる。その誤差を修正するため、止まる時や曲がる時にアルフが細かく指示を出し、羽ばたきの回数すらも指定した。

　それら全ての条件を……アルフではなく、レギンが行わなくてはいけなかった。

「法術というのは、必要な手順を踏めば誰でも使えるそうだ」

　フィオナに向けて、ヴェインは勝ち誇った笑みを浮かべる。

「たとえ……法術を扱うのが竜であったとしても、な」

　直後、フィオナたちに影が差し、反射的に顔を上げる。

　上空に浮遊している……レギンの法術によって生み出された物体。

　一帯の空を覆うほど巨大な物体だが、フィオナの位置からはその全容がまるで摑つかめない。

「そして……最後の制限。あれは何があろうとも倒れない、フィオナ・マルボルクという不屈の人間を強制的に敗北させるための制限だ」

　レギンに普通の法術を行こう使しさせても、フィオナという人間が易やす々やすと倒れるはずがない。だからこそ、アルフは『地面に着いた場合のみ、戦闘不能と見なす』という制限を加えた。

「いやはや……本当にこんなことができるだなんて、法術とは本当に何でもありだな」

「なっ……アレはなんなのよ!?　あのバカは一体法術で何をしたってのよッ!?」

「ああ、アレは指示書によるとケケシュ山だそうだ」

「はあああああああああああッ!?」

　フィオナの絶叫を合図に、上空に浮かぶケケシュ山が降下を始める。

「正確にはケケシュ山と同一の存在を上空に呼び出し、着地と同時に霧む散さんするという一種の召喚に近いものらしい。なんとも不可思議なものだ」

「あんた冷静に言ってるけど自分の置かれてる立場わかってんの!?」

「この作戦に乗った時点で俺は既に腹を括くくっている。死ぬことはないと信じておくさ」

「バッ……くそッ、リジル！　早くフォルゲルを振りほどきなさいッ!!」

　落下を始めた岩杭くいを見ながら、フィオナは焦あせりを帯びた声こわ音ねと共に叫ぶ。しかしフォルゲルはリジルの身体に食らいついたまま離れない。フィオナ自身もヴェインの束縛から抜け出そうとするが、その身体はビクとも動かない。

「まったく……なんとも割に合わない役回りだ」

　そんなヴェインの呟つぶやきの直後、ケケシュ山はリジルとフォルゲルに衝突し、勢いを止めることなく地面へと着地した。

　そして……霧散したケケシュ山の粒子が飛び交う中、割れんばかりの歓声が沸いた。






五章　祭りの後の末路









　アルフたちが『翔竜演武ドラグフエヒト』を終えて空から帰還した瞬間、ドラクレアの人々から歓声と喝采を浴びることになった。

「センタリアのお姫様、かっこよかったぞーッ!!」

「最後のバカでかい山ってセンタリアの人らがやったのかい!?」

「フィオナさんまで本気出してたし、今回はずいぶん派手な『翔竜演武』だったなぁ！」

　アルフとフィリーネはその声に手を振って応こたえ、しばらく民衆に飛ぶ姿を見せる。

　そして人々の声が徐々に静まってきたのを見計らって、二人はレギンから下りて『翔竜演武』出場者たちのテントへと入った。

　テントには先ほど『翔竜演武』に出ていたドラクレアの竜りゆう騎き士したちがいた。頭や腕に包帯を巻いている者もいるが、命に別状がある人間はいないように見える。

　だが……その表情は皆一様に暗く、中には嗚咽おえつを堪こらえている者や、目頭を押さえて涙を流す者の姿もあった。

　国民たちの知らぬところで行われた『神闘カンフオル』……それにドラクレアは敗北する結果となり、要求を受け入れなくてはならない。

　即すなわち……翔竜国家ドラクレアは、十国連盟の内から外されることになる。

「……よかったわね。あんたたちの『完全勝利』ってやつよ。十国連盟から外されて、あたしたちドラクレアはあんたたちに歯向かうことは二度とできなくなった」

　アルフたちの姿を見つけて、体中に包帯を巻いているフィオナがそんな言葉を掛ける。

　十国連盟から除名されるということは、エトルリア大陸における国としての発言権を失うだけではない。和平後に定められた関税や輸出入に関する取り決め、それ以外にも様々な恩恵が失われる。

　戦後による復興が万全でない状況で、十国連盟による恩恵が失われたら復興が遅れるどころの話ではない。小国であるドラクレアでは他国の庇ひ護ご下に入らなくては立ち行くこともままならず、他国の中で竜りゆう翔しよう国家ドラクレアは緩ゆるやかな破滅に向かっていく。

「……さて、ヴラディスにはなんて伝えようかしらねぇ。あたしのことを信頼して全部任せてくれたってのに、こんな無様な負け方しちゃったし。あたしの首を差し出したら、ドラクレアをセンタリアの庇護下にでも入れてくれるかしら？」

　自嘲するようにフィオナは弱々しい言葉を吐く。その言葉にアルフたちは何も答えない。

　代わりに……アルフはニヤついた笑みを浮かべてから、テント中の人間に聞こえるように声を張り上げる。

「いやー、なんとか『翔竜演武』の主役っていう大役を果たせた。大いに盛り上がってもらえたようだし、来賓兼盛り上げ役として俺たちも満足のいく結果になったよ」

　棒読みで、どこまでも白々しい言葉。竜りゆう騎き士したちが困惑した表情を浮かべている中で、フィオナは奥歯を嚙かみしめなながらアルフを睨にらみつける。

「あんた……よくあたしたちに向かってそんなことが言えるわね」

「おいおい、どうした？　せっかくの祭りごとに怖い顔してるじゃないか」

「ッ……あんた、いい加減に──」

　フィオナが立ち上がった瞬間、アルフは笑いながら告げる。

「俺たちは『翔竜演武ドラグフエヒト』をやっただけで『神闘カンフオル』なんてやっていない。十国連盟からの除名なんて話も聞いてないって話だよ」

　アルフの言葉を聞き、フィオナは怪け訝げんそうな表情を浮かべたが、その意味を理解してさらに眉み間けんのシワを寄せ、アルフの胸倉を摑つかみ上あげた。

「つまり……あんたはあたしたちに情けを掛けて、さっきの『神闘』は無かったことにしようって言いたいわけ？　ふざけんのも大概にしなさいよ」

　怒りで表情を歪ゆがませながら、フィオナは紅の双そう眸ぼうを揺らす。

「これだけ派手な祭りになったんだ。今からお互い楽しく騒いではしゃいで、裏であった細かいことなんて全部忘れちまえばいいじゃねぇか」

「『神闘』は国の誇りを懸かけてんのよッ!!　あたしたちは全員その誇りを背負ってあんたたちと戦っていたッ！　あんたは……そんなあたしたちの覚悟まで踏みにじるつもりッ!?」

「ああ、俺はそう言ってんだよ」

　首を締め上げられた状態のまま、アルフは冷ややかな視線をフィオナに向ける。

「誇りを懸けて、覚悟を決めて戦っていた？　そいつはご立派な話だが、俺たちにとって今回の話は何一つとして得にならない。だから今回の『神闘』を揉もみ消せって言ってんだ」

「あんた……自分が何言ってるかわかってんの？　『神闘』を行ったら十国に対して報告書を提出する義務がある。その報告を意図的に怠おこたって隠いん蔽ぺいすれば……ドラクレアだけでなく、『神闘』に勝ったあんたたちもタダじゃ済まないのよ!?」

「……ま、そうだろうな。もしもバレたら俺たちは仲良く除名ってわけだ。だが……そんなもんはバレなきゃいいだけの話だ」

　どこまでも平然とした様子で、アルフはそんなことを言う。

「俺は制限を掛けた時、『竜りゆう翔しよう国家ドラクレアは、今回の『神闘』についての一切を口外、通達、流布、告げる事を禁じる』って言ったじゃないか。それは当然、他国に対しての報告についても含めた話だ」

「あんた……まさか、最初から自分たちの要求を通すつもりが無かったって言うの？」

「だからそう言ってるだろ。俺たちにとってその要求はマイナスでしかない。だからわざわざ俺の秘密をバラしてまで、最後の制限の一つを付け加えたんだ」

　最初からアルフはドラクレアを除名する意思などなかった。しかし、ドラクレア側からすれば、そんなアルフの意図がまるで理解できない。

「……わざわざ危険を冒してまで、隠いん蔽ぺいする必要なんてあんたたちにはないはずよ」

　納得がいかない様子のフィオナに、アルフは面倒そうに頭をかきながら答える。

「センタリアとドラクレアは旧ふるくから付き合いのある国同士で、俺はそれを取り持つ外交役としての仕事もある。だけどドラクレアはセンタリアに対して不信感を抱いているときたから、俺はそれをどうにかしなくちゃいけない。その結果がこれってわけだ」

「…………いや、どれよ？」

「要は両国に新しい信頼関係を築こうって話だ。今回の『神闘カンフオル』についてを互いに隠蔽すれば、俺たちは晴れて共犯だ。一いち蓮れん托たく生しよう、死なば諸もろ共とも、何かあった時にはお互いに破滅だ。これほど強固な『信頼関係』なんて他にはないぜ？」

　その意味を理解したところで、フィオナは深い溜ため息いきと共に頭を抱え始めた。

「それを『信頼関係』って言うあたり、本気で狂ってると思うわ」

「表向きだけ仲良くやるよりよっぽど信頼できるじゃないか。互いに秘密を抱えているから、相手が秘密を暴露しないように率先して手助けを行う必要がある。一方の国で何らか問題が起こった時には、全力で支援をして問題の対処を行う。それらを蔑ないがしろにしたら秘密を暴露して互いに破滅。どうだ、適度な緊張感があって退屈しないだろ？」

「……リーネちゃん。バカがそう言ってるけど、センタリアの姫様としてはどうなの？」

　助け舟を求めて、フィオナはフィリーネの意見を仰ぐ。

「ええと、私もアルフから全ての話を聞いた時、あまりにも常識からかけ離れた方法だったので呆あきれましたが……ですが、これがアルフの考えた『完全勝利』なんです」

　アルフが掲かかげていた『完全勝利』の意味。

　派手に暴れ回って『翔竜演武ドラグフエヒト』を盛り上げ、裏では『神闘』に勝利する。そしてその『神闘』を隠蔽することによって十国連盟からの除名という要求が無くなり、互いの国から不利益が消える。そして共犯という新たな関係を築くことによって、センタリアに不信感を募らせていたドラクレアとの関係を修復する。

　誰も損をしない、誰も悲しむことのない最善の結末。

　それを理解した瞬間、思わずフィオナは笑みを零こぼしていた。

「……なるほどね。たしかにこれは『完全勝利』ってやつだわ」

　ただ勝利するだけではなく、あらゆる面において最善の結果を取る。

　そんな最善の結末……アーロンの目指していた『完全勝利』と同じ結末。

　決して真っ当ではない、しかし父親と同じ結末を作り出した息子を見て、フィオナは微笑を浮かべてから答えを告げる。

「我々ドラクレアは……此こ度たびの『神闘カンフオル』を隠いん蔽ぺいすることに賛同する。あんまり好いい信頼関係とは言えないけれど、今後ともよろしくお願いするわ」

　フィオナの返答によってフィリーネが笑みを咲かせ、アルフも頭をかきながら笑う。

「さーて、それじゃ全部終わったことだし、俺はアンリと一緒に祭りでも見に行くか。手伝ってもらった分、ちゃんと家族サービスしてやらないと」

「いやまだ何も終わってませんから!?　お祭りの後には機密保持の誓約書を作成したりとか、アルフにはまだまだやってもらうことがあるんですからっ!!」

　アルフとフィリーネが去ったことで、再びテント内が静まり返る。しかし、先ほどまでドラクレア側に漂っていた沈ちん痛つうな空気は払ふつ拭しよくされていた。

　その様子を見たフィオナが苦笑を浮かべ、気分転換にテントの外へと出た時だった。

「……フィオナ、お前に話がある」

　獣が唸うなるような声を聞き、フィオナはそちらへと顔を向ける。

「なによ、ガイスト。アルフの話についてはちゃんと承しよう諾だくしたわよ？」

「しらばっくれるな。私が何を問とい質ただそうとしているか、見当がついているだろう」

　睨にらみを利きかせるガイストを見て、フィオナは肩を竦すくめて人気の無い場所へと歩き出す。

「単刀直入に訊きこう。今回の件、裏で糸を引いていたのは誰だ」

「あら、ずいぶんと直球じゃないの。あたしが全部企くわだてたとは思わないの？」

「……お前にあんな制限が考えられるとは露ほども思っていない。少なくとも、お前一人で組み上げた計画でないのは確かだ」

　事前に準備を進め、アルフとフィリーネの二人を『翔竜演武ドラグフエヒト』の《駆かり手て》とし、それに合わせて『神闘』をぶつけて、たった一つの制限によって相手の動きを封じる。それは少なくとも、フィオナの性格には沿わないやり方だ。

「あんただって、薄々気づいてるんでしょ？」

　フィオナの問いに対し、ガイストは押し黙る。

　アルフが今回の件に第三者が関与していると告げた時、ガイストは真っ先にその可能性を考えた。

　フィオナは自分が気に食わないことならば、脅おどされて命の危機に瀕ひんしていたとしても首を縦に振らない。まして第三者を関与させて『神闘』を行うなど考えられない。

　だが……それがかつての仲間であるのなら話は変わってくる。

　先のような婉えん曲きよくな策を考案するのは主にクライドであったが……その策にある欠点などを指摘し、手を加えてより完成へと近づけるのを得意としている仲間がいた。

「あたしとヴラディスはあの子からセンタリアについて、そしてクライドの話を聞かされて……それらに納得して、センタリアに仕掛けることを決めた。他の国とかについては知らないけど……あの子がクライドを潰つぶそうとしているつもりなのは間違いないわよ」

　改めて事実を突き付けられ、ガイストは拳こぶしを握り締める。

　なぜ……同じ人間の背を追い、志を共にした仲間同士で争わなければならないのか。

「んじゃ、あたしが答えられるのはここまでよ。あたしは……ガイストやクライド、それに他の奴やつらもまだ仲間だと思ってる。だから何も言わないでおくわ」

　第三者の名を明かさないまま、フィオナは背を向けてテントへと戻っていく。

　そんなフィオナの背中を……ガイストは何も言う事ができずに見送るしかなかった。





　◇






　ドラクレアのテントを後にしてから、アルフたちはアンリの姿を探していた。

「あっ！　にーさん、こっちこっち！　でっかい人と黒い子の治療終わったよー！」

　人気の無い広場でぱたぱたと両手を振って跳はねるアンリを見つけ、アルフはその傍かたわらに座っている満まん身しん創そう痍いといった様子のヴェインに声を掛ける。

「なんだ、ずいぶん殴られて愉快な顔になっちまったな」

「……暴れる姉貴を押さえ込んでいたんだ。無事でいられるとでも思ってるのか？」

　そんな言葉と共に、ヴェインはアルフに対して恨うらみがましい視線を向けてくる。しかしその顔は腫れ上がり、見事な青あお痣あざまでできているため、気を抜くと笑いそうになる。

　ボロボロとなった今回の『神闘カンフオル』における立役者に対し、フィリーネは深く頭を下げる。

「……今回の戦いは最後にヴェインさんが助太刀をしてくれたからこそ、勝利することができました。本当に……ありがとうございます」

　微笑ほほえみを浮かべながらフィリーネは礼を口にするが、なぜかヴェインは渋じゆう面めんを作った。

「おい、アルフレッド。お前はフィリーネ様に何も伝えてなかったのか？」

「あ？　リーネどころか、センタリアの人間には誰一人として伝えてないぞ」

　二人の会話についていけず、フィリーネが頭に疑問符を浮かべながら首を傾かしげたところで、アルフが今回の件について話し始める。

「つまり、ヴェインは元々センタリアとドラクレア、どっちも裏切る予定だった。『何かが起こった時には裏切れ』っていう指示をあらかじめ出しておいたんだよ」

　フィオナがヴェインの身の上話をした時、アルフはその意味についてずっと考えていた。

　おそらく、あれはフィオナが姉として弟を思ったが故の行動だったのだろう。

　ドラクレア……というより、フィオナはヴェインを引き入れることを最初から予定していた。自分の身勝手な行動で弟の居場所を奪ってしまった償つぐないとして、センタリアへの裏切りという功績によって竜りゆう騎き士しの地位を与えようとした。

　竜騎士になるため、裏切っても仕方ない境きよう遇ぐうであった……それをフィオナはアルフたちに語って聞かせ、ヴェインがセンタリアを裏切る免罪符にしようとした。

　そんなフィオナにとっての誤算は……酒を飲ませて、無理やりヴェインの内心を引き出した存在がいたことだろう。

「アルフレッドから渡されたメモには……そんな姉の意図が全て書かれていました。だからこそ、俺は姉を許せませんでした」

　ヴェインが竜りゆう騎き士しになれるようにフィオナが動いていたことは嬉うれしく思う。しかし、裏切るという行動だけでなく、フィオナがやろうとしたことが気に食わなかった。

「姉がやろうとしたのは……両親と同じ事なんです。俺の意思などお構いなしに、俺の道を決めようとした。だから……俺は姉を裏切り、アルフレッドに協力すると決めたんです」

　言いながら、ヴェインは懐ふところから一枚の紙を取り出す。

『ドラクレアに行くか、センタリアに留とどまるか……それとも、俺と一緒に馬鹿げたことをやるか、お前の好きなように選べ。どれを選んだところで、俺は何とも思わない』

　その言葉の下にはびっしりと文字が綴つづられており、それが今回の『神闘カンフオル』で行った作戦の概要であることが見て取れる。

「いがみ合ったりしながらも、なんだかんだ二人はお互いを信頼してたんですね」

　ヴェインがドラクレア側につく可能性もあったというのに、アルフはヴェインが絶対に裏切らないと信じて作戦書を託した。そしてヴェインもアルフならば絶対に成し遂とげると確信していたからこそ、アルフの作戦に乗った。

　そんな二人の見えない信頼関係を感じて、フィリーネがほっこりと笑みを浮かべた時、二人は顔を見合わせて嫌そうな顔をした。

「「なんでこんな奴やつを信頼しなきゃいけないんだ？」」

　二人の声が綺き麗れいに重なり、フィリーネは笑顔を浮かべたままゆっくりと首を傾かしげた。

「おい、アルフレッド。お前は俺のことを信頼してあのメモを渡したのか？」

「いや、全然。お前があの作戦書をドラクレアに渡した場合のことも考えてたし、お前が俺の作戦に乗ったフリをして、途中で裏切る可能性も考慮してた。なにせ、お前は誰だろうと裏切る卑ひ劣れつな人間だからな」

　そんな言葉と共に、アルフは数枚のメモを取り出して見せる。それを見てヴェインは額に手を当てながら溜ため息いきをついた。

「……そんなことだろうと思っていたから、何か小細工をして邪魔しても無駄だろうとは思っていた。アルフレッドを出し抜くことはできないが、この作戦なら姉に一泡吹かせてやれそうだったし、仕方なく乗ったというまでだ」

「仕方なくだろうとなんだろうと、乗せちまえばこっちの勝ちってもんさ。それに……なんだかんだ、他の奴らを出し抜くのは面白かっただろ？」

「そうだな……俺が裏切ったことで、センタリアの奴らや姉が泡を食った表情を浮かべているのは、見ていて最高に気分がよかった」

「うわぁ……お前、俺が思ってた以上にゲスいな……」

　二人が笑い合う中、フィリーネはひたすら首を傾かしげていた。結局のところ、二人は互いの考えがわかっていて行動していたのだから、それは信頼と言えるのではないだろうか。

　考えても答えが出そうになかったため、フィリーネは話題を変える。

「そういえば、ヴェインさんが魔ま騎き士しを辞めるというのは作戦のためだったんですよね？　それなら、またセンタリアの魔騎士として──」

「いえ、私は自分の言葉を取り下げるつもりはありません」

　フィリーネの言葉に対し、ヴェインは毅き然ぜんとした態度で告げる。

「作戦のためであろうとも、仲間を欺あざむき裏切る行為は騎士としての忠義に反します。だから私は魔騎士、並びに竜りゆう騎き士しとしての身分を返上します」

「で、でも……それなら、ヴェインさんはこれからどうされるんですか？」

「今後についてはあまり深く考えていません。いっそラフロイグの農園を継いで、適当にフォルゲルと空を飛んで過ごそうかとも考えていましたが……不謹慎なことに、今回の一件を自分は楽しいと感じてしまったものでして」

　そう語ってから、ヴェインはアルフに告げる。

「たしか……センタリアには、人望のない隊長が務つとめる人手不足の部隊があるだろう。元魔騎士で元竜騎士の裏切り者、そんな人間を雇うつもりはないか？」

　ヴェインの言葉を聞き、アルフは呆あつ気けに取られたかのように思わず目を丸くしていた。それを見て、ヴェインは声を上げて笑う。

「ははっ……なかなか良い反応をするじゃないか。いつも何でも御お見み通とおしと言わんばかりのお前でも、そんな表情をするんだな」

「そりゃこっちのセリフだ。真面目が服を着て歩いてるような奴やつだったのに、俺みたいにバカなことを言い出したんだからよ」

「今さらバカも何もないだろう。さて……部隊長には部隊編成の際、必要に応じて外部の人間を雇用する権限がある。俺はお前も知っての通り、勤勉で仕事に忠実で……特に、お前の嫌いそうな書類仕事や資料整理には打ってつけだと思うが？」

　ヴェインの言葉に、アルフは苦笑しながら頭をかき……そして、手を差し出す。

「んじゃ、せいぜいコキ使ってやるから覚悟しておけ。ヴェイン」

「ハッ……俺に裏切られないように、せいぜい楽しませてくれ。アルフレッド」

　そんな言葉を返しながら……ヴェインは差し出された手を力強く弾はじいた。

「それじゃお前にさっそく仕事をやるよ。このメモに内容は書いてあるから」

「……お前、怪け我が人に対して心底どうでもいい雑用を押し付けるな。姉貴に殴られただけじゃなく、お前の法術のせいでこっちは少なからず怪我をしたんだぞ」

「まさかあんな足止めの仕方するなんてこっちも思ってなかったっての。さーて、それじゃアンリ、ドラクレアの土産を買いに行こうぜー」

　ノンキな言葉をその場に残して、アルフは町の方へと向かって歩き出す。

「ほらほら、リーネさんも一緒に行こっ！　本当だったらにーさんと二人きりの方がいいけど、私はリーネさんのお世話もしなきゃいけないし」

「アンリちゃん、本音が出まくってる上に私をおまけ扱いしないでくださいね……私これでも一応姫なんですからね……？」

　肩を落とすフィリーネの背をアンリが叩たたいて励はげまし、二人がアルフの後を追おうとした時……ふと、アンリが振り返った。

「そうそう。顔面が歪ゆがんでる無駄に大きなヴェインさん」

「お前は変わらず俺に対して当たりが強いな、ハーレック妹……それで何か用か？」

「さっきにーさんから渡されたメモ、ちゃんとやらなきゃダメだよって伝えたかっただけ。ついでに薬はそこに置いておいたから、手当が必要なら自分でやってね！」

　そんな言葉を言い残してアンリが去っていく中、ヴェインはその言葉に従って先ほどアルフから渡された、一枚の紙に包まれているメモの中身を見る。

　その紙を開き……ヴェインはその文字を見て苦笑する。

「本当に、どこまでも気に食わない奴やつだ」

　作戦指示書と書かれた文字に続いて、『自分たちで歩む道を決めろ』という言葉。そして包まれていた紙の中には、何も書かれていない白紙のメモが二枚ある。

「なぁ……フォルゲル。お前ならこのメモになんて言葉を書く？」

　傍かたわらにいるフォルゲルに対して、ヴェインはそんな言葉を掛ける。

『決まっている。お前と共にどこまでも空を飛び続ける……それだけだ』

　普段とは違う、どこか弾むような声こわ音ねと共にフォルゲルは言う。

「……ああ、そうだな。俺たちが歩む道なんて、出会った時から決まってたようなものだ」

　空に憧れ、空を望み、空の上で生きたいと思った幼い自分の想おもい。

　道を閉ざされ、立ち止まりながらも消えることのなかった願い。

「悪かったな、フォルゲル。ずいぶんと遠回りをした」

『構わん、元より竜は長命だ。お前が再び立ち止まろうとも、私はいつまでも待とう』

「大丈夫、俺はもうお前を待たせたりなんてしないさ」

　そんな言葉と共にヴェインは懐ふところからナイフを取り出して指先に軽く当てる。

　白紙のメモに自身の決意を自らの血によって書き記し、そのメモを懐に奥深くに入れる。

　そして、ヴェインは屈託のない笑みを浮かべながらフォルゲルに告げる。




「さて……俺たちの大好きな空へと戻ろうか、フォルゲル」





　◇






　竜が空を飛ばなくなって何年もの月日が経たった時、一人の人間が竜の前に現れました。

　その青年は身体からだ中じゆうに傷があり、長い距離を歩いて足もボロボロになっていました。

　しかし、竜はその変わり果てた姿の青年が誰であるかすぐにわかりました。

「待たせてしまって、悪かったね」

　かつての少年は、竜の下へと帰るためにあらゆるものを捨ててきました。

　偉大な権力を持つ家柄も、目が眩くらむような宝石や金塊も、優しい言葉を掛けてくれる友人も、何もかもを置き去りにしてきました。

　そうまでしてなぜ戻ってきたのか、と竜は青年に問い掛けます。

　そんな竜の言葉に、青年は笑いながら答えました。

「君は……僕が初めて自分の意思で選んだ友人だ。私の両親から友になれと言われた友人たちとは違う、僕が心から友と呼びたい存在なんだ。そんな友のためなら、僕は権力も、金も、偽りの友人たちも必要ない。そんな邪魔なものは捨てたって構わない」

　だけど、青年はかつて言えなかった言葉を竜に告げました。

「僕は……君と一緒に駆けていた空が、何よりも大好きだ。それだけは捨てられない」

　懐かしい少年の言葉を聞き、竜は涙を流しながら首を縦に何度も振りました。

　そして竜は少年に告げることができなかった想おもいを口にしました。

「私は……お前と空を駆けるのが楽しくて、嬉うれしくて……空を好きだと言ってくれたお前を乗せるのが何よりも誇らしかった」

　それを聞いた青年は屈託のない笑みと共に、竜へと手を差し伸べました。

「それじゃ、待たせてしまった分もいっぱい飛ぼう。一緒に空の上で笑って、泣いて、怒って……ずっと一緒に、二人の大好きな空を飛び続けよう」

　その言葉に応こたえるように竜は歓喜の声と共に翼を広げ、青年はその背に跨またがります。

　そして二人はいつまでも一緒に、この広い大空を飛び続けました。

　そんな二人の行く先には、どこまでも素晴らしい大空が広がっていることでしょう。






終章　過去に生きた者たちの末路









　ドラクレアでの『神闘カンフオル』騒動を終えて、アルフたちは無事にセンタリアへと帰還した。

「あー……やっぱ自分の国が一番だ。帰ってきたと思うだけでだらけたくなる」

「あなたは年中だらけているじゃないですか……。それに、ドラクレアの一件についてクライド兄様に報告する必要があるでしょう」

「へいへい……今日くらいはゆっくりさせて欲しいんだけどな」

　フィリーネに窘たしなめられ、愚痴を零こぼしながら馬車を出そうとした時……アルフは突然、何かを思い出したように顔を上げた。

「悪い、城には後で行くから、一旦ここで解散してもいいか？」

「サボるつもりだって言うなら今この場ではり倒しますよ？」

「いや、ウィンの奴やつに土産を渡しておきたいんだ。どうせ明日から忙しくなって外に出れなくなるし、城から居住区画の端はしに戻ると二度手間なんだよ」

「むぅ……そういう理由なら、一概にダメだとも言えませんね」

　フィリーネは少しだけ考え込むように間を置くが、仕方ないと言わんばかりに微笑ほほえむ。

「ちゃんとウィンさんにお土産を渡したら、寄り道せずに真まっ直すぐ帰ってくるんですよ？」

「俺は子供か……まぁいいや、説教は困るからちゃんとすぐに戻るよ」

　フィリーネに笑い返してからアルフは客室の扉を閉め、御者に城へ向かうように伝える。

　城に向かっていく馬車を見送ってから、アルフはウィンが住む荒あばら屋やへと足を向けた。その道中、土産を入れている革袋の中身を確認する。

「えー、蜂蜜にチーズ、サラミにプレッツェル……ってどれも食い物ばっかだな」

　普段から本を読むか何か食べているかというイメージしかなかったので、適当に土産を選んだ結果がこれだった。変に装飾品や民芸品を買って嫌な顔をされるよりマシだろう。

「──わっ、とと！」

　そんな声が前方から聞こえた瞬間、軽い衝撃を受けた。革袋の中身を確認するのに集中していたせいか、前から歩いてきた少女とぶつかってしまったらしい。

「悪かった、ちょっと前を見てなかったもんで──」

　尻もちをついている少女に手を伸ばそうとした時、思わず言葉を止めた。

　滑らかな亜麻色の髪の中に見える、獣のように尖とがった耳。

「やー、こっちこそごめんねー。考えごとをしてたからぼーっとしちゃっててー」

　間延びした喋しやべり方をする獣耳を生やした少女は、土つち埃ぼこりを払いながら立ち上がる。

「うん？　もしかしてお兄さん、獣人を見るの初めてだったりー？」

　アルフの視線が獣耳に向けられている事に気づき、少女はアルフの顔を覗のぞき込んでくる。

「あ、ああ……センタリアじゃあまり見かけないもんでな。気を悪くしたならごめんな」

「んやー、いいよいいよー。こんな耳してるから、見られるのには慣れてるしねー」

　のんびりとした口調のまま、少女は気にしていないと言わんばかりにひらひらと手を振り、鋭く伸びた犬歯を見せて笑う。そして、すんすんと鼻を鳴らし始めた。

「おー、お兄さんもしかしてドラクレアに行ってきた帰りだったりー？」

「たしかにそうだけど……よくわかったな？」

「ふっふー、あたしら獣人は鼻が利きくからねー」

　そんな言葉と共に、少女は平へい坦たんな胸を自慢げに逸そらして見せる。

　獣人……魔獣の血を引くと伝えられる種族。

「んー、サラミの好いい匂いがするねー」

　だが、耳や尻尾はあっても、目の前で鼻を鳴らしている姿は普通の少女にしか見えない。

　そんな様子を見て、アルフは革袋からサラミを取り出して少女に放った。

「んじゃ、ぶつかった詫わびってことでやるよ。たくさん買ってあるしな」

「おー、いいのー？　お兄さんは人間なのに優ふぃんはへー」

「わかったから食いながら喋しやべるのはやめとけ。食べるのに夢中でまたぶつかっちまうぞ」

「んむー、気をつけるよー。それじゃまたどこかでね、お兄さんー」

　もくもくとサラミを頰ほお張っている少女の頭を軽く叩たたいてやると、少女は軽く手を振りながら城門へと向かっていく。旅行か何かでセンタリアを訪れていたのだろうか。












　少女の後ろ姿を見送ってから、アルフは再びウィンの待つ荒あばら屋やへと向かい始める。しばらく訪れていなかったから、きっと荒屋の中は本で乱れていることだろう。

　いつも通り本に埋もれているウィンの姿を想像して軽く溜ため息いきをついてから、アルフは鍵を開けて荒屋の中へと足を踏み入れる。

「おーい、帰ってきたぞー。食い物も土産もあるからなー」

　声を掛けながら、本の海と化している室内を見回す。しかし返答はなく、軽くそこらへんの本を掘り返して探してみるが、どこかに埋もれているというわけでもないらしい。

「……姐ねえさんのとこにでも行ってんのか？」

　荷物を適当な場所に置いてから、今度は馴な染じみのパン屋に足を運ぶことにした。どうせ腹を空すかせてミートパイでも食べに行っているのだろう。

　荒屋を出てからパン屋へと向かう最中、なぜか妙に早足になってしまった。見慣れたパン屋の看板を見ても逸はやる気持ちが止まらない。

　そしてベルを鳴らしてドアをくぐるが……そこに、ウィンの姿は無かった。ベルの音に反応してか、エルゼが奥から顔を覗のぞかせる。

「あれ、アルフじゃない。今ドラクレアから帰ってきたの？」

「ああ、まぁ……エルゼ姐さん、ウィンは奥にいるのか？」

「へ？　ウィンちゃん？　今日はまだ来てな──ってアルフ!?　どうしたのよ!?」

　エルゼの言葉を聞き終わるよりも早く、アルフはパン屋を飛び出していた。そして息を切らしながら荒屋へと戻り、本を搔かき分けるようにしてウィンの姿を探す。

　全ての本を退どかし、人が横たわれる場所を無くし、本棚の裏から他の部屋に至るまで、あらゆる場所をひっくり返してウィンの姿を探す。

　しかし……その姿はどこにもなかった。

　町を探す必要はない。ウィンはクライドから荒屋の外へ出ないように言付けられている。そうでなくとも、ウィンがエルゼのいるパン屋以外に外出する理由がない。

　額から流れる汗を拭ぬぐってから、アルフは荒屋を出て城へと向かって走り出す。

　門兵に挨拶を交わすことすら忘れ、アルフが転がり込むように城へと入った時、アンリが慌てた様子で駆け寄ってくる。

「に、にーさん！　クライドさんがにーさんのことを探して──」

「──ッはぁ！　クライドさんはッ、なんて言ってたッ!?」

「え、えっと……にーさんに『ウィンスレットについて話がある』って言えば伝わるから、すぐに軍議室に来るようにクライドさんから言われて……」

　アンリの言葉に無言で頷うなずいてから、アルフは走り続けて使い物にならなくなった足に鞭むち打ってクライドが待つ軍議室へと走る。

　そして、ノックも無しに軍議室の扉を勢いよく開いた。

「……ずいぶんと遅い到着だよ、アルフくん」

　不機嫌な様子を隠そうともせず、クライドは軍議室の椅子に腰掛けていた。

「──クライドさんッ！　ウィンは……ウィンはどこだッ!?」

「その件について今から話を聞くところだから、ちょうどよかったかもしれないね」

　普段の余裕に満ちた表情を消し、どこまでも冷徹な目でクライドは眼下に視線を向ける。

　手足に枷かせを嵌はめられて床に転がされている人物。その人物は肌着だけしか身に着けておらず、身体のそこかしこには痛々しい痣あざがあった。

「さぁ、アルフくんも来たことだし、話を聞かせてもらえるかい？」

　クライドが床に転がっている人物の髪を乱暴に摑つかみ上あげたことで、ようやくアルフにもその顔がはっきりと見えた。

「さぁ……セルタスくん。君が知っていることについて教えてもらえるかい？」

　クライドの剣けん幕まくに怯おびえ、恐怖に顔を歪ゆがませているセルタスはカチカチと歯を打ち鳴らす。

「僕がディアンタスへと向かい、そしてリーネたちがドラクレアへと向かっている間……君の不審な行動について、色々な人たちから話を聞いてねぇ。たとえば居住区画の付近をうろついてたり、入国記録を破いたり、他国の人間と会話をしていた……とかさ」

「し、知りませんッ！　俺は何も、本当に何も知らな──」

　弁明の言葉をセルタスが口にしようとした時、ダンッと鈍にぶい音が室内に起こった。

「ア、ぉああッああああああああああああああああああッッッ!?」

　人の声とは思えない、悲痛な叫び声がセルタスの口から発せられた。

「僕はねぇ……君が知っている事以外はどうでもいいんだ。君の身についてもね？」

　再び鈍い音が響ひびき、小さな物体がアルフの足元に転がってくる。

　切り落とされた……人間の指。

「し、じらないッ……お、れは、ほんどうに……ッ!!」

「やれやれ……頭の悪い人間との会話はこれだから困る。無駄口を叩たたく度に君の指が一つずつ飛ぶってことがわからないのかい？」

　振り下ろされる白刃。舞い散る鮮血と切り落とされた指。耳が痛くなるような悲鳴。

　その最中で、クライドは笑っていた。

「あーあ、指が無くなっちゃったし……これは左手の指も落とすしかないかなぁ」

　仕方ないと肩を竦すくめてから、場違いなほど軽い調子でクライドが剣を振り下ろし──

　肉と骨を断ち切る生々しい音の代わりに、金属の打ち合う音が響き渡った。

「……もういいだろう、クライドさん。こいつは本当に何も知らない」

　アルフの抜き放った《白火澄》とクライドの剣がギヂギヂと耳みみ障ざわりな音を立てる。

「へぇ、まさか君がセルタスくんをかばうなんてね」

「たしかに恨うらみ満載ですが、そんな奴やつでも目の前で死なれたら寝覚めが悪いんでね……ッ」

　互いに睨にらみ合う中、アルフは激痛によって絶叫するセルタスに視線を向ける。

「こいつの様子を見ればわかるでしょう。自分の身が一番大事って人間が、保身のために知っている情報を吐かないはずがない。これ以上痛めつけたところで無意味でしょう」

「……ま、君がそう言うのなら構わないさ。もしかしたら、こんなクズみたいな人間にも義理だとか、脅おどされているから口を割らないって可能性があるかもしれないって思ってね」

　意外なほどあっさりとクライドは剣を引き、血を拭ぬぐってから鞘さやへと戻した。クライドにこれ以上危害を加える意思がないと判断し、アルフはすぐさまセルタスへと向き直る。

「おい、俺の家を燃やした件があるから、今のあんたに同情はしない。だけど今だけはそれを水に流してやるから、知っていることを全部喋しやべってくれ」

「お、れは……だだ、言われだ通りにやっだ、だけなんだ……」

　激痛と恐怖、涙と鼻水によって顔をぐしゃぐしゃに歪ゆがめながらセルタスは語る。

「ハーレックの野郎が憎ければ、協力しろ……自分たちが陥れるから、お前はただ指示に従うだけでいいって……それで、それで俺はただ言われた通りに──」

「……心底どうしようもない奴だな。その指示を出したのはどんな奴だ」

「わ、わからねぇんだ……全員、頭まで外がい套とうを被かぶっていて……」

「どんな断片でも些さ細さいなことだって構わない。思い出せることを全部言ってみろ」

　壊れた玩具おもちやのように何度も首を振ってから、セルタスは思い出せる限りのことを語る。

「に、人数は十人以上はいた……男も女もいたし、年齢もバラバラだった。言葉には、少し訛なまりがあって……あと男が女に喋しやべりかける時、軽く頭を下げてた」

「その調子だ。そいつらはお前とどんな会話をした？」

「し、指示を出された時も簡潔で、その後に俺がそいつらの指示通りに行動したって報告をした時も、会話らしい会話はしてない……あいつら同士の会話も、内容までは……」

「それじゃ、そいつが最後に口にした言葉を、できるだけ正確に復唱してみてくれ」

　痛みに耐えるように荒い息を吐きながら、セルタスはその言葉を復唱する。

「『偉大な力を宿す、同志の協力に感謝する』……ッそれしか思い、出せない」

　何かを辿たどるように、アルフはしばらく押し黙ってから……大きく頷うなずいて見せた。

「話は済んだようだね。とりあえず邪魔なセルタスくんは地下牢ろうに放っておこうか」

　不気味とすら思えるような笑みを浮かべ、クライドは近くに待機させていた魔ま騎き士しにセルタスの身柄を渡して指示を出す。その魔騎士たちの表情もどこか青ざめている。

　そして……二人きりとなった室内で、クライドは再び椅子に腰掛けた。

「いやはや、僕と違って上う手まく情報を引き出してくれてよかったよ。今回ばかりはさすがの僕も頭に血が昇っていたから、いつ手が滑すべりそうになるか自分でも怖かった」

　クツクツと喉を鳴らして笑うクライドを、アルフは何も答えずに睨にらみつける。

「さて、ウィンスレットを拉ら致ちした奴やつらの所属、アルフくんは見当がついたかい？」

「崇すう魔ま国家ユニオロス、そこで間違いない」

　迷う素振りすら見せず、アルフは即答した。

「俺らの遠征とクライドさんがディアンタスへ赴おもむいた期間、それが重なってるのは五日程度。その間にセンタリアを出る手て筈はずなら遠方の国は外れる。その内、ディアンタスとドラクレアは外れるから、残り三国程度に絞られる」

「なるほど。それじゃ、ユニオロスに断定した根拠は？」

「女に頭を下げてたってのと、『偉大な力を宿す』って文言。ユニオロスは魔術そのものを崇拝対象としていて、宗教柄、女には特別な力が宿ると考えている女尊社会だ。崇拝対象である魔術の源、魔力を『偉大な力』って呼んでるあたり、間違いないでしょうよ」

「その上、ユニオロスは魔術以外の術法を異常なほど毛嫌いしている。ウィンスレットは『法の魔女』だなんて呼ばれていて、おまけに十国戦争では辛酸を舐なめさせられた苦い経験がある……拉致されるには十分すぎる理由だねぇ」

　肩を竦すくめてから、クライドはアルフに向き直る。

「ウィンスレットの拉致についてはさておき、一番の問題はその安否だ。アルフくんにとっては法術の師匠、僕にとっては元仲間ってだけじゃなく……彼女は正真正銘、この世界における異端の存在なのだから」

　ウィンは世界の法則を管理し、調律する役目を担う存在。歳としを取ることもなく、法術という世界そのものを歪ゆがめかねない強大な力を自在に操あやつることすら可能とする。

　人という枠組みの外に存在するウィンが、もしも命を落とすようなことがあれば……それこそ、何が起こるか想像できない。

「まったく、こんなことが起こらないように手元に置いて、存在を隠して守ってたのに……まさか居場所がバレていただけじゃなく、センタリアにまで乗り込んで拉ら致ちするとはねぇ」

　わざとらしく溜ため息いきをつきながらも、クライドはその笑みを一切崩さない。

　まるで……姿の見えない敵とのゲームを楽しんでいるかのように映る。

　しかし、今はクライドのことについて考えている余裕も時間もない。

　アルフにとって家族同然の存在が何者かによって奪い去られた。

　理由なんてものは、それだけで十分だろう。

「さて、アルフくん。僕らにとって掛け替えのない存在が奪われた。そんな僕たちがやるべきことはなんだい？」

「……俺たちがやることなんて、一つしかないでしょう」

　クライドの言葉に対して、アルフは怒りと共にその一言を口にする。




「崇すう魔ま国家ユニオロスに……『神闘カンフオル』を仕掛ける」






あとがき






　えー、どうも。藤ふじ木きわしろでございます。

　おかげさまで、『ダメ魔ま騎き士しの英雄煌路ヘルトシユトラツセ』の二巻が出ました。

　一巻についても、ツイッター等で感想を伝えてくれた方がおりまして……楽しかった、面白かったと言っていただけて、「この話を書いてよかった」と心底思いました。

　そして初めての二巻、初めて物語の続きを書くということで、色々と戸惑うことも多かったですが、なんとか皆様へお届けできることができてホッとしています。

　……いやー、ほんと二巻を書いている時には大なり小なり色々なことがありましてね。当初は近況として著者プロフィールに書こうとしたんですが、書き切れませんでした。

　というわけで、年始付近から起こった出来事をざっと挙げてみようかと思います。


・原因不明の難なん聴ちようで片耳が一時的に聞こえなくなる。

・遠方の友人が稀け有うな病気で病院に運び込まれる。

・雪のせいで車がスリップし、材木置き場に突っ込む。

・原付の前後輪が同時にパンクして横転、泣きながら原付を押してショップに向かう。

・愛用していたマウスが壊れ、慌てた拍子にキーボードにまでお茶をこぼす。

・現実逃避のために猫と遊んでいたら、足を滑すべらせ顔面から壁に激突する。

・深夜のベランダに出た直後、寒さで窓が凍って薄着のまま外で三時間凍こごえて過ごす。



　……これらがたった二ヶ月の間に起こりました。この時に「この壷つぼを買ったら運気上がって幸せになるヨー」とか言われていたら、喜んで買っていたかもしれません。

　去年の本厄に不幸らしい不幸がなかったので、完全に油断していました。

　そこへ働き者の神様が「ここらで去年の帳ちよう尻じり合わせたろ」と妙な勤労精神を発揮した結果がこれらの不運だったのでしょう。いやはや、ここぞとばかりに働きまくってくれた神様を労いたわって、その顔面に肘ひじ鉄てつを入れたいですね。

　とまぁ色々とあったわけですが、終わってみれば大きな怪け我がなどは一切なく、無事に二巻も書き上げることができました。あとがきのネタを提供してくれた神様にはちょっとだけ感謝しています。感謝してるのでそろそろ平穏な日常を過ごさせてください。




　それについてはさておき、あとがきらしく作品の話をしようかと思います。

　少々内容にも触れるため、あとがきから読んでいる方はご留意くださいませ。

　二巻の話はヴェインが主軸となっております。

　投稿時には存在すらしておらず、改稿時に脇役として追加され、その後は私の気まぐれで名前や設定がころころ変わっていた人物でしたが……まさかの大出世です。そしてその裏話は、今回の話にも多少影響しております。

　真面目で勤勉なヴェインですが、色々な意味でダメ人間です。

　というよりも、私が描くキャラたちは何かしら『ダメ』な人間です。主人公であるアルフ、そしてそれを更生しようとするリーネだけでなく、他のキャラたちも同様です。

　英雄のように完全無欠な人間なんていなくて、人間には必ず『ダメ』な部分があります。

　しかし、『ダメ』であるのは悪いことではないと私は思っています。

　アルフは自分が何もできないダメな人間だと自覚したからこそ、自分という存在をしっかりと把握し、自分ができる最善の行動を取ろうと努力するようになりました。

　リーネは真面目で責任感が強いというだけでなく、ちょっと抜けているダメな子だからこそ可愛かわいらしい一面を見せてくれます。

　アンリは兄に依存していて盲目的な行動を取ったりもしますが、それは家族や肉親に抱く、無償の愛が顕けん著ちよに表れた形とも捉えることができます。

　詰まるところ『ダメ』であることは一概に悪ではなく、『ダメ』であるからこそ良いこともあるのではないか、と私は考えています。

　そんな『ダメ』な部分に善悪どころか何もかも全部詰め込んで、『ダメ』であることに魅力を感じてもらえるように、そしてそれらをしっかり伝えられるように頑張ります。

　……………………ええ、ダメであることは悪いことじゃないんです。

　たとえば私のスケジュール管理がガバガバすぎて締め切りヤバイっていう状況になったとしても、それが良いことに繫つながる可能性もあるんです！　そんな『ダメ』があってもいいと思うんです！　イエス、ダメ人間！　自己正当化万歳！

　たぶんこれ以上言ったら本当に「それじゃ書かなくていいですよー」とか言われてしまいそうなので、今後はちゃんと締め切り守ります。はい。

　それでは好よい頃合となりましたので、そろそろ謝辞を。

　担当編集のＩさん。毎度辛抱強く付き合っていただき、本当にありがとうございます。最近Ｉさんへの恐怖心を和らげようと思い、着信時の画像をオグロプレーリードッグに変えてみました。不思議と動どう悸きや息切れが治まったので継続しておきます。

　イラスト担当の山やま本もとケイジ先生。今回も素晴らしいイラストの数々をありがとうございます。色々と重なって精神的にきつかった時に二巻の表紙をいただき、それを励はげみに頑張ることができました。なるべく早めに文章を上げられるように努めさせていただきます。

　編集部様、デザイン、校正など本書の出版に携たずさわっていただいた皆様にも、心よりお礼申し上げます。それと毎度お馴な染じみの友人たちもありがとう。

　そして、本書を手に取ってくださった読者の皆様に最大の感謝を。

　本書をお楽しみいただけたのなら、それが私にとって何よりも幸いです。
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